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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２３年１０月２５日（火）午前９時５８分　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後４時３７分　閉会

１．場所

第一委員会室

１．出席委員

委 員 長 森西　正  副委員長 柴田繁勝  委　　員 大澤千恵子

委　　員 渡辺慎吾  委　　員 安藤　薫 

１．欠席委員

なし



１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 教育長　和島　剛

教育次長兼次世代育成部長　馬場　博　　　　

教育総務部長　登阪　弘　　総務課長　岩見賢一郎　　子育て支援課長　大橋徹之

次世代育成部次長兼教育センター所長　前馬晋策　　　教育政策課長　若狭孝太郎　

こども教育課長　小林寿弘　教育推進課長　撰田裕美　児童相談課長　北橋ひとみ

教育政策課長代理　野本憲宏

生涯学習部長　宮部善隆　　同部次長兼文化スポーツ課長　布川博

同部参事兼生涯学習課長　池上敦実　　同課長代理　岡本　治

　　　　　　

１．出席した議会事務局職員

事務局局次長　藤井智哉 同局総括主査　湯原正治

１．審査案件

認定第１号　平成２２年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分
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（午前９時５８分　開会）

○森西正委員長　おはようございます。

　ただいまから文教常任委員会を開会し

ます。

　本日の委員会記録署名委員は、渡辺委

員を指名します。

　先日に引き続き、認定第１号所管分の

審査を行います。

　大澤委員。

○大澤千恵子委員　おはようございます。

　質問が重複する可能性もございますけ

れども、なるべく前回の続きという形を

とらせていただきたいと思います。

　前回、質問番号の１番、１４２ページ

の教育総務課の教育委員会事業の件でご

ざいますけれども、協議会に入れなかっ

たというようなことでございますが、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律

の第１３条第６項に教育委員会の会議は

公開するということが書かれてあります。

ただし、人事に関する事件について、ま

た委員長、委員の発議により出席委員の

３分の２以上の多数で議決したときには、

これを公開しないことができるというふ

うにあると思いますけれども、この法律

には、教育委員会の会議は公開すると書

かれてあります。そして摂津市の教育委

員会の規則、こちらのほうを見させてい

ただきますと、教育委員会の規則の中に

は協議会のことは書かれてありません。

会議に関してのことが少しは書かれてあ

るんですけれども、会議録のこととかそ

ういったことが規則のほうに書かれてご

ざいますけれども、協議会について書か

れてある他市の分で言いますと、協議会

について書かれてあるのは茨木市の教育

委員会の規則だけでございます。茨木市

の教育委員会の規則の中には会議のこと

が書かれてありますし、協議会のことも

書かれてございます。

　こういった中で、まず協議会になぜ入

室を拒否されたのかということもご答弁

いただきたいというふうに思いますし、

そして７月２０日の教育委員会の協議会

が公開でなかったと。この協議会の中身

でなされたことは一体どういうことだっ

たのか。これもあわせてお話をいただけ

ればなと思います。

　市民の税金から出ている教育委員会の

会議ですから、傍聴ができないのでした

ら教育委員長が議会のほうに出ていただ

く、もしくは議員と教育委員会のほうの

懇談会、こういったものを開催していた

だけないかというふうに思っております。

　一つ目の質問とさせていただきます。

　それと順番に行きますと、この前答弁

いただいたことで大体の要約がわかりま

したので飛ばせていただきまして、子ど

もの安全見まもり隊事業の消耗品の件な

んですけれども、消耗品のことはよくわ

かりました。この安全見まもり隊事業に

関しまして、この安全見まもり隊を行っ

ていただいているボランティアの方たち、

こういった方たちに今実際、保険のほう

がかかっているのか。ボランティアなの

でボランティアの災害保険とかあると思

うんですけど、こういったものがかかっ

ているのか。そして市のほうは、この見

まもり隊のボランティアに関してどれぐ

らいの把握をされているのかということ

をあわせて聞かせていただけたらなと思

います。

　それから１０番目の質問です。学校支

援地域本部事業、これについてご答弁い

ただいたんですけれども、余りよく把握

できなかったものですから、こちらのほ

うとしましても、この間に少し学校支援

地域本部事業のほうを確認させていただ

きました。そうしました大阪府の３年間

の交付事業ということで、２年目に入っ
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ているということを確認させていただき

ました。

　この形態なんですけれども、どのよう

な組織で運営されているのか。そして学

校支援コーディネーターという組織がそ

の中に組み込まれているんですけど、学

校支援コーディネーターがどれぐらいい

らっしゃるのか。この組織自体が実際ど

ういう事務局が、どういう運営になって

いるのか。それから現在のＰＴＡとか地

域教育協議会で学校支援地域本部が組織、

今されていると思うんですけれども、ほ

かのいろんな事業とかぶっていることが

非常に多いと思うんですけど、この辺の

精査をされているのかというところを確

認したいというふうに思っております。

　それと１１番目の文化財の調査研究か

ら入りまして、教育研究所の跡地でござ

いますけれども、これも先ほどの大阪府

の学校支援地域本部の中にそういった施

設、そういったものも考えていかなけれ

ばならないということが大阪府の事業の

中に組み込まれていると思うんですけれ

ども、ここも含めまして、再度お聞かせ

いただきたいのは、この教育研究所の跡

地をもう一度学校教育のほうで、子ども

たちのために使用することを考えていた

だける余地があるのかどうか。再度聞か

せていただきたいと思います。

　それから１２番目、地区市民体育祭の

補助事業なんですけれども、こちらのほ

うも先日、私質問しましたが、高齢化が

進んでおりまして非常に地区体育祭も今

の現状ではいいですが、この５年、１０

年を考えたときに、地域の役員の方たち

が非常に高齢化になって大変な事業になっ

てくるという中で、地域のほうからも学

校と市民体育祭を共同で行うことは不可

能なのかというような意見が実は出てお

ります。非常に難しい問題もあると思い

ますけれども、そのあたりのことも含め

てどのように考えていらっしゃるのかと

いうことをお聞かせいただけたらなと思

います。

　以上、５点お願いいたします。

○森西正委員長　馬場教育次長。

○馬場教育次長　教科書採択に関わりま

して、傍聴についてどうかということの

ご質問でございましたが、教育委員会規

則の中で傍聴規則がございますのは、ご

存じのように、傍聴は規則の中で書いて

おりますので、基本的に教育委員会議に

傍聴していただけるという、そういう規

則になっております。

　おっしゃっているように、では、その

他の会議についてどうなのかということ

につきましては教育委員会規則では決め

ておりませんので、それにつきましては

２回目の質問でも総務課長が答弁しまし

たように、摂津市の会議の公開の指針に

謳われておりますので、その中で取り扱

いはさせていただきます。

　ただし、今回の場合は教科書採択とい

うことでございますので、教科書採択に

つきましては、やはり静ひつな環境の中

で公平に採択をするというのが国なり府

なりの指導でございますので、私どもも

他市と同じ形で、教科書採択については

一定の時期まで非公開で行うということ

を教育委員会の会議で決定させていただ

きました。

　ですから今回につきましては、教科書

採択に関わる会議としてはもう非公開と

いう形でさせていただきました。これに

つきましては今回に関わらず、昨年の小

学校の教科書採択につきましてもやはり

同じ手続きをとりまして、非公開の中で

行いました。ただし、やはり公開の原則

がございますので、その公開を担保する

ために例えば審議委員さんの中に保護者
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代表に２名入っていただいて議論してい

ただくとか、そういう形で一応より公開

性を高めさせていただきました。

　また、どういった内容が議論されたか

につきましては一定の時期まで非公開と

いうことでございましたので、最終８月

の教育委員会で決定いたしましたので、

その中で委員長のほうから、この間の議

論の経過につきましては定例委員会、そ

れと協議会関わらず、その経過を報告い

たしまして議事録に残しておりますので、

その議事録を見ていただくことによって

一応公開性を担保させていただいている

ということをしておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。

　それと、そういった中でご提案いただ

きました例えば、他市のように本会議に

教育委員長が出席することであるとか、

懇談するということでございますが、基

本的に本市につきましては、議会と教育

委員会の関係につきましては、これは本

市だけじゃなくて中央教育審議会の中で

も、議会の中で議論をすることによって

教育委員会は議会を通じて住民に説明責

任を積極的に果たすべきだという、そう

いう中央教育審議会の見解もございます

ので、私どもはこういった委員会である

とか本会議で教育長以下、議会で答弁さ

せていただいて、その議論を深めさせて

いただくという形で今日まで来させてい

ただいておりますので、今後もそういう

形で行っていきたいと考えております。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　こども教育課に

係ります２点につきまして、ご答弁させ

ていただきます。

　まず１点目、安全見まもり隊の件でご

ざいますけれども、子どもの安全見まも

り隊につきましての独自の保険につきま

しては加入はしておりませんけれども、

地域で行われるボランティア活動という

ことで、市で加入しております全国市長

会の災害保険等が適用できるのではない

かと考えております。

　また市内の安全見まもり隊の結成状況

でございますけれども、ＰＴＡの方を中

心に見まもり隊を結成していただきまし

て、１０小学校で結成をしていただいて

おります。見まもり隊独自の活動をして

いただいている地域がある一方、また自

治会等が中心となっていただいておりま

すセーフティーパトロール隊、このよう

な活動とも一緒に行っていただいている

地域もございます。

　安全見まもり隊として登録していただ

いている人数は２，６００名程度の方に

各校区で合計、参加をいただいておりま

す。

　次に、学校支援地域本部事業の中身で

ございますけれども、学校支援地域本部

事業の中で学校支援コーディネーターと

いうのをお願いしているということでご

説明をさせていただきましたけれども、

学校支援地域本部事業のコーディネーター、

７名の方がおられます。５中学校校区で

７名の方にお願いをしております。

　中学校区の中でのコーディネーターの

お仕事でございますけれども、中学校の

元の教員の方であったり校長先生等であっ

たり、地域活動にご尽力いただいている

方にお願いをいたしまして、学校の事務

の補助であったり、また放課後、子ども

たちに学習をする場を学校が提供します

けれども、そういったところで学習支援

を行っていただいたり、また学校行事を

行う際の会場設営のお手伝い、こういっ

た運営についても助言・協力をいただい

ております。

　また、摂津市のほうで学校支援地域本

部というのを結成いたしまして、それぞ
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れ各校区の代表の方に集まっていただき

まして、会議を重ねておるところでござ

います。

　地域教育協議会との連携でございます

けれども、同じ中学校区で学校支援地域

本部、地域教育協議会を組織しておりま

すので、地域教育協議会が行います取り

組み、例えば三中のクリーンウオークや

四中の若者みこし祭り、五中であれば凧

揚げ・ゲーム大会、こういった事業につ

いてもこの学校支援コーディネーターの

方も中心となって、いろいろ企画運営に

携わっていただいているところでござい

ます。同じ中学校区での取り組みとなり

ますので、学校と地域を結ぶコーディネー

ター役として今後もご尽力いただきたい

と思っております。

○森西正委員長　池上参事。

○池上生涯学習部参事　旧教育研究所の

利用活用についての３回目のご質問にご

答弁申し上げます。

　２回目の答弁で、今現在、庁内で利用

活用について利用要望は聞いております

が、現在はまだ流動的な状況ではござい

ますと答弁させていただいたと思います。

　鳥飼小学校に隣接している立地条件で

ございますことから建物の一部は地域で

利用していただくことも選択肢として検

討する必要性はあるのかなと考えており

ます。

○森西正委員長　布川次長。

○布川生涯学習部次長　文化スポーツ課

に係ります件のご答弁をさせていただき

ます。

　地区体育祭を学校の運動会との共用、

開催についてのご質問であったと思いま

すが、前例がございまして、味生小学校

で平成９年、１０年に、第四中学校区が

いじめ、登校拒否をなくす研究地区、研

究校として指定されましたことを機会に、

平成９年度より地区体育祭の趣旨や小学

校行事としての運動会のねらいを変更す

ることなく、主に午前中を小学校の運動

会、午後を地域の体育祭として、地域連

携の一つとして開催された事実がござい

ます。

　当時の味生小学校の在籍児童数は、平

成９年５月１日現在で２７５人だったと

お伺いしています。平成１８年度は４１

３名になっており、児童数が１．５倍に

なったということでございます。合同で

体育祭を実施した結果、児童数の増加に

伴いまして小学校の運動会に支障が出始

めてきたということと、それから地域の

方の参加種目も少なくなってくるという

こともございまして、実行委員会の中で

開催方法について議論された結果、平成

１９年度から学校、地域が、それぞれで

実施するということになりました。

　そういう経緯の中で、少人数であれば

可能性があるのかと思いますが、今のそ

れぞれの学校の在籍数を考えますと、合

同というのはなかなか難しいのではない

かと考えております。

○森西正委員長　今、布川次長、開催が

味生小学校で平成９年、平成１０年とい

うふうに言わなかったですかね。

○布川生涯学習部次長　平成９年、１０

年というふうに聞いております。２か年

が研究校、指定校になったということで、

それに伴って地区体、運動会がそこから

始まったということです。

○森西正委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　質問番号１番目の教

育委員会の件なんですけれども、まず私

は議員として傍聴に行ったわけですけれ

ども、市民の方が来られたときに、行っ

て、その後協議会ですから退室してくだ

さいと言われたときに、市民的な感情的

な部分もちろんあると思います。事前に
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その協議会には入れませんというような

告知がもしあったのであれば納得もでき

るんですけど、協議会の告知がまずあっ

たのか。

　その後の教育委員会、前々回ですね。

教育委員会に行ったときに、私もここで

申し上げるのもあれなんですが、場所が

変わっていたと。上の７階の講堂のほう

に教育委員会の会議が変わっていたにも

関わらず、看板が出ていなかった。これ

に対して私、直接申し上げましたけれど

も、市民の方たちがそこに来られたとき

に看板はない、どこでやっているかもわ

からない、こういった状況の中で、私、

上に上がりましたら、かぎも閉まってい

たということで、なかなか入れなかった

現状もあるんですけれども、時間どおり

に例えば来て看板が、私もあっちこっち、

議会事務局のほうにも聞きましたので時

間のほう少しおくれたんですけど、そう

いった何か市民的に見ると、何か少しオー

プンではない、公開的ではないなという

ふうにちょっと見受けられたところがあ

りましたので、やっぱりそういうところ

の部分をできるだけきっちりとしていた

だくということは必要なのかなと思いま

すし、協議会について他市もそうである

というようなことをおっしゃっていまし

た。

　傍聴規則のほうはもちろんあるとは思

うんですけれども、協議会に入れないと

いうような規則は、この中にはどこにも

書かれておりません。これに関してもも

う少し説明をしていただきたいというの

と、他市では委員長が本会議に出席して

いるにも関わらず、こちらのほうは委員

長が出席していないという理由を教えて

いただけたらなというふうに思います。

なぜ、摂津市は委員長が本会議に出席を

していないのか。

　私、教育委員会の会議に行ったときに、

ある教育委員の方が議員との懇談会を希

望されておりました。そういう発言をさ

れております。それにも関わらず文教常

任委員会にはそういった話が来ているの

か、いないのか。これも聞きたいなとい

うふうに思っております。私は昨年文教

常任委員ではなかったものですから。そ

れでいて、なおかつ懇談会をされていな

いのか。それとも、うちの議会のほうが

断ったのか。そのあたりも聞かせていた

だきたいと思っております。

　それから子どもの安全見まもり隊、びっ

くりしました。２，６００人もいらっしゃ

るということで非常にたくさんのボラン

ティアの方がいるなあというふうに感じ

ております。

　保険のほうも全国市長会の保険のほう

から入っていただいているということで

ございますけれども、実体のその２，６

００人の名簿というのは把握されている

のかなというふうに思ったんですけど、

そういったことは把握されているのかど

うかだけ、最後にお聞かせいただきたい

と思います。

　それから１１番目の旧教育研究所のこ

となんですけど、検討していただくとい

うことでございますけれども、非常に安

威川以南と以北で、安威川以北のほうに

は児童センターというのがありまして、

非常に活性化しているというふうに聞い

ておりますし、やはり安威川以南のほう

でもそういった児童館的な要素も必要な

のかなというふうに非常に感じておりま

す。ですから検討というよりも今の学校

支援地域本部事業に関しても、すこやか

ネットにしても、子どもの放課後推進事

業に関しましてもたくさんのものがある

中で、やはりその場所というのは非常に

大切ではないかなあと。政策はたくさん
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あっても場所がなければなかなかできな

い。非常にかぶっている事業が多い。何

か一つの事業で、ここで同じことをやれ

ばいいのに、たくさんの事業がまたがっ

ていて、同じようなことをやっていて、

コーディネーターもどこに行っても同じ

方がやってらっしゃる。これが今の現実

だというふうに感じておりますので、そ

のあたりをもう少し精査すれば、もっと

もっと効率よくできるんじゃないかなと

いうふうに思っております。

　ですから、そういった中でいわゆる箱

ですね。この箱をやはりもう一度再検討

していただく必要があるのかなあという

ふうに思いますので、これに関してはも

う一度、再度検討していただきたいと思っ

ております。

　それから地区市民体育祭なんですけど、

一度されたことがあるということでござ

いますけれども、子どもたちの増減が非

常にあると思います。地区の方たちの高

齢化も、これはもうとめようがないとこ

ろでございます。ですからやはり地区市

民体育祭と運動会ともう毎週毎週のよう

に同じものが連続してあるということは、

非常に地域の方たちももうお疲れでござ

います。この時期、公民館まつりもあり

まして、ほとんど同じ方がされている現

状でございますので何とか、やってみて

だめだったところもありますし、よかっ

た点もあると思うので、こういったこと

が今後５年１０年のスパンで、今すぐと

は言いませんけれども考えていただけれ

ばなというふうに思っております。

　すいません、前後しました。学校支援

地域本部事業の件ですけれども、すこや

かネットとこれは違うとおっしゃってい

たと思うんです。この辺、非常にいろん

な問題が、問題というか、お金の件もこ

れ４０万ぐらいですかね、出てる中で、

このお金の配分というのは一体どういう

ところに配分されているのかということ

も、もう決算ですのでもちろんそこはお

聞かせいただきたいなと思います。

○森西正委員長　一般質問に近いような

部分になっていると思いますけれども、

教育委員会の規則の分に関して質問があ

りましたけれども、できる限りお答えを

いただきたいというふうに思いますし、

教育委員のほうから懇談というふうな部

分で文教常任委員会に、もしくは議会に

というふうなことがありましたけれども、

これは教育委員会の事務局が答えられる

ものなのかどうなのかという部分もあり

ますし、これは議会サイドの問題であろ

うかというふうに思いますのでね。その

来ているかどうかという答えに関して、

教育委員会の事務局が答えられるものな

のかどうなのかというのもありますので

ね。そういうふうな事実があるのかどう

なのかという部分に関してであればお答

えはできると思いますので、できる範囲

で答弁をお願いします。

　馬場教育次長。

○馬場教育次長　幾つかありましたので、

答えられる範囲で答えさせていただきま

す。

　１点目の協議会に入れなかったことに

ついてのご質問なんですが、先ほども申

し上げたとおりでございまして、教科書

採択については教育委員会で非公開とす

るという、教育委員会で決定をさせてい

ただきましたので申しわけございません

が、その協議会にはご遠慮いただいたと

いうのがあのときの事実でございますの

で、基本的に教科書採択は一定時期まで

非公開とするという、もうそういう決定

をしておりましたので申しわけないです

が、大澤議員が来られたときには教科書

に関わる分について協議しますので、退
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席をしていただいたということでござい

ます。ただし、何遍も申し上げますが、

それにつきましては一定期間非公開とす

るということでございますので、もう既

に議事録は公開されておりますので、私

どもは説明責任をその公開で果たさせて

いただいているということでございます。

　それと会場変更になったことについて

は、これは誠に申しわけございませんで

した。基本的にホールとかそういうとこ

ろへ看板を立てて私どもご案内を今まで

しておりましたが、確かにおっしゃって

いた日には、そういうことができており

ませんでしたので申しわけございません

が今後、注意をしたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。

　それと議会に委員長が出席するかどう

かについては私どもが答えることではな

いと思いますので、よろしくお願いいた

します。

　それと懇談については、教育委員会は

５人の委員の合議体でございますので、

合議体の中で議論して、要するに５人が

一致すれば当然そういう形をすることも

ありますが、今現在、ご質問のことにつ

いては、合議体の中ではまだ一致してお

りませんので、それについてはこちらの

ほうからまだそういったアクションは起

こしておりませんので、よろしくお願い

いたします。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　こども教育課に

係ります２点についてご答弁させていた

だきます。

　まず１点目、子どもの安全見まもり隊

の名簿の把握でございますけれども、こ

の活動は各校区においてＰＴＡやこども

会、民生児童委員、青少年指導員、自治

会に加入されている方、それぞれが自分

の生活リズムに合わせて、自分ができる

範囲で役割分担をしながら学校の登下校

の送り迎えであったり、いろいろな生活

習慣に合わせて活動をしていただいてい

る状況でございます。

　人数につきましては、おおむね活動に

協力いただいている人数ということでご

報告させていただきましたが、個人名に

つきましては、市のほうではすべて把握

している状況ではございませんが、地域

のほうでは協力していただいている方に

ついては把握していただいていると認識

しております。

　次に、学校支援地域本部事業の件でご

ざいますけれども、平成２０年度から始

まった事業と考えております。当初立ち

上げを行いました第一中学校、第二中学

校、第三中学校、第五中学校につきまし

ては大阪府と直接委託契約ということで、

大阪府と摂津市の学校支援地域本部実行

委員会のほうで委託契約を締結しており

ます。その部分につきましては、この一

般会計予算のほうには計上しておりませ

ん。直接学校支援本部のほうに予算が入

るような形になっております。

　おくれて立ち上げました第四中学校区

につきましては、補助事業ということで

大阪府から補助をいただく分でございま

して、摂津市と摂津市学校支援地域本部

実行委員会の中で委託契約をいたしまし

て、この決算に上げております数字を委

託契約いたしまして、実績額に合わせた

その３分の２を大阪府から補助をいただ

くものでございます。

　その委託の内容でございますけれども、

学校支援コーディネーターの方への謝金

を初め、消耗品費や印刷製本費等々を支

出しているところでございます。

○森西正委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　先ほどの教育委員会

の件なんですけれども、先ほど教科書採
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択についての非公開ということで決議が

なされているということだったんですけ

ど、私その後にもう一点お話しましたけ

れども、市民の方たちが見られたときに、

同じ部屋でそこから退席をさせるという

ようなことは、やはりこれはちょっと私

は違うかなというふうに思っております。

もし協議会であるのであれば、やはり違

う別室で協議会をするとかそういった形

をとらなければ、ここから今からは非公

開、出ていってくださいというような形

にやっぱりとられてしまうというふうに

思いますので、できましたらそういった

配慮は非常に必要かなというふうに思っ

ております。私も実際にそういう退席を

命じられたときに、ここからは完全に非

公開だということは理解をして出ていっ

たわけですけれども、やはり協議会とい

うところと会議というところはきっちり

分けて考えていただきたいなというふう

に思っております。

　非公開であるならば、先ほどもう一つ

質問しましたけれども、事前にここの部

分は、協議会は非公開ですがというよう

な案内がなされていたのかどうかという

ところがちょっと答弁が漏れていたと思

いますので、もうそれは暗黙の了解だと、

教育委員会の教科書に関しては非公開だ

というのであっても、市民の方たちが傍

聴に来られたときに、それはわからない

方もいらっしゃると思うんです。そういっ

た中で今後どういう対応をしていくのか、

お答えいただければなと思います。

　それと２点目の学校支援地域コーディ

ネーターの件なんですけど、事務局はど

こがやっていらっしゃるんですか。その

事務局自体は学校がされているんですか

ね。その仕組みがもう一つよくわからな

いんですけど、学校の先生たちがここに

入っていらっしゃるというのは理解でき

たんですけれども、組織がよくわからな

いので、再度、お願いします。

○森西正委員長　馬場教育次長。

○馬場教育次長　事前に協議会について

非公開かどうかについて市民に告知して

いたかということですが、基本的に私ど

もは定例教育委員会、毎月開いた中でそ

の会議については、こういう形で非公開

にしますという形で決定して議事録を残

しましたが、しかし、そのことについて

毎回毎回市民の方に告知はいたしており

ません。ただ、今回そういう形で、同じ

会場で開くのにどうなんだということで

ございましたので、そういったケースは

今後その方にお話させていただいて、こ

れからはまた別の形になるということを

より丁寧にご説明はしていきたいと、そ

ういうふうに今考えておりますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　学校支援地域本

部の組織でございますけれども、各中学

校区単位で結成しておりますので、各中

学校区の代表の方にご参加をいただきま

して実行委員会を組織しております。学

校支援地域本部実行委員会というのを組

織いたしまして、そこでいろいろな各中

学校区で行っております学校支援本部の

取り組みについて議論をしておるところ

でございます。

　学校支援地域コーディネーターにつき

ましては、元の中学校の校長であったり

教員の方々、また地域で活動されている

方にお願いしております。

　全体での会議等の回数は少ないのでご

ざいますけれども、それぞれの各学校、

中学校単位で学校支援地域コーディネー

ターの方が中心となって学校を支援して

いただく仕組みづくりとなるように努め

ておるところでございます。
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○森西正委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　今ご答弁いただいて、

議事録のほうにということであるんです

けれども、ホームページの議事録を見さ

せていただいたんですけれども、ホーム

ページの議事録が非常にタイムリーでは

ない、掲載されているように思うんです

が、今回、今現在、第何回の議事録が載っ

ていらっしゃるか知っていらっしゃるで

しょうか。

　市民が見たときに、議事録自体が非常

にタイムラグがあるというふうに感じて

おりますし、教育委員会の議事録自体も

やはりタイムラグがあるように感じてお

ります。その中で議事録を見ていただけ

ればというふうにご答弁いただいたんで

すけれども、そのあたりどのぐらいのス

パンで、早くできるものなのかというと

ころを教えていただければと思います。

　それと学校支援地域コーディネーター

の件なんですけれども組織自体は、全体

的な組織はわかるんですが、実際にどう

いう組織形態になっているのかなという

のが、中身はもう結構ですので、もしわ

かるようでしたら、どういった方がなっ

ていらっしゃるのか、後日でも結構です

のでと資料提供をしていただければなと

いうふうに思っております。

○森西正委員長　馬場教育次長。

○馬場教育次長　会議録のタイムラグの

ことについてお話しするんですが、実は、

それはどうしても生じます。と申し上げ

ますのは、例えば４月の定例委員会を開

いたときに、その筆耕、要するに起こし

ます。起こして、それをまた各委員に確

認していただきます。各委員からそれに

ついてもしほかの委員の質問と我々事務

局がつくった内容と違っていた場合に、

委員同士のすり合わせというのもします

ので、やはり１か月ないし２か月はどう

してもタイムラグが、これ出てきますの

で、例えば、きょう行って、例えば今月

末にということは、これは今の私どもの

事務作業上、タイムラグがどうしても生

じてしまうということをご理解をお願い

したいと思っております。

○森西正委員長　続いて小林課長、資料

請求の件ですけれども、答弁お願いしま

す。

○小林こども教育課長　そうしましたら

実行委員会の組織ですね。今わかる範囲

でご答弁させてもらってもいいでしょう

か。資料提供させていただきたいと思い

ますのでよろしくお願いします。

○森西正委員長　大澤委員、資料請求で

よろしいですか。

○大澤千恵子委員　はい。

○森西正委員長　大澤委員、教育委員会

との見解の相違というのがありますので

ね。そういうふうな部分も考慮に入れて、

質問をお願いします。

○大澤千恵子委員　タイムラグのほうは、

すぐにはできないということで、すぐに

できないのであれば、やはり告知のほう

は何らかの形でするべきだというふうに

考えます。

　教育委員会の会議を傍聴させていただ

きましても非常に個人情報の兼ね合いで、

いろんなお話がなかなかしっかりと理解

できるところと理解できないところがも

ちろんございました。それは例えば実名、

どこどこの中学校とかそういったところ

が出ないところの部分がもちろんあるの

で、傍聴に行っても非常にわかりにくい。

どういうことを話をされているのかとい

うことも非常にわかりづらいところがあ

りますのでね。できましたらたくさんの

市民の方に、これは教育委員会の会議と

いうのは市民の税金で成り立っているわ

けですから、そこをしっかりと理解して
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いただきまして、できればもっとたくさ

んの方々が来れるような告示をしていた

だいて、もっともっと市内の保護者の方

たちに教育に関して関心を持っていただ

けるような、何らかの方法を考えていた

だきたいなというふうにはすごく思いま

したので、その辺よろしくお願いいたし

ます。

　資料請求はそれで結構です。ただ、こ

ういった事業に関して非常にＰＲがなか

なかなされていないというのが現状だと

思います。教育委員会の中の事業という

のは、すこやかネットでもそうですし、

わくわく広場でもそうなんですけど、な

かなか保護者の方たち自体がよくわから

ないまま行っているという現状がありま

すので、できましたらこういったことを

もうもっとオープンにしていただいて、

ＰＲをしていただければ、たくさんの例

えばコーディネーターの方が今７人いらっ

しゃいますけど、もっともっとコーディ

ネーターをやりたいという方が出てくる

かもしれませんし、そういったＰＲをも

う少し行政のほうでもしていただければ

なというふうに要望とさせていただきま

す。

○森西正委員長　大澤委員の質問が終わ

りました。

　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　私の場合は当選させて

いただきましてから、ずっと文教常任委

員会に出席させていただいております。

だから予算のときに要望したことや質問

したこと、また決算のときに聞き直した

こと、その繰り返しでございますので、

今回の質問も前回予算のときに言わせて

いただいたことの宿題をどのようにされ

たのかということも含めて質問したいと

思いますし、また他の委員さんから質問

されたことも重なって質問すると思いま

すが、それぞれの立場がありますので同

じようなご答弁になるかもしれませんが、

その辺は結構でございますので、質問さ

せていただきます。

　まず決算書の１７７ページの教育委員

会費で４８万３０４円、その辺の不用額

が出たんですけど、その内容をお聞かせ

願いたいと思います。

　それから概要の１４２ページ、校務員

共同研修事業です。これ例えば、どこま

で校務員の方々が学校のさまざまなもろ

もろの仕事をされるのかというのが非常

に我々としたらわからないことが多いの

で、そういう点、例えば屋根の修理やっ

たら、ここまでは校務員さんがしはりま

すけど、あとは業者の方にしてもらうと

かですね。その辺の境がなかなかわから

へんので、どのような研修事業か、内容

をお聞かせ願いたいと思います。

　それから同じく概要１４４ページで奨

学資金貸付事業です。その内容と平成２

２年度の状況をお聞かせ願いたいと思い

ます。

　それから概要の１４８ページ、中学校

部活動指導者派遣、外部指導員の状況で

すね。外部指導者の平成２２年度の状況

をお聞かせ願いたいと思います。

　それから中学校部活動に対して、教育

委員会としたらどのようなお気持ちで対

応しておられるのか、お聞かせ願いたい

と思います。

　それから、概要の１４８ページ、大澤

委員の質疑に関連するんですけど、教科

書採択事業の中で、協議会が教育委員会

の中で非公開ということになったという

ことなんですけど、先ほど馬場教育次長

からのご答弁ですけど、静ひつさを保た

なあかんとかですね、そういうことで過

去でそういうような教科書採択のときに

そういう騒ぎになったのか。何で非公開
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になったのかということの経緯をお聞か

せ願いたいと思います。

　それから、１４８ページ、学力向上プ

ラン推進支援事業です。これ、他の委員

からも質問があったと思うんですけど、

もう一度お聞かせ願いたいと思います。

　それから１４９ページ、特別支援教育

推進事業のこの内容について。

　それから、私はこのこともう今回やめ

ておこうかなと思ったんですけど、卒業

式、入学式の国旗・国歌の件です。これ

は安藤委員から質問があったので、違う

立場から、質問したいと思います。どの

ような状況でなされたのか。卒業式にき

ちっと国歌を歌い、また国旗を掲揚され

たのかということをお聞かせ願いたいと

思います。

　それから、決算書の１９５ページ、民

族学校に在籍する生徒に対する扶助費で

す。これの経緯を説明お願いしたいと思

います。

　それから次に、小学校の修学旅行の件

ですけど、これも毎回予算、決算で質問

していますけど、毎回その行き場所が広

島、平和教育の一環として広島というこ

となので、その内容に関して、例えば平

和教育という一つの大きな前提があるん

やったら広島に限定せんでも一泊で行け

るようなどっかないかというようなこと

で、そういう議論をなされたのかという

ことで毎回質問しとったんですけど、平

成２２年度もやっぱり広島だったのか。

またその議論はどういうふうにされたの

かということをお聞かせ願いたいと思い

ます。

　それから概要の１６２ページ、生涯学

習スポーツ課ですけど、これは美術展の

開催なんですけどね。ある市民から私の

ところへ投書が来たんです。その審査の

ことに対してね。実際、美術展とか書道

展なんかで審査されるのはだれがされて

いるのかということ。それと、その投書

の内容は、協会とかそういう連盟に入っ

ていない人は賞はもらえないのかという

ことを聞いてきはったんですね。その方

は書道展で書道を出されて、自分の書が

展示されとると思って、賞とか別にして、

すべて展示されているかと思って行った

ら展示もされてなかって、聞いたら倉庫

に直されておったということですね。そ

のようなことが本当にあったのか。また

美術展とか書道展というのは一応会員と

か連盟に入っていない方は出展できない

のか。そういう点をきちっとご答弁いた

だきたいと思います。

　それから毎回質問していますけど、同

じく１６２ページの音楽祭開催事業です。

平成２２年度の状況はどうだったのか。

それぞれ六百数十万の予算を使いながら

非常に観客数も少ないじゃないか、愛好

者の方々のための音楽祭なのか、そうい

う点をどうなのかということ。これは毎

回の課題だと思うんですけど、その辺、

２２年度はどういう状況だったのかとい

うことをお聞かせ願いたいと思います。

　それから概要の１６４ページ、こども

会育成事業です。これも毎回質問してい

ますけども、ずっとこども会やら育成の

状況がこの１０年、２０年前からだんだ

ん少子化ということもあるんですけどそ

の組織率とか、これはこども会だけ違い

ますわな。自治会もそうだと思うんです

けど、そういう形でだんだん弱体化して

いっている現状があるということで、そ

れに対してどのような援護射撃というか、

行政として支援をしているのかというこ

とで質問させていただいとったと思うん

ですけど、その点、平成２２年度はどの

ような状況でされたのかお聞かせ願いた

いと思います。
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　１６６ページ、これも重なると思うん

ですけど学校支援地域本部事業ですね。

これも内容をまたしっかりと教えていた

だきたいと思います。

　１６６ページ、生涯学習出前講座開催

事業。平成２２年度はゼロということな

んですけど、この事業はどのような目的

でされたのか。またこのゼロというよう

な状況で、例えば行政として、さまざま

な事業を展開されるに際して、どのよう

なアプローチをされたのかということを

お聞かせ願いたいと思います。

　それから学校体育施設開放事業なんで

すけど、これね、我々の剣道協会も小学

校の体育館を借りて剣道を子どもたちに

健全育成ということでいろいろ教えてお

るんですけど、さまざまな団体がそうい

う形で施設を利用されているんですけど、

できるだけ保護者の負担を軽減しようと

いうことで、会費等はぎりぎりの線で抑

えているわけですけど、その使っている

団体によって会費がすごく多い会とまた

少ない会があるわけで、それぞれ背景に

その団体の組織等があるのはわかってい

ますけど、学校の施設を利用するわけで

すから、その辺のきちっとした規約とい

うか会費に関して、そこまで関与する必

要があるのではないかというふうに私は

思うので、その点に関してもお聞かせ願

いたいと思います。

　それから文化財の件ですけど、例の第

６集会所が文化財第１号で指定されたん

ですね。非常に私としてはうれしい限り

でございますが、ただ、摂津市だけでは

なくて、大阪府の文化財として、そうなっ

てきたら保存とかそういうことに関して

の補助金も全然違ってくると思いますん

で、そういうようなアプローチをされる

お考えはないのかお聞かせ願いたいと思

います。

　次に、概要の１４６ページに戻ってい

ただいて教育相談事業、不登校の児童生

徒の現状です。

　前回も答弁されたと思うんですけど、

平成２２年度からこの不登校問題はずっ

と続いて、いろいろ大変な状況で対応さ

れていると思うんですけど、その推移を、

２２年度、もう一遍ご答弁いただきたい

なと思います。

　それから、これも質問されたと思うん

ですけど、概要の１４８ページ、学校・

家庭連携支援モデル事業、これももう一

度説明いただきたいと思います。

　それから、これは最後になりますけど、

概要の１４８ページ、教育指導研修事業。

これ、来年度からいよいよ中学校で柔道、

剣道の授業が実施されると聞きました。

平成２２年度、これは安倍内閣でそうい

う状況で、文科省にそれを推進するとい

うことで決まったわけですけど、今、大

阪府の教育委員会で柔剣道の講習会、研

修会をやっているんです。この摂津市も、

そういう先生方が２２年度にちゃんとそ

ういう研修に行って、その説明を聞いた

のか。これ、我々の専門家から質問した

ら、先生方は多分答えられへんと思うん

ですけど、授業で柔剣道を教える、例え

ば、精神まで踏み込んでやるのか、それ

から技術的な面をやるのか、ただこれは

基本練習だけでも１年はかかるわけであっ

て、それをカリキュラムの中でどのよう

に消化されるのか。

　これ、多分ずっと質問をしていったら、

それとやっぱり今、柔道が非常に危険と

いうことで、年間４人亡くなってるらし

いんです。それを分母と分子で考えたら、

非常に死亡率の高いものなんです、柔道

という競技自体が。それを熟知してない

先生が教えて、本当に大丈夫なのかとか、

そういうことをずっと考えていったら、
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来年度から、実際やらなあかんわけです。

そういう点、例えば剣道でも竹刀が非常

に状態が悪く、この前、ドイツであった

事件ですけど、竹刀の先が飛んで目に突

き刺さって、脳までいって即死状態でド

イツ人の剣道家が亡くなったんですけど、

そういうことをずっととらまえていった

ら、相当な研修を重ねた上での指導とい

うことにならなあかんと思うんです。そ

ういう点、研修にちゃんと行ってはるん

かなという感じ、それをお聞かせ願いた

いと思います。以上です。

○森西正委員長　それでは答弁を求めま

す。

　岩見課長。

○岩見総務課長　それでは、教育委員会

費の不用額と、校務員共同研修事業につ

いてのご質問にお答えさせていただきま

す。

　不用額４８万３０４円でございますけ

れども、この分につきましては報償費の

中で教育委員会表彰というものがござい

ます。学校教職員の方々が退職されたと

きに、表彰状と記念品を一体として授与

することになっております。その分で当

初見込んでおりましたよりも若干安く上

がったというものでございます。プレー

トというものをつくりますので、その版

代といいますか、原本をつくるものが、

数がたくさんになればなるほど１枚当た

りの単価が少なくなってまいりますので、

その分で若干安く上がったということで

不用額が上がっております。

　それと旅費でございます。費用弁償と

いうことで、各市町村の教育委員の研修

会等々に使うための費用弁償をしており

ますけども、この分につきましては近隣

市等の視察でございましたので、すべて

公用車等を使用させていただいて執行を

ゼロに抑えたものでございます。

　続いて、大きなものといたしまして、

あと交際費ということでございます。一

応教育委員会の慶弔規程基づきまして、

ご香典等が３件ございました。その分で

１万９，７５０円を支出させていただい

て、あと９万２５０円が残額ということ

でございます。

　また、需用費関係、食糧費でございま

す。食糧費につきましては、全額執行い

たしておりません。食糧費を支出する会

議等がなかったということでございます。

　続いて、負担金、補助及び交付金の残

額でございます。この分につきまして、

先ほど申し上げました研修等の参加なん

ですが、参加負担金といたしまして、昨

年度、公立の小学校が開催いたしました

研究発表会に参加させていただきました

関係上、参加負担金がゼロで抑えられた

ということで不用額が上がっておるもの

でございます。

　以上で、不用額が約４８万円上がった

ということでございます。

　続きまして、校務員共同研修事業とい

うことで、どういった内容で研修をして

おるかということでございます。大きく

なりますのは、夏休みを中心に子ども達

がいないときに、校舎内外にわたります

塗装作業等を一斉に行います。校務員が

すべて集まりまして、ことしでございま

したら３校でございましたけれども、２

日ないし３日にわたりまして、１校ずつ

回って校舎内の塗装作業をすべて行いま

す。また、校舎外のスチール製の手すり

等、この分につきましてもペンキ等の塗

装作業をさせていただいております。あ

と共同でいたしておりますのは、校庭に

植わっております木の中木の剪定等も行っ

ております。パッカー車を１台配備して

おりますので、その分でリサイクルプラ

ザのほうまで運び、作業をしているとこ
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ろでございます。

　あと、どこまでの修繕を校務員がして、

あとを業者がということでございますけ

れども、小さな修繕といいますのがいろ

いろございます。壁に入りました小さな

クラックといいますか、雨漏りが起こり

そうなクラック等につきましては、コー

キングを埋めて補修をしたり、あといろ

いろと子どもたちの昇降口にございます

すのこ等の作成、また倉庫等の扉の改修、

そういったような原材料を使ってつくる

ものも、これも校務員の作業としておる

ところでございます。ですので、そういっ

た中でいろいろ校務員正規職員１５名お

ります。得手不得手がございますので、

そういったところもお互いに教え合いな

がら研修して、研修を進めておるという

ものでございます。

○森西正委員長　大橋課長。

○大橋子育て支援課長　子育て支援課に

係ります２点のご質問にご答弁申し上げ

ます。

　まず１点目の奨学資金貸付事業でござ

いますが、経済的理由により高等学校に

進学することが困難な方に奨学資金の貸

与をしているもので、２２年度決算では、

１年生が４４人、２年生が３７人、３年

生が２３人の合計１０４名の方に対して、

月額１万２，０００円の公立高等学校授

業料相当額を貸与させていただいている

ものでございます。

　なお、この事業につきましては、６月

の議会の際に条例の廃止についてご可決

いただきましたので、２５年度をもって

この事業については終了することになる

というふうに思います。

　次に、民族学校に在席する児童生徒に

対する就学援助の件でございますが、こ

の事業につきましては、民族学校に在席

する児童生徒、この方たちも当然市民と

いうことでございますので、一般の就学

援助と同様、要綱を定め、そこに在席す

る、学校に対してではなく、あくまでも

児童生徒に対して扶助費を支給している

ものでございます。

　この経緯についてなんですけれども、

その年代については、現在その資料がな

いんですけれども、基本的な考え方につ

きましては、１９９１年１月に、日本と

韓国の両方の外務大臣が覚書を交わして

おります。その中で、日本人と同様に教

育機会の確保を図ることという部分がご

ざいますので、これが根底にあるという

ふうには認識しております。

○森西正委員長　若狭課長。

○若狭教育政策課長　教育政策課に係り

ますご質問にご答弁いたします。

　まず、平成２２年度の中学校部活動に

対する外部指導者の内訳でございますが、

五つの中学校に合計１２人を派遣いたし

ました。クラブの種類ごとに申しますと、

文化系で吹奏楽部、美術部、文芸部でご

ざいます。運動部は、サッカー部、バス

ケットボール部、バレーボール部でござ

います。

　中学校の部活動につきましては、これ

までの答弁の中でも申してまいりました

が、教育課程外ではございますが、教育

活動の一つの柱になるものであるととら

えております。学校づくりにも位置づけ

ている学校もあろうかと思います。また、

子どもたちにとっても自己実現であった

り、将来の夢をかなえる、学習とはまた

別の自己を発揮する、そういった活動で

あるととらえております。

　ただ、保護者あるいは子どもたちの希

望するスポーツ種目がすべての中学校に

部活動としてあるのかといえば、それに

すべてお応えできているわけではないと

いうことでございます。渡辺委員からも、
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３月の予算審査のときにもご指摘いただ

きましたけれど、そういった保護者の願

い、あるいは子どもたちの実態をとらえ

る機会はあるのかと、相談してももう無

理ですといった答えが返ってくるのでは

話にならないといったことを受けまして、

校長会、教頭会でもそうですが、まずは

そういった声を集めてほしいと。次年度

以降の、例えば外部指導者の活用につき

ましても、既にあるクラブだけでなく、

希望の中からも含めて検討するのがまず

第一ではないかと。すぐにお応えできる

かどうかわからないわけでございますが、

まずはそういった話し合いの場を設けな

がら、小学校の保護者あるいは子どもた

ちの希望をかなえるような部活動運営に

なればなと願っております。

　次に、学力向上プラン推進事業でござ

いますが、これは平成２１年、２２年の

大阪府の市町村支援プロジェクト事業の

定額補助金を利用した事業でございます。

各校で学力向上プランを立てて、その実

現のため各校で取り組んでいるところで

ございますが、授業改善をするには授業

内容、授業方法といった教職員の研修だ

けではなく、ＩＣＴ機器の導入など備品

に関わる費用もございます。この大阪府

の補助金の事業は、従来の補助金ではな

く備品が購入できるといった事業でござ

いました。２年間、小学校１０校、中学

校５校で取り組みましたが、それまで購

入できなかった、例えば、実物投影機で

ありますとか液晶プロジェクター、こう

いったものが同じ学年で同時に利用でき

るといったところで、学年を挙げての授

業改善の取り組みもかなり進んだと報告

を受けております。

　また、研修会の講師謝金、あるいは反

復学習のためのプリンターでありますと

か消耗品、そういったものに費用を充て

たと報告を受けております。今後はこれ

を活用しまして、具体の学力向上プラン

は毎年更新版をいただいておりますが、

各校の取り組みがさらに進むよう期待し

ているところでございます。

　続きまして、特別支援教育推進事業で

ございますが、これは教育委員会としま

して、特別支援教育サポート委員会とい

うのを設置いたしまして、校長会、家庭

児童相談室、特別支援教育に造詣の深い

支援教育担当の教職員も含めましてサポー

ト委員会を構成しております。各校の要

請に応じまして、各校を訪問して発達障

がいの可能性のある児童へのアドバイス

等支援方法について助言を行っていると、

こういったものでございます。平成２２

年につきましては、報償費の発生しない

先生方で、各校合計４１回訪問いたし、

相談、助言を行いました。また、自閉症

センターのほうから９回、相談に派遣い

たし、こちらのほうは委託金が発生して

おります。

　続きまして、修学旅行、特に小学校修

学旅行で行き先が広島に偏っているので

はないかといったご指摘でございます。

３月の予算審査の委員会で委員のほうか

らもご指摘いただきました。今年度の修

学旅行の行き先も決まっておりましたが、

平成２３年、今年度の内容についてお答

えいたしますと、小学校の行き先でござ

いますが、広島と大久野島、広島と鎌苅

島あるいは倉敷、ご指摘のとおりになっ

てしまいますが、１日目は広島の平和公

園での平和学習、２日目が塩づくり、そ

ういったものを含めた体験的な活動、こ

ういったことになっております。

　業者の見積もりの件でございますが、

これについては小学校１０校とも複数の

見積もり、あるいは複数の業者検討を行っ

ております。結果的に２２年、２３年、
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１社になっておりますが、これは大手業

者より実際の見積もりが安かった、ある

いはプランの内容が合っていた、そういっ

た確認をしております。

　平和学習そのものがなぜ広島に偏るの

かというご指摘でございますが、事前の

情報収集と保護者からの希望、そういっ

た場を設けている学校が１校でございま

した。１０校全体は実施後にアンケート、

あるいは学年懇談、学校教育自己診断、

あるいは学校協議会等でご意見をいただ

いて振り返っておるんですが、修学旅行

そのものが成功している、あるいは子ど

もたちが楽しんでいるといった事後の情

報収集では、どうしてもその変更という

ところまで踏み出せていないと。これに

ついても、行き先も含めた複数業者の見

積もり、複数業者の検討については、継

続して校長会、教頭会でも指示してまい

りましたけれど、来年度以降、すぐに来

年の行き先を変更するのは難しいとこも

ありますが、例えば４年生以下の保護者

に事前に意見を聞くような機会、これは

学年懇談会、あるいは学級懇談会でも、

やがて２年後、３年後の行き先について

ご意見はどうでしょうと、そういった機

会を設けてはどうかと、そういうことも

今後提案していきたいなと考えておりま

す。また、行き先については、必ず実施

した後、職員会議でも論議しております

し、学校としての総括を行っていると把

握しております。

○森西正委員長　撰田課長。

○撰田教育推進課長　教育推進課に係り

ますご質問にお答えいたします。

　まず、教科書採択の非公開の静ひつな

環境についてでございますが、文部科学

省からの主要教科書の採択についての通

知の中に、教科書採択の公正確保につい

てという通知がございまして、その中に、

外部からの働きかけに左右されることな

く、公正かつ適正な採択がなされるよう

に適切に対応することということと、適

切な採択環境の確保に努めることという

ような通達がございますので、その通達

に従いまして一定期間非公開というふう

にさせていただいております。

　続きまして、卒業式の国旗・国歌は昨

年度どのようにされてきたのかというご

質問でございますが、ご存じのように、

学習指導要領では歌えるようにすること

ということで、そのように目標に従って

指導しているところでございますが、昨

年度は校長会、それから教頭会の折に、

国旗、国歌を卒業式で歌えることの指導

がきっちりできるようにということの指

導を行ってきました。

　また、卒業式の前には校長のほうに、

各学校での指導の実態がどうなのかとい

うことを実際確認していただき、卒業式

の予行のときにも練習をきっちり行って

いただくということの確認を行ったとこ

ろでございます。

　続きまして、教育指導研修事業の武道

に関するご質問でございます。来年度か

ら中学校女子の武道も必修化になります

ので、それに向けての準備を進めている

ところでございますが、国及び大阪府の

武道の研修に関しましては、大阪府のほ

うの研修には参加しておりますが、国の

ほうの研修には昨年、参加をしておりま

せん。

　精神の問題なのか、技術の問題なのか

ということでございますが、学習指導要

領には、相手を敬うとか、きっちりとし

た伝統で培われてきたルールを守るだと

か、そういうようなことをきっちり教え

なさいということがありますので、その

精神の部分と技術の部分も、ただ精神だ

けを教えるのではなくて、技術の部分も
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ということになりますので、ご指摘のよ

うに非常に難しい問題であるというふう

にとらえております。今、男子が行って

おるのは柔道と剣道と各学校によって分

かれているのですけれども、女子も最初

準備を進めているときには、柔道、剣道

で大体男子に合わせた形でやるというふ

うに進めていたんですが、ご指摘のよう

に、柔道の安全性の問題がここのところ

新聞でも出ておりますように非常に大き

な問題ですので、現在は本当に安全面が

確保できるのか、きっちり教師が安全面

も含めて教え切れるのかというところを、

体育科を中心として今丁寧な協議、研修

も含めて進めているところでございます。

○森西正委員長　布川次長。

○布川生涯学習部次長　文化スポーツ課

に係ります３点についてご答弁申し上げ

ます。

　まず、市美術展の件でございます。審

査と、美術協会員と受賞者の関係、それ

から選外扱いの３点あったかと思います。

　まず、市美展の性格でございますけれ

ども、本市の美術振興を図るということ

で、美術を通して快適で魅力のあるまち

づくりを進めていこうということにより

ます公募による美術展でございますので、

一部の会員さん、協会の方等の協会展と

は異なっております。

　あと、審査の方法でございますが、摂

津市にございます美術協会に委託をいた

しまして、各部門ごとに審査員の推薦を

お願いし、審査委員会を開催し、そこで

審査をしていただくということになって

おります。先ほども申し上げましたよう

に、公募ということになりますので、ど

ちらから来ていただいても、どなたが出

していただいても結構でございます。そ

ういう形で審査員もしくは協会員の関係

者以外は入選できないのかとか、出品で

きないのかということは全くございませ

ん。どなたでも応募していただくことは

できます。

　ただし、作品に関しまして出品要綱を

設けていまして、作品の規格をいろいろ

種目ごとに設けております。例えば、先

ほどご質問のありました書道の部門でご

ざいますけれども、額装をするというこ

とになっております。サイズもすべて決

まっておりますので、そういう点で額装

でなければまず出品ができないというこ

とにもなります。絵画の部門でも、例え

ば、日本画でしたら１０号以上５０号以

内で、額装をしているということの規定

もございますので、そういうまず作品規

定に合致していなければ、選外という形

になりますし、過去、選外というの少な

いのではございますけども、実際に作品

の力量が及ばないという方の分の選外に

なったというのも過去にはございます。

そういう形で、どなたでも応募していた

だける美術展でございますので、一定の

方の作品を取り上げるということではご

ざいません。ちなみに、例年２００点前

後の出品をいただいております。

　次に、摂津音楽祭のことでございます。

摂津音楽祭、ことしで２６回目を迎える

伝統の音楽祭になるわけでございますけ

ども、残念ながら昨年、過去のエントリー

していただきました人数、一番少のうご

ざいまして、６３組、６５人という人数

になりました。昨年の少なかった理由は

いろいろ考えられるのですけれども、レ

ベルが上がってきたというのも毎年のこ

とであるのですが、昨年のエントリーし

ていただきました方の内訳を見ますと、

中高生の参加が大体同じぐらいの人数が

エントリーしていただいてます。特に大

学生以上の方で声楽、フルートの出場が

減少しておりました。この要因としては、
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音楽祭の本選当日にイタリア声楽コンクー

ルが開催されておったとか、日本木管コ

ンクールが本選の翌週に開催されるとい

うことがありましたので、そういう部分

でもエントリーが少なくなったのかなと

考えております。

　ただ、ことしはその分、若干持ち上が

りまして９７組、９９人のエントリーを

いただきました。音楽祭そのものも、一

部の人だけで市民還元がなかなかできて

ないのではないかというお問いでござい

ます。確かに、だれでもエントリーでき

るというものではございませんし、大変

難しいという意味では専門的なものにな

ろうかと思います。ただ、この音楽祭の

聴衆審査員という部分も設けておりまし

て、例年ふえておりまして、昨年度も１

４０人近く聴衆審査員という形でご参加

いただいております。そういう意味で、

エントリーしていただく方はなかなかレ

ベルが高くなり、専門性が高くなります

けれども、その高い演奏を聞いていただ

けるという形で１４０人ほど、毎年聴衆

審査員という形で来ていただいておりま

す。

　また、この摂津音楽祭が開催され２６

年、先ほど申し上げましたけども、２６

年前の摂津市の状況と今と比べますと、

もうその当時でしたら年間に数回のコン

サートが摂津市内で開催される程度だっ

たかと思います。今では広報を見ていた

だきましたらわかりますように、毎月ど

こかで必ずコンサートをやっているとい

うふうに、これは市が主体になってやっ

ているコンサートもありますが、自発的

に民間、地元の方が活動されて、みずか

ら発表会をやられているという形の中で、

少なからずも我々が２６年間続けてきた

ことが一つの要因になるのかなと考えて

おります。

　また、ここで演奏されました方も、必

ず金賞をとられた方がすべてトップクラ

スの演奏家になっているということはな

かなか難しいものでございますが、摂津

音楽祭は総合審査という形になりますの

で、ピアノで幾ら上手でも、バイオリン

の方に劣るということもございますし、

声楽の方にも負けるということもありま

す。

　それから、部門ごとのコンクールがあ

ちこちで開催されてますが、そちらで金

をとられた方でも、摂津音楽祭では奨励

賞とか銀賞で、なかなか金をとれないと

いう現状で、それぐらいレベルが高いコ

ンクールでございます。幸いに一昨日で

すか、新聞にも載っておりましたが、２

３回目の音楽祭で奨励賞をとられた方が、

フランスのフォーレ国際ピアノコンクー

ル、ここで日本人で初めての優勝をとら

れたということです。うちでは奨励賞で

したけども、それから３年後にフランス

で優勝されたと、そういう方も育ってい

ますし、うちを経過してということだけ

ではないとは思いますが、そういう優秀

な方も我々のところにお越しいただいて

おります。たまたまその方が今度のフレッ

シュコンサートにも出演いただけるとい

うことでございますので、いろんな形で

レベルの高い演奏を還元していただき、

またそれも楽しんでいただけてると思い

ます。音楽も教育もすべてそうかと思い

ますけども、今日、種をまいて、あした

芽が出るというものではないと思います

ので、２５年、２６年たって、まだこれ

だけかとおしかりをいただくとこもあろ

うかと思いますけれども、着実に芽は伸

び、花は咲いてきているのかなと考えて

おります。

　それから続きまして、学校開放の件で

ございます。謝金、指導料の部分かと思
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いますけれども、会費の徴収に関しまし

ても、以前もご質問いただきましてご答

弁させていただいたかと思いますが、一

定の要綱規則の中で常識を超えない範囲

の謝金を出してくれということで、２２

年度から学校開放登録申請書を提出して

いただく際に、コーチ指導料の謝金につ

いては交通費等、常識を超えない範囲で

お願いしますということで表記させてい

ただいて、ご協力、啓発もさせていただ

いております。現状といたしましては、

その範囲の中でやっていただいていると

認識しております。何か大きな問題がご

ざいましたら、具体的に対応していきた

いと考えております。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　こども教育課に

係ります２点についてご答弁申し上げま

す。

　まず１点目、こども会についての平成

２２年度の取組状況でございますけども、

平成２２年度は自治会内におけるこども

会の実態調査等を行いました。対象は１

１３団体のうち９９団体の８８％の自治

会長さんからご回答がございました。各

自治会では子どもさんを対象とした事業

として、例えば入学のお祝い会であった

り、夏祭り、バスツアー等々いろいろな

事業をしていただいて、子どもたちの健

全育成を図っていただいております。

　平成２３年現在、７６のこども会が市

のほうにございます。この数は、数年前

に比べますと、若干ではございますが減っ

てきております。この原因といたしまし

て、役員さんのなり手がないであったり、

子どもたちの余暇時間の過ごし方が多様

化してきている、いろいろな原因があろ

うかと思うんですけれども、また私ども

のほうも、こういったことでしょうがな

いなといったことで済ますのではなく、

こども会の役員会、定例的に行っており

ますけれども、そういった中で議論もし

てまいりました。それぞれの校区の自治

会長さんや地域の役員さんに、こども会

を組織していただくとか、また地域では

こども会を組織されているけれども、市

こ連のほうにはなかなか中央の会議等に

出るのが大変だということで、市こ連へ

の加入もされていないこども会もござい

ます。そういったところには、市こ連へ

の加入を呼びかけて、市全体でスポーツ

大会であったり、こども会の大会であっ

たりの魅力も発信しながら、できるだけ

参加できるようにお願いしているところ

でございます。行政としての支援でござ

いますけれども、こども会育成連絡協議

会と協力いたしまして、野外活動体験事

業という形で中学校区にはなりますけれ

ども、飯ごう炊さんやレクリエーション

活動などを行ったほか、嬉野台生涯学習

センターといったところに冒険プログラ

ムというのがございまして、野外活動が

できるアスレチック遊具等がございます。

こういったところで冒険心であったり、

仲間づくりとか、そういった気持ちを醸

成する施設でございますけれども、こう

いったところにこども会の役員さんと協

力いたしまして、こども会の会員さんだ

けでなく、未加入の子どもたち、地域の

子どもたち、また保護者の方にも声かけ

をして、参加をお願いしたところでござ

います。

　また、参加していただいた方には、そ

ういった折にこども会への加入をしてい

ただけませんかとか、一緒に指導者とし

てやっていただけませんかと、こういっ

た活動も行っておるところでございます。

　地域の方々が役員であったり指導者と

なる、子どもたちの顔が見える近所の方

が取り組んでいただくこども会活動、こ
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れはひいては地域活性化にもつながると

思います。こういった活動、さまざまな

方へ呼びかけてまいりまして、地道な活

動でございますけれども、こども会活動

が充実できるように、こども会の役員さ

んと一緒に事務局も努力してまいりたい

と考えております。

　それと２点目、学校支援地域本部事業

でございますけれども、子どもたちを取

り巻く環境が大きく変化してきておりま

す。また、学校もさまざまな課題を抱え

てきている状況で、家庭や地域の教育力

が低下している、また学校に過剰な役割

が求められる、いろいろなことが言われ

ております。これからは、学校が役割と

責任を負うのではなく、これまで以上に

学校、家庭、地域が連携して取り組んで

いくことが必要ということで、平成１８

年に教育基本法の中にも、学校、家庭、

地域の連携協力という規定が新たに盛り

込まれたところでございます。国のほう

では、これらを具体化する柱といたしま

して、各市町村に学校支援地域本部の設

置をいたしまして、学校、家庭、地域が

一体となって地域ぐるみで子どもを育て

る体制づくりをやっていこうということ

を目的とされております。摂津市におき

ましても、摂津市学校支援地域本部を組

織するほか、各中学校区単位、元校長等

の学校支援コーディネーターをお願いい

たしまして、学校事務の補助であったり、

自習学習のサポート、学校行事のお手伝

い、こういったことをお願いしておると

ころでございます。

　また、学校支援地域本部会議において

も、各校区での会議の取り組みの状況で

あったり、今後の取り組みの計画、こう

いったものについても話し合いをしてお

るところでございます。こういったこと

によって、教員の方や地域の大人が子ど

もと向き合う時間がふえたり、地域住民

の方もみずからの学習成果を生かす場に

なったりといったことにつながろうかと

思っております。

○森西正委員長　池上参事。

○池上生涯学習部参事　生涯習課に係り

ます２点のご質問にご答弁申し上げます。

　まず１点目の生涯学習出前講座開催事

業の件でございますけども、目的としま

しては、市民の要請を受けまして、市職

員及び市民が講師としまして、そこに出

向き、市政についての説明、専門知識を

生かした講話・実習及びみずからが持つ

特技や経験を生かした講座を行うことで、

市民と行政が一体となった生涯学習によ

るまちづくりを推進することを目的とし

たものでございます。

　講師及び経費につきましては、講師の

派遣に要する経費は無料でございます。

ただし、講座にかかります交通費、材料

費等は実費となっております。講師につ

きましては、市の職員、市民講師という

方からいろんなテーマを選定しながら講

座を開催しているところでございます。

　実績としましては、平成２２年度、ま

ず行政編としましては２０４回、市民編

として４回、合計２０８回で１万３，８

１９人の受講生がございます。今年度か

ら、行政編としましては７５の講座、市

民編としましては２６の講座を開いてお

ります。今後、この２３年度より生涯学

習大学とリーダーバンクを統合しまして、

そこのリーダーバンク登録者を生涯学習

大学市民編講師としても組み入れたとこ

ろでございます。

　次に、文化財保存の関係でございます。

第６集会所、旧一津屋公会堂は、ことし

６月１５日に摂津市指定有形文化財の指

定をいただいたところでございますけど

も、今後はどう保存、活用するかにつき
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ましては、まだ市としましては結論には

至っておりませんが、躯体等の詳細調査

がまだ必要としておりまして、今後、活

用方法、保存も含めまして、地元の方々

とも協議が必要でありまして、まずは市

の指定有形文化財として今後の方向性を

検討している状況ではございます。

　今、渡辺委員ご質問の府の指定文化財

につきましては、現在、府の指定を受け

ておりますのは、金剛院木造不動明王立

像、これは昭和２９年８月に大阪府重要

美術品に指定されております。あと、昭

和４５年２月には大阪府の指定有形文化

財に指定されております。あと、味舌天

満宮本殿と摂社八幡神宮は、平成５年１

１月に同指定有形文化財に指定された建

物でございます。

　今後、摂津市の第６集会所、旧一津屋

公会堂につきましても、今回、市の有形

文化財の指定をいただいたわけなんです

けども、順番としましては国の重要文化

財の指定、文化財登録、大阪府の指定有

形文化財、市の指定有形文化財という分

がございます。今年度につきましては、

市の指定有形文化財として指定を受けま

したので、その活用、保存等について優

先的に考えてまいりたいと考えておりま

す。

○森西正委員長　北橋課長。

○北橋児童相談課長　不登校の現状につ

いてご答弁申し上げます。

　児童生徒の不登校数につきましては、

平成２３年度１２３人、平成２１年度１

３９人、平成２２年度１２９人で、平成

２１年度は増加傾向にございましたが、

平成２２年度は減少しております。

　児童生徒の課題といたしましては、人

間関係、友人関係等のトラブルや学習の

おくれ、本人の問題行動、不規則な生活、

また保護者の課題などさまざまな要因が

関連し合って、不登校という状況に至っ

ているケースが多くあります。学校にお

きましては、学力向上や生徒指導の取り

組みとも関連させて、学校が子どもにとっ

て安心できる居場所となるよう、取り組

みを進めておりますとともに、個別のケー

スにつきましては不登校対応のチームと

いうことで、管理職、教員、またスクー

ルソーシャルワーカー、スクールカウン

セラー、家庭教育相談員などが子どもの

課題や現状を把握いたしまして、家庭支

援も含めまして不登校解決に向けて取り

組んでいるところでございます。

　続きまして、学校・家庭連携支援モデ

ル事業につきましてご答弁申し上げます。

　現在、各中学校区に１名の家庭教育相

談員を配置いたしております。不登校や

問題行動などの解決のためには、子ども

への支援だけではなく、保護者や家庭へ

の支援が必要な場合が多くあり、教員と

違う立場からの支援も必要な場合がござ

います。そのため、家庭教育相談員が家

庭訪問等を行い、保護者に寄り添い、保

護者の悩みを聞き、保護者とともに子ど

もが学校に登校できるように支援をして

いるところでございます。

　さらに、スクールソーシャルワーカー

やスクールカウンセラーと連携しまして、

チームで教職員とともに関わりを行う中

で不登校の解決を図っているところでご

ざいます。特に、今年度は、中学校区に

配置しているということを意識しまして、

スクールソーシャルワーカー、スクール

カウンセラー、家庭教育相談員の合同の

連絡会を実施いたしまして、中学校区単

位での情報共有を行いながら、小中学校

での関わりや、幼稚園・保育園との関わ

りなどもすすめる中で、中学校区での支

援体制づくりをすすめているところでご

ざいます。

－22－



○森西正委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　再質問させていただき

ます。

　教育委員会費の不用額、４８万円の件

は内容、よくわかりました。私、前回の

一般質問でも質問させていただきました

けど、その教育委員のあり方というのは

非常に大阪府でも問題になってますし、

何で極端なこんなことになったんやとい

うことは、やっぱり教育委員会の自浄努

力が足りかったん違うかなというふうに

思うんです。自浄するその例えば、教育

委員というは非常に社会的な観点から考

えましても非常に高い位置におられる方

やと思いますし、教育全般に関して非常

に知識に精通した方々だというふうに思

います。それが、世間一般で、過去にお

いてはそういう意識にあったわけですけ

ど、ただ、実際の問題としてその教育委

員会がちゃんと機能しているのか、例え

ば、さまざまな問題があるわけであって、

そのことに関してしっかりと機能し、そ

れに対して対応しているのかという疑問

がこの府民の中から、また保護者の中か

らあらわれた結果が今回、橋下さんが府

議会に提出しているような、僕は条例に

関しては非常に極端過ぎて、非常に一つ

一つ吟味したらこれはちょっとひど過ぎ

るん違うかな、ちょっと無理なん違うか

なというようなことが多いんですけど、

ただ、あのようなことになるというよう

なことは、ある一部はやっぱり理解でき

ることがあるんですね。だから、極端な

話、ばか教育委員とか、知事の発言とは

あるまじきような発言が現実に行われた

わけであって、そういう点、非常に皆さ

んがお考え以上に、府民、市民はその教

育委員に対して不満があるということで

ございます。

　そういう点で、一般質問しましたよう

に、今一番この教育現場、さっきの不登

校の話にもありましたように大変な状況

にある中で、平成２２年度、これ一回し

か行ってはらへんのですよね。この摂津

の教育委員５人の中の一人は。そういう

ような現場をそのような感覚で見ておら

れるような教育委員が、月１３万５，０

００円のその報酬をもらっているという

ことになりましたら、市民の感覚から考

えたら非常に理解できないようなことだ

というふうに思うわけであります。当然、

教育委員会で会議することも大切ですけ

ど、私は、教育委員がほんとに子どもた

ちと接して現場を見るということは、こ

ちらの会議以上に大切なことというふう

に、私は考えます。その中でこのような

状況があるということ、それが非常に私

は理解できないし、例えば本職がある、

大学の先生であるということをお聞きし

ましたけど、そういう本職があるんやっ

たらやっぱりそれは、その教育委員とい

う形を辞退して、例えば教育委員顧問と

か相談役という形をとられて、その中で

自分の時間があいた時間を摂津市の教育

委員会との関係を保つということやった

ら、これは話わかるんですけど、教育委

員というのはしっかりとその１３万５，

０００円という報酬をいただいとる中で、

自分の本職があるからということはこれ

は世の中では通じないことだというふう

に私は思うんでありまして、その点に関

してしっかりとご答弁いただきたいと思

います。

　それから、校務員の合同研修事業です。

これは研修事業という名前をつけるには

ちょっとおかしいん違うかなというよう

な感じしてしゃあないんですね。これ、

皆で作業やっとるわけでしょう。だから、

そんなんで研修事業という名前をつけら

れるというのは非常に私としたら、よく
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忘年会を研修やというような位置づけて

いるところもあるんですけど、ただそれ

はちょっとそぐわないし、例えば、私た

ち、校務員の方々というのはそれぞれ一

生懸命努力されとる方というのもよく聞

くんですよ。しかし、そうでない方も聞

くわけであって。その仕事の内容は、非

常にあいまいなんですわ。例えば、ドア

のノブをつけるのを私ちょっと不器用や

から業者に頼みますという人もおれば、

私器用やからちゃんと自分でしますとい

う人もおるし。庭の園芸、園芸じゃない

けど、そういう形でもやっぱり不得意、

得意があるわけであって、でも一定のやっ

ぱりきちっとした基準でいって、こうい

うことはしっかりとやるということが非

常にあいまいな校務員さんの状況がある

ん違うかなというふうに思うんですよ。

だからその点、実際の話、明確に校務員

の仕事は何ぞや、やっぱり一つ一つやる

べきことをきちっと日誌とか書かれとる

と思うんですけど、報告をしてそういう

形の見える形でしてもらわないことには、

非常に校務員によってはばらつきがある

というのは、これは非常に私らとしたら

不可解であるわけですから、その点につ

いて、また、お考えをお聞きしたいとい

うように思います。

　それから、貸付事業です。なくなると

いうことはわかっとるんですけど、ただ、

今まで貸したお金、きっちりそれ返して

もろとんのかということが私は知りたい

わけであって、その点をご答弁いただき

たいというふうに思うんです。

　それから、学校部活動指導派遣です。

多くの外部指導の方が来られておられる

わけですけど、教育委員会は、部活は大

切やからもっともっと奨励したいんやと

いうふうに思ってはると思うんですけど、

しかし現実は、現場の職員が手を挙げん

ことにはクラブはできないわけですね。

そこで、保護者、それから教育委員会、

それから現場ということで、その三者が

話し合いがてんでんばらばらで、今現実

に盛んな、年度によってはすごく盛んな

クラブもあれば、その指導者がどっか転

校したら非常にそれがさびれていってし

まうようなクラブもある。そういう点を

補てんせなあかんからということで、外

部指導員を出しとるんですけど。ただ、

今、クラブになってなくても非常に優秀

なアスリートがおる競技もあるわけなん

ですわ。それと、ふえてる、たくさん子

どもたちが、生徒たちがおる、そういう

競技もあるわけなんですね。だからそう

いう点、一遍きちっと皆で集まって何を

残す、何を新たにつくるということをやっ

ていかんことには、これはその一部の、

一つの中学校での話じゃないんです。全

般的にその５校に関して、共通してそう

いう話し合いをすることが必要ではない

かというふうに思うんでありますが、こ

のままでは優秀なクラブがないけど、優

秀な生徒たちがおるとこは、例えば中学

校の大会にそこから、大阪府の大会には

出るけど全国大会に出れないとかそうい

う弊害があるわけであって、そういう点

しっかりともう一遍、お考えをお聞きし

たいというふうに思います。

　それから、教科書の非公開の協議会の

件ですけど。先ほどご答弁いただいたら

非常に、何か事件があって非常にきちっ

とした公平な下で、第三者がおったらそ

ういう協議ができないような感じで答弁

をいただいたんですけど、私はそういう

事例があるんやったらそういう形で非公

開にして、ほんとに教育委員たちの中で

しっかりと協議をされたらええんやけど、

そういう例えばそういうことをしてくる

やろうという前提の下でその協議会を非
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公開にするいうのはちょっとおかしいん

じゃないかというふうに思います。原則

は公開ということになっとるわけですよ

ね。すべてにおいて、原則はね。ただ、

著しくそういうようなことが、不都合な

ことがあるんやったら非公開にするとい

うような話、別やけど。そういう点のあ

いまいさがあるんですよ。現実に、例え

ばいろんな市民の方が来られて、その方々

が何らかのアクションを起こしたり、そ

こで非常にサボタージュをするようなこ

とがあるんやったら、私は非公開にすべ

きなんですけど。ただ、そういうことも

ないのに、ただ非常に法律の内容がどう

でも解釈されるような法律です、これは。

答弁されとったけど。だから、それをあ

えて後から公開するというんやったら、

私そういう、例えば議会においても傍聴

いうのがありますやん。騒いだら、傍聴

者に議長が出て行きなさい、というのが

ありますけど、騒いでないときは傍聴さ

れてもええわけですよ。だからそういう

点の非公開というのが、非常に私は理解

できないんですけど。もう一遍、ご答弁

いただきたいと思います。

　それから、学力向上プランの推進支援

事業。これは、わかりました。備品とか

いろいろご購入されて、こんなんはすぐ

あらわれないと思いますけど、摂津市の

学力がどうやこうやいうて世間ではいろ

いろ言われてますんで、しっかりと学力

向上に向けて取り組みをやっていただき

たいと思います。これ、要望にしときま

す。

　それから、特別支援教育推進事業です。

これは、そういう障害のある方の支援で

すけど。私、これ全然違うんですけど、

この前ちょっと感動したことがありまし

て。その事例を言いますと、二中の運動

会に私が行っとったんです。そのときに

非常に重度の心身の障害がある、これは

教育長もいてはったかな。そういう生徒

がおりまして。校長先生が「彼がおるお

かげで、非常にこの３年生が落ちついて、

子どもたちが優しくなった」というふう

に言っておられた。その言葉が物すごく

感動したんですね。本来のその教育とい

うのはそういうことやというふうに思い

ますし、障害者の方々を支援学校にやる

んじゃなくて、よく保護者の方と理解し

ていただいて、学校側が受け入れられる

ようやったら受け入れていただいて、そ

の彼らとともにやっぱり一緒に歩むとい

うそういうその気持ちがやっぱり子ども

たちに必要だというふうに思いましたん

で、そのことだけ要望しときます。その

ことは、理解できました。

　それから、卒業式の日の丸と君が代で

すけど。それで、結果、例の予行演習で

きっちりそれやられてるのかとか、それ

から各事業においてそのことをきっちり

やってるのかという平成２２年度、具体

的なことをやっぱりお聞かせ願いたいこ

とと、そういうことをやったこと。それ

から、ちゃんとそれにそのことを踏まえ

て、平成２２年度の卒業式、入学式には

そういう点を実行されたのか、皆が歌っ

ていたのか、そのことを結果を知りたい

んであって、やりましたよというような

ことだけじゃなくて、結果を教えていた

だきたいと思います。

　それから、民族学校に在籍する生徒で

すけど、例えばその大韓民国の民団の方々

に関しては先ほどご答弁ありましたよう

に、１９９１年の韓国との一つの話し合

いの中でそういうことになったというふ

うにお聞きしましたけど。ただ、今問題

になっている北朝鮮系の朝鮮学校ですか、

朝鮮中級かな、高級学校かな、それはあ

ちらのほうから一応、我々日本の学校教
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育の枠ではないという形で言うておられ

たわけですよ。あそこの教育施設は。今、

補助金くれ言うて、わけのわからんこと

を言うて、その中でそこまで彼らからそ

ういう形のものを拒否したという歴史の

経緯のある中で、そこまでする必要があ

るのかという、私はいつも疑問を持って

るわけです。だからその点は、市民やか

ら言うん違って、あちらは日本の教育、

文科省の教育の枠組みの中には入りたく

ないというふうに言うてはるわけですか

ら、その辺が韓国の民団系の考え方とは

違うわけです。それも、一緒に支援する

というのは、非常に私は理解できないん

ですけど、その辺もご答弁いただきたい

と思います。

　それから、小学校の修学旅行の件です

けど。これも何か、私が予算のときにい

ろいろ質問して言うたことがどういうふ

うに議論されて、なされて広島になった

のかということが、全然ご答弁の中にな

かったというふうに思うんです。こうい

うふうになって、今後そういうふうにし

ますというのは、こんなん毎回、毎回、

同じ質問したら今はこうやけど今後やり

ますというようなことで、ずっと先送り

になっとるようなご答弁ばっかりいただ

いているんです、これ過去において。そ

の後、私が質問したときには、必ずその

保護者の意見を聞いて、それからさまざ

まなその子どもたちの意見を聞いて、今

後、修学旅行の場所をもう一遍検討した

いと思いますというようなことをご答弁

いただいとんのに、結局はそういう形に

なってしまう。ほんなら、こういうとこ

ろが挙がった、例えば伊勢、昔は鳥羽と

か伊勢に行っとったんかな。そういうと

ころへ行った。ほんならこういう候補地

が挙がる、例えば広島以外のよその、そ

の平和教育で例えば四国のほうに行った

とか、そういうようなことに議論が挙がっ

てきたけど、そういう議論が挙がったけ

れど広島に決まったというようなご答弁

やったら話は別ですけど。その辺の過程

すっと飛んでるような感じしてしようが

ないんですよ。それと、業者選定に関し

ても過去、これずっとこれ前質問したと

きに、過去十何年間かそこら、ずっとこ

の北摂地域同じ業者で。これ摂津市だけ

では違って、これ全部その北摂地域が同

じ業者で修学旅行を受け持っとったわけ

ですわね。また、その業者がもしくはこ

ういう形でやってへんとは思うんですけ

ど、やってるかどうか、それだけ確認し

たいと思います。

○森西正委員長　そしたら、質問の途中

ですけれども、ここで休憩をさせていた

だきます。

（午前１１時５６分　休憩）

（午後　０時５８分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　それでは、美術展です。

当然、やっぱり協会に入ってはる方とか

いう方がそれなりに日々そういう指導者

につかれたり、先輩に指導されながらやっ

てはるから、技術的にも上の方もおられ

ると思うんですよ。だから、結果的にそ

の協会の方々が賞をとられるというのも

ずっと流れから考えたらそうかもしれま

せんけど。ただ、一般の市民が応募をさ

れたときにそういうふうに映ってしまう

ということがあるんで。だからその辺、

何らかの配慮ができないか。例えば、そ

の協会員と一般とちょっと枠を別にする

とかそういう形の、例えば賞に関してさ

まざまな賞をつくるとか、それからまた

別のランキングで審査するとか、そうい

う手法はできないものかというのがあり

まして。非常に、大体の私もそういうい
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ろいろ情報収集したときに、そういうよ

うな一方的に片一方から見たらそういう

ふうに見られてしまうのは当然やなとい

うこともありますんで、その点、そうい

うお考えないか、ご答弁いただきたいと

思います。

　それから、音楽祭の件です。これ、私

が一遍、日下部先生とお話をしたことあ

るんですよ。日下部先生、非常に有名な

方で、私がちょうど議長のときやから今

から１０年前ですけど、この音楽祭は実

際、このような状況の中で存続する意義

があるのかなというような僕が議長のあ

いさつをしたときに、日下部先生が飛ん

できはって「もう、そんなことを言わな

いでください」というような話の中で、

先生にこのような現状を一体どう思われ

ますかいうて。五、六人ですやんいうて。

こんな会場で、４００人の会場で五、六

人というような状況が先生よしとされる

んですかと言うたときに、「いや、それ

は」というようなことを言うてはりまし

た。だからその段階で、これだけの六百

数十万というお金、この摂津音楽祭に関

しては、私は非常にこの摂津の宝物やと

いう意識はあるんです。だから、意識は

あるものの、今言うたように費用対効果

じゃないんやけど、一部の愛好者のため

のコンサートではなくて、これは、この

始まってからずっとそういう課題だと思

うんですけど、あらゆる手段を講じられ

とっても結局は一部の方の愛好者で終わっ

てしまうような現状があるわけであって、

ミニコンサートとかやってはるのはわか

りますけど、ただもうちょっと啓発とい

うか、例えばこれはマスコミの人にいろ

いろご紹介していただいて、摂津のこの

音楽祭がここにありというような形の全

国的なＰＲをしたり、何らかのアクショ

ンがあるんじゃないかと思うんですよ。

摂津の皆さんの枠の中で考えてはるんやっ

たら、今のことを僕は決しておろそかに

しとるとは言いませんよ。一生懸命考え

てはると思うんですけど、ちょっと発想

を変えて、広い視野でいろんな方々の力

を借りながらＰＲしていって、どうせやっ

たら、もっともっと権威あるようなもの

にされたらなというふうに思うんです。

そういう点の工夫を視野を広めながらやっ

ていただきたいなというふうに思うんで

す。これは要望にしときます。

　それから次に、こども会の件なんです

けど。これ、もうほんとに私は十数年、

市こ連の顧問をずっと続けておりまして、

これは小林課長もご存じだと思うんです

けど。今現実、お母さん連中は一生懸命

平日はパートで働いて、土、日、ちょっ

とゆっくり寝たいわというような中で、

さまざまな行事が行われているんです。

今、例えばちょっとお母さん方も考え方

が変わってきたんじゃないかなと思うん

ですよね。昔は、自分の子どもがお世話

になっとんねんから当然それはお返しし

なあかんというような順繰りの考え方を

持ちながら、保護者の皆さん、お母さん

方がやっておられたんですけど。ちょっ

と違うんは、自分の子どもは面倒みても

ろても自分に役がきたら、ちょっとやめ

させてもらいますわというような、現実

にそういう方々がふえてることはこれ事

実です。そうなってきたら当然、そのこ

ども会とかその育成とかいうのは、やっ

ぱり先細りになっていくことはこれ、そ

ういうことになるのは当然なことであっ

て、そのことに関して、それは当然わかっ

てはったことやと思うんですよ。今のそ

の現状をずっと推移を見ていったら、お

母さん方の考え方も変わり、また社会情

勢も変わり、不況も続いたということも

あって、お母さんに家計に関するその主
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婦のやっぱりそういう就労というのは当

然必要な時代になってきとるわけですか

ら、そういう形になってくるというのは

当然分っとる中で、しっかりとしたこど

も会を育成して、それから発展さすとい

うようなしっかりとした思想、思想言う

たらちょっと大げさかもしれんけど、やっ

ぱり理念が必要だというふうに思うんで

すよ。そういう点でどのようにお考えが、

次世代育成部長、お願いします。

　それから、学校支援地域本部事業。こ

れ、ちょっとおれもわからへんのですけ

ど、学校支援地域本部というのは、具体

的に連携とっていろいろやるという形の

ご答弁いただいたと思うんですけど。具

体的にそういう作業に移られて、例えば

具体的にどういうふうな集まりがあって、

どういうふうな方針でやるか、もう一遍

しっかりとその内容を。多分、いろんな

課が似たようなことをやっとるんです、

これ。いろんなところをいっぱいいろん

な名前がついとんねんけど、何か似通っ

たようなことがいっぱいあって、逆に言

うたらそれ何か統一してやったほうがよっ

ぽど効率ええんちゃうかなと思うことも

あるしね。その辺が、さっきこういう同

じことをやっとったんちゃうか、こっち

もやっとったんちゃうか、例えば、こど

も会に関してもそういうのに全部一緒に

そこに入れて、すべて考えていって地域

とはどうあるべきや、こども会とはどう

あるべきやという話し合いしたらええの

に、いっぱいいろんな課にまたがってそ

れぞれがそれぞれやっとるから非常に複

雑なんですけど、もう一遍説明していた

だきたいと思うんです。

　それから、生涯学習出前講座開催事業

です。わかりました。非常に活動をして、

自腹と言いますか、経費を自分で出して

行きはるということで、これもどんどん

また発展させていただいたらええという

ふうに思いますんで、よろしく。これは、

要望にしときます。

　体育施設開放事業です。当然、それな

りの背景の組織があるから、それにやっ

ぱり上納金とかいろんなことがあって、

それぞれの連盟とかそれぞれの立場で、

当然、その子どもたちが月に納めるその

月謝というか、そういう会費というかそ

ういうものが、その組織によってさまざ

まというのはわかるんですけど、やっぱ

りあくまでも体育施設、学校施設ですの

で、そういう点は厳密にその辺の出し入

れをはっきりさせてもらいたいというふ

うに思います。非常に我々は、剣道連盟

のほうは、逆に会費不足で自分で自腹を

指導者が逆に出しとるような状況いうの

もこれ現実にあって、でもそれでもええ

というふうに私ら思うてますんで。学校

施設を使ってやるからには、いかにその

すそ野を広げることが我々の仕事という

ふうに思うてますから。より安い会費で、

多くのそういう愛好者をふやすというよ

うな考え方をもってやらなあかんわけで

あって。その点はしっかりと指導のほど

をお願いしたいと思います。これも要望

にしときます。

　それから、文化財の件ですけど。先日、

赤穂に行ってきましたら、赤穂にもそう

いう歴史的な建物が２か所あったらしい

んですね。それが今言ったように老朽化

ということで取りつぶしになって、新し

い建物に、全然違う目的で新しい建物に

なったんですけど。非常にその件に関し

て悔しい思いをしているということで、

それをやっぱり残しとくべきやったとい

うことを言うてはったんですね。赤穂は

もちろんご存じやとは思いますけど、赤

穂浪士のそういうものがあったんで、常

設のそういう演じる一つの芝居小屋みた
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いな形が欲しいということで、非常に悔

しい思いをしているということをお聞き

しました。この摂津の第６集会所、非常

に老朽化が進んでおりますので、多分相

当な費用がかかるんじゃないかと思いま

す。耐震とか防火とかさまざまなことを

考えますと、その辺の費用はかかると思

いますので、摂津市だけで賄えるんかな

ということもありますし、そういう点も

やっぱしその将来、府、国ということを

考えながら、国となったら相当なものが

いるとは思いますけど、一遍そういう形

の模索をしていただきたいと要望にして

おきます。

　それから、不登校の問題です。最近、

教育長はあんまりおっしゃってないんで

すけど、以前、学校に行きたくてたまら

ない子どもたちということで一生懸命言

うてはったんやけど、それにしては、こ

の不登校多いなというような感じがして

しゃあないんですけど。物すごくその教

育長のおっしゃった理念はいいんですけ

ど、現実問題としたらその不登校が多少

減になったにしても、ずっとその１００

人以上の子どもたちの不登校が続いとる

ということ、これは教育委員会とか学校

現場だけの問題じゃないんですよ。これ

は、当然、８０％以上、子どもたち、家

庭の環境の問題が多いと思います。それ

はわかるんですけど、ただ、今言うたよ

うにさまざまな、さっきも言うた、いっ

ぱいいろんな支援事業があって、そうい

う子どもたちを救わなあかんという形で

やってはるんですけど。ただ、もっともっ

と強烈な強いものがいるんじゃないかと

いうふうに思うんです。例えば、その指

導力ですね。強引にあんまり教育委員会

が押しつけというのはあれかもしれんけ

ど、もっともっと行きたくてたまらない

学校じゃなくて、ぜったい行きたいよう

な、そういうような、行かな、どうして

も学校に行かなおられんような、これちょっ

と言葉では言いあらわせられないんです

けど、もっともっと強烈なインパクトを

与えるような教育委員会の強い考え方が

必要ではないかというふうに思います。

それで、そのことに関して例えば、目標

を持って不登校ゼロとは言いませんが、

ことしは何％減にするとか、それから徹

底して集中的にその家庭に対してアプロー

チをかけるとか、そういう強烈なものが

ない限りなかなかこの不登校の問題は解

決できないというふうに思いますので、

その点、教育長、強烈な意志をもってやっ

ていただきたいんで、お考えをお聞きし

たいというふうに思います。

　それから、武道の件ですけど、これ言

い出したら私、３日ぐらい理念について

話さなあかんようになるんですけど。大

阪府の研修に行ってきたというのは、何

回行かれたんかな思います。国には行っ

てないけど、大阪府には行きました。何

回、何人、行ったのか。どういうことを

教えられたのかということを、ご返事い

ただきたいと思います。

　学校・家庭連携支援モデル。これもさっ

きも言うたように組織がいっぱいあって、

学校家庭支援組織というて、一応、一定

の説明がありましたけど、具体にどうい

う形でどういう組織、どういう方々を招

いてどういう戦略の下にやられるかとい

うことをしっかりとお聞きしたいと思い

ますので、よろしくお願いします。

○森西正委員長　岩見課長。

○岩見総務課長　校務員共同研修につい

て、ご答弁させていただきます。校務員

共同研修でございますけれども、目的は

個々の学校の校務員だけではできない共

同して取り組む中で、おのおの、個々の

技能を高め、それを持ってそれぞれの学
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校での維持管理や美化につなげようとい

う、そういう目的から行っておる事業で

ございます。共同ですることによりまし

て、事業の効果が高められる、そういっ

た部分について個人の技能のレベルアッ

プと平均化するという取り組みで行って

いるものでもございます。

　具体的には、先ほどもご答弁させてい

ただいておりますけれども、校務員のほ

うで毎年、事業計画をつくり、各学校に

集まりまして廊下、教室等、塗装作業で

ありますとか、屋外階段の塗装作業、ま

た高木、中木、低木の選定作業などに取

り組んでおるところでございます。

　また、日々の業務の中で日報も作成し

ておりまして、日々の点検業務や清掃関

係等の日報もつけており、業務内容につ

いては明確化をしておるところでござい

ます。

○森西正委員長　大橋課長。

○大橋子育て支援課長　２回目のご質問

にご答弁申し上げます。

　まず、奨学資金の貸付金の返還の状況

ということでございます。この奨学資金

の返還につきましては、高等学校を卒業

後、半年を経過したのちに１５年間に渡っ

ての返済計画ということになっておりま

す。また、高等学校卒業後、大学等に進

学された場合は、その大学在学中は返済

猶予という制度もございますので、非常

にその返済の期間が長きにわたっており

ます。現在の額で言いますと月額１万２，

０００円の貸与ですので３年間で４３万

２，０００円の総貸与額になるわけなん

ですけども、これを単純に１５年間で返

済ということになりますと、月額が２，

４００円という状況になります。

　そのようなことから、滞納管理、返済

計画というのは、非常に把握が難しい部

分があるんですけれども、私どもといた

しましては、個人ひとり一人、台帳で債

権管理をしておりまして、滞納の方につ

きましては督促状なり、電話督促、また

近隣の方については訪問等も行いながら

その管理について努めている状況です。

ちなみに平成２２年度までの貸付者数が、

合計で１，７０１名になっております。

額にして１億６，５９０万円ほど。その

返済額ですけれども、１億４００万円ほ

どになっておりますので、これを単純に

割り戻しますと約６３％程度の返済割合

になっているという状況でございます。

　次に民族学校の就学援助についてのご

質問でございますが。渡辺委員がおっしゃっ

ておられます歴史的問題、また国として

の政治的、政策的な判断、考え、この部

分については認識はさせていただいてお

りますが、この国の政治的、政策的な判

断や考えをそのままストレートにあくま

で市民である個人に対して適応すること

が適切なのかどうか、そのあたりの問題

もあろうかと思います。したがいまして、

近隣各市もそうなんですけれども、あく

までも個人に対する給付ということでこ

の制度を実施しているところでございま

す。

　また、この件に関しましては、毎年、

国家公安委員会で、各市の状況というも

のを確認している事実もございます。そ

の中でも、学校に対する支給ではなく、

あくまでも個人というところで大きな問

題はないということの見解もいただいて

おります。

○森西正委員長　若狭課長。

○若狭教育政策課長　教育政策課に係り

ます中学校部活動と修学旅行につきまし

てご答弁申し上げます。

　まず、中学校の部活動でございますが、

確かに部員数あるいは指導できる教職員、

こういったものに活動そのものが制限さ
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れたり、活発になったり不活発になった

りすると。中学校現場も私どもも頭を悩

ませるところでございます。中学校では、

新入部員がゼロ人であった年なんかに、

あるいは極端に減ったとき、そういった

ものについては改廃のルールを設けて解

決している中学校もございます。そういっ

たものを補完するためにも外部指導者の

派遣をさらに充実させていかないといけ

ないとは考えております。委員ご指摘の、

中学校に部がないスポーツ、あるいは入

部できない、そういったアスリートの問

題。将来が期待される有望な選手が埋も

れてしまうのではないかと。こういった

点について、市全体で論議してはどうか

というご指摘でございますが、これにつ

いては２点お答えしたいんですが、全体

で論議するよりも中学校のその部活動そ

のもののそれぞれのあり方の問題につき

ましては、入部してくる小学生の状況、

あるいは保護者の希望、願い。こういっ

た地域の実態に即しまして、それぞれ学

校ごとに伝えて行くほうがより現実的で

はないかなと。そもそも部活動の編成は、

最終決定は学校にございますので、そう

いった情報を部活動編成の時期にそれぞ

れの学校に伝えていくのが一番よいので

はないかと考えます。全体で、市全体で

論議していくならば、部活動のあり方そ

のもの、アスリートやいろんな選手の受

け皿が中学校の中体連しかないといった

実態ですね。そういったそのものを論議

する方がいいのではないかと考えます。

クラブチーム、協会のチーム、中体連、

そういったものが一緒にエントリーでき

るような大会。一部競技ではこういった

大会もございますが、それ以外にも例え

ば個人種目なら学校長の許可だけで保護

者が引率でエントリーできるようなそう

いった仕組み、そういった可能性はない

のか、そういった部活動のあり方や方向

を全体で論議したほうがいいのではない

かと考えます。

　次に、小学校の修学旅行でございます。

平成２２年、平成２３年の市内小学校１

０校の間に入りました業者は、これは１

社でございます。複数業者の検討・見積

もりを行いましたが、最終的には１社が

行っております。北摂地区、他市町の業

者については現在把握できておりません

が、本市ではそういう状況です。３月の

予算の委員会の渡辺委員のご要望を受け

まして、その後、各現場でどう議論した

か。これの経過、過程については、現在

私のほうでは、詳細についての把握はで

きておりません。平成２３年の３月の時

点では、平成２３年度の修学旅行の行き

先が既に決定していたということもござ

いますが、平成２４年度以降、これにつ

いては複数業者の見積もり、あるいは複

数業者の検討を行う中で行き先の検討も

含めて行われるのではないかなと。それ

から、委員ご指摘の結果よりもこのプロ

セスであると。プロセスが説明できるよ

うな把握をしてほしいということなんで

ございますが、これについてはご指摘の

とおりだと思いますので、把握に努めた

いと思います。

○森西正委員長　撰田課長。

○撰田教育推進課長　教育推進課に係り

ますご質問にお答えいたします。

　まず一つ目の教科書採択の静ひつな環

境に関してのご質問でございますが、そ

ういう事例があったのかというご質問だっ

たかと思いますが、平成１４年の教科書

採択で、過剰な宣伝行為の事例がござい

ました。そのことから、静ひつな採択環

境を確保していくための通知文が出され

ております。その通知に従いまして非公

開というふうにしております。
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　二つ目の卒業式での国歌のご質問です

が、先ほども申しましたように式の直前

ですとか、予行などの指導。また、校長

会、教頭会での指導を行ってきました。

学習指導要領で歌えるようにするという

ことは、儀式においても歌えるようにす

るというふうに考えております。そうい

う指導を行ってきた中で、平成２２年度

の卒業式ではまだまだ声が出ていないと

いう実態があるというふうに把握してお

ります。しかし、一方では鳥飼北小学校

や別府小学校のように児童の声が出てき

ているという学校もありますので、今後

も指導してまいりたいと思っております。

　３点目の武道に係る研修のご質問です

が、昨年度大阪府で行われました研修は

１回。そこに１回の研修に参加しており

ます。その内容は、実技というよりも導

入、進めるに当たってのいろんな準備に

関わる確認等の研修でございました。やっ

ぱり実技において非常に不安があるとい

う現場の声もございますので、その要望

にこたえる形で、大阪府のほうから各警

察署のほうに武道に関する、指導に関す

る協力依頼というのが通達で出されてお

りますので、今後そういう警察等と協力

した研修とかも行われていく予定でござ

います。ただ、先ほども言いました安全

面で、柔道の安全面ということで、柔道

で準備を進めていた学校も、もう一度検

討して剣道に検討し直した学校もござい

まして、準備等、研修等、早急に進めて

まいりたいと思っております。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　こども教育課に

係ります学校支援地域本部事業につきま

してご説明させていただきます。

　本市では、学校、家庭、地域が一体と

なって地域ぐるみで子どもを育てる体制

づくり、これを目的にいたしまして摂津

市学校支援地域本部を組織をしておりま

す。また、各中学校区でも地域本部を組

織していただいておりますけれども、と

りわけ、学校では学校支援コーディネー

ターの方が学校行事のお手伝いをしてい

ただいたり、放課後の学習支援なども行っ

ておるところでございます。また、学校

支援コーディネーターのお仕事の一つと

いたしまして、すこやかネットの広報誌

といったことも業務として行っていただ

いております。同じ中学校区に摂津市の

場合は、すこやかネット、地域教育協議

会というのも組織されております。事業

の立ち上げ時期はすこやかネット、地域

教育協議会が平成１２年度から組織され

ておりました。学校支援地域本部事業が

国の事業で、大阪府をモデル事業に平成

２０年度から取り組んでいる事業でござ

います。事業名も摂津市の場合は別々と

なっておるんでございますけれども、い

ずれも校区内のこども会であったり、民

生委員、青少年指導員、自治会、いろい

ろな方のご協力を得ながら中学校区単位

で学校を、また地域を盛り上げていこう

という事業でございます。今後、事業名、

事業の統一、予算の一本化も含めて検討

していかなければならないと考えており

ます。

○森西正委員長　布川次長。

○布川生涯学習部次長　文化スポーツ課

に係ります市美術展のことについてご答

弁させていただきます。ご承知のように

美術展は、審査いたしますコンクールと

いう部分でございますので、審査の公平

性というのはもう大変重要なものでござ

います。先ほどのご質問の中で、協会員

の賞と、それから一般の方の賞を分ける

べきというご質問があったかと思います

けれども、美術協会の会員になるには一

定の条件がございまして、この市美術展
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で４賞、市長賞、議長賞、教育委員会賞、

美術協会賞、この４賞を連続して取ると

いうことで協会員になりまして、公募に

は参加しておりません。今年度は特に、

そういう会員さんもふえてまいりました

ので、全ての会員さんの作品を並べると

いうことになりますと、公募作品の展示

スペースがなくなるとかいろいろな問題

がございますので、招待作品という形で

それぞれの部門で人数の限定をさせてい

ただいて並べていただいているというこ

とになります。ですから、審査に関しま

しては、美術協会の会員一切、出品はし

ておりません。そういう意味で、一般の

方の作品を対象に審査をしているという

ことになります。それと審査の方法です

けれども、どうしても作者の名前があっ

たりすると審査に影響を及ぼすこともご

ざいますので、なるべくそういうことを

避けるということもありますので、名札

を裏返しにするとかいう形で極力、作者

のわからないような形をとりながら、そ

れぞれ審査員の公平な判断をお願いして

るということになっております。

　それから、賞の付与ですけれども、先

ほど申し上げました４賞のほかに企業等

からの寄託団体に賞をちょうだいいたし

ておりまして、例えば北大阪農協さんか

ら、市商工会さん、それから青年会議所

さんからも現金をちょうだいしてますし、

ライオンズクラブさん、ロータリークラ

ブさんからは盾をちょうだいしておると

いう形で、賞のほうもできるだけたくさ

んの方に受け取っていただけるような、

また幅の広い入賞者を選べるというよう

な形で努力しております。

○森西正委員長　馬場教育次長。

○馬場教育次長　次世代育成部長として、

こども会の育成についてどう考えるかと

いうことなんですが。私も４月に機構改

革がありまして、この次世代育成部長を

拝命いたしまして、青少年の健全育成の

担当にならしていただきました。その中

で今回、初めて決算を迎えて担当から決

算の資料等々をいただきまして読んだ中

で、実はこども会のこの育成事業につい

ていろんな加入率について、私自身考え

させられることがあります。摂津市は、

平成２３年度現在、ちょうど５０％の加

入率です。なるほど、平成１３年度は６

４％ございましたので、確かに漸減して

るのは事実でございます。これは、加入

率ですから、子どもが減った中でどんだ

けそのこども会に加入してるかというこ

とですから、単に子どもが減ったから加

入率が減っているんじゃなくて、やはり

こども会自身に子どもが入る率も減って

きているのは、これはもう渡辺委員がおっ

しゃっている事実でございます。しかし、

近隣各市、北摂の状況を見ますと決して

憂慮するような状況でもないというのは、

一つ感想を持っております。

　例えば、平成２２年６月現在で比較し

ますと、摂津市は５１．９％。茨木市は

なるほど５４．９％ありますので、ほぼ

うちより若干高いんですが。例えば高槻

市は１５．６％とか、吹田市は３１．８

％等々、私どもよりまだまだ低く、恐ら

く悩んでいる所があると思います。その

中で、校区によっても相当違います。例

えば、私、摂津校区ですけども、摂津校

区でいきますと２４％ぐらい。だからもっ

ともっと低いという中で、ただ、逆に言

えば非常に多い校区もございました。９

０％ぐらいある校区もあります。そのい

ろんな校区の悩みがきっとあるんだろう

なというのが今現在の私の感想でござい

ます。そういった中で、実はことし、三

島地区のこども会の育成会の方の連絡会

の会場市にたまたま本市が当たりまして、
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私そこでごあいさつした中で、他市の方

とお話しするんですが、やはり、こども

会育成に関わっていってる方は非常にこ

ども会、青少年健全育成に対する思いが

強いなと思いました。やはり、長年、こ

のこども会の健全育成、もうほんとに１

０年、人によれば２０年近く育成に関わっ

ていただいておる方が各市の代表等で来

ていただいてます。

　やはりそういう意味では、こども会の

この育成に関わる指導者であるとか、そ

ういった方のやはり力が大きいのかなと

いう感想を持っております。それで、例

えば私もまだこれ半年ですので、確実な

ことを申し上げられませんが、こども会

に来てるこの子どもたちが、例えばジュ

ニアリーダーとかで今、若狭のほうへ子

どもを連れて行ってるとか、そういう次

の指導者に育つような子どもたちが、青

少年がいてくれてると思いますので、例

えばそういう方をまたそれぞれの校区で、

このこども会に関わってもらうような何

か仕組みづくり、そういうようなものも

考える中で、このこども会がより活発に

なっていくような何か方策はできないか

なと、今現在この資料等を見ながら、ま

た渡辺委員のご質問をお聞きしながら考

えておりますので、担当課長ともそのあ

たり今後、何かいい方法はないか協議し

て、できるだけこども会の健全育成がよ

り発展するような形を考えてみたいと考

えます。

　それと、教育委員の活動についてでご

ざいます。確かに教育委員の活動、いろ

んな面がございますので、なかなか一般

市民の方に目に見える形がちょっと見え

にくいのも事実でございます。それと教

育委員さんも５人の合議体でございます

ので、ひとり一人が表に出るということ

じゃなくて全体として摂津市の教育をよ

りよい方向に進めていくと、そういう中

で活躍していただいたと思います。

　ですから、私たちはこの摂津市の教育

行政がよりよい方向に行くような形で事

務局はこの５人の委員さんと協議しなが

ら進めて行かなければならないのかなと、

５人の委員さんもいわゆるレーマンコン

トロールという中で、それぞれのご専門

分野の中で参画していただいてます。保

護者代表の方もおられますし、まさに教

育現場におられた方もおられますし、市

の教育行政を担った方もおられますし、

また学識経験者で子どもの青年期の健全

育成に医療的なほうからかかわっている、

いろんな方がおられますので、私たちは

お一人お一人が本当に貴重な委員さんで、

そういう経験を私ども教育委員会に返し

ていただけると思いますので、ぜひこの

５人の委員さんの幅広い知見をいただき

ながら、教育行政をよりよい方向に持っ

て行きたいと考えます。

　お一人お一人の委員さんが、やはりい

ろんな場でより教育行政の中へ参加でき

やすいように、私たちも今後事務局とし

て日程調整等もう少し工夫をしながら、

いろんな形で関わっていただくようにし

ていかなければならないと考えています。

○森西正委員長　前馬次長。

○前馬次世代育成部次長　それでは学校・

家庭連携支援モデル事業につきまして、

戦略をぜひ聞きたいということだったん

ですけれども、後ほどの教育長の答弁と

も関連しますが、不登校をなくしていく

ためには学校・家庭・地域が連携しなけ

れば、子どもの生活背景と関係している

以上、解決しないと思っております。

　そんな中で、学校を外部から支援して

いただく人として、スクールソーシャル

ワーカーや、スクールカウンセラーがご

ざいます。
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　さらには、学校と家庭を結ぶようなパ

イプ役になる人も必要だと考えています。

その方が、この学校・家庭連携支援モデ

ル事業で配置する家庭教育相談員でござ

います。現在予算の都合上等もありまし

て、中学校区に１名の配置でございます

が、例えば、行きしぶりの子どもを迎え

に行ったり、あるいは保護者の悩みを聞

いたり、それを学校へうまくつなぐと、

そんな仕事をしていただいているところ

です。

　教員の方もさまざまな加配等をいただ

きながら、教員が動く場合もございます。

さまざまな角度からさまざまな場面で情

報を集めて、それを共有しながら子ども

たちの不登校問題の解決を図っていきた

い。ですから、いろいろなところから、

できる限り人の力というのを集めて、解

決をはかりたい、それが戦略でございま

す。

○森西正委員長　そうしましたら不登校

の件に関して、理念と現実というふうな

お問いですので、その点、教育長。

○和島教育長　不登校についてのご質問

でございますけれども、今、ご指摘あり

ましたように、ちょうど平成１３年度で

すか、あの当時ちょうど私が教育委員会

に来た年でございますけれども、そのと

き平成１３年度の不登校の数が１８０人

ということでございました。これはもう

その当時言われましたけれど、全国的に

もトップクラスのグループに入ってるだ

ろうということで大きな課題になってお

りました。

　その後、これを何とかしていかないと

というのがもう教育委員会の大きな課題

の一つでありましたので、平成１５年度

から、先ほどご質問の中にもありました

けれども、私がいつも言っております、

「行きたくてたまらない学校、学びのあ

る教室」の実現をスローガンにして、学

校づくり、学校改革を進めていこうと、

教育改革を進めていこうということで取

り組みを始めました。

　そして不登校につきましては、平成１

６年度から５か年の半減計画をつくり、

半減作戦いいますかね、先ほど目標の話

も出ましたけれども、その当時、半減し

ていこうという目標を立てました。最終

的には平成１６年度から２０年度までの

５か年でしたけれども、平成１９年度、

目標５年間の４年目で当初１８０人が１

１４人まで不登校の数は減ってきました

が、その後、いろんな状況、社会的な状

況もあり、また、ふえてきているという

状況がありまして、今、平成２２年度で

１２９人となっております。

　そしてその間、学校ではやはり、今、

次長も説明しておりましたが、一つには

やはり人の配置、これは今の質問にも出

ておりました家庭教育相談員の配置とか、

スクールソーシャルワーカー、あるいは

スクールカウンセラーの配置、あるいは

さわやかフレンドの派遣とか、そういう

人の配置をしていって、とにかく総力で

不登校を減らしていこうという取り組み

を進めております。

　学校へ行きましたら、学校の職員室な

んかにはよく休む子どもとか、そういう

課題の多い子どもの名前が掲示され、全

教職員が共有できるようにしてます。そ

して、学校全体で、担任だけじゃなくて、

今言いました人的配置した人とか、時間

があいている教員、あるいは教頭とかが

家まで迎えに行くこともありますし、か

なり細かい人海作戦いいますか、対策を

やっています。

　もう一つはこれも平成１５年度の教育

改革を始めたときから言ってたんですけ

れど、やっぱり学校は何と言っても授業
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じゃないか、子どもたちの１日の生活の

大部分は授業時間ですから、わかる授業

づくりを、みんながわかる授業づくりを

もう一遍考えていこうというのが一つの

テーマになって、今日まで研究授業など

いろんなことを進めてきてます。

　もう一つはやはり小学校から中学校に

上がっていくときの段差ということから、

小中一貫教育の協議会の取り組みも進め

てきております。それは小学校のときの

情報を中学校も共有しようやないかとい

うこと。学力の問題もありますけれども、

生活指導面でも情報の共有化をやるとい

うことを進めています。

　あるいは、それでも行けない子どもた

ちに、今、教育センターでやっています

適応指導教室パルの開設をしたり、ある

いは学校に出てこれても教室に入れない

子どものために、保健室登校とか、いろ

んな細かい施策をうっております。

　これはやはり私は先ほど言いました、

「行きたくてたまらない学校、学びのあ

る教室」を実現するために、一つはわか

る授業づくり。もう一つは安心できる居

場所づくり、さっきも答弁に出ておりま

したけれども、子どもたちが学校へ行っ

て安心できる場所でなければなりません。

もう一つは地域の人の力も借りなければ

ならないことから、開かれた学校づくり、

それを三本柱にこれまで様々な施策を進

めて来ましたけれども、ご指摘あります

ように、本当に学校の力だけでは解決で

きません。やっぱり家庭との連携、家庭

にもいろんな課題あるところもあります

から、その人たちをどうしていくんだと

いうことで、先ほどの家庭教育相談員さ

んの活動とか、いろんなことがあると思

います。そこへやっぱり地域の人、そう

いう方々の力も借りて、総力で摂津の子

どもたち、一人でも不登校が出ないよう

にやっていくのが最大の課題だと思って

います。今言いました様々な施策できめ

細かくやっているのが現状であります。

　この不登校問題は、定例の教育委員会

でも毎回いじめ問題と、その他の問題行

動とともに、今月はどういう状況だった

かということで報告させていただいてお

ります。今後、先ほど教育委員の活動の

お話もありましたけれども、教育委員さ

ん、いろんな立場の方がおられますので、

また、様々な経験をお持ちの方がおられ

ますので、そういう人たちの意見ももっ

ともっと聞きながら、摂津の子どもたち

みんなが不登校にならないように、頑張っ

ていけるように、学校づくりを進めてい

きたいと思っております。

○森西正委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　教育委員会の教育委員

の件ですけど、５人の合議といいますけ

ど、一人欠席したら合議にならへんわけ

であって、やっぱり出席ということが一

番の最重要点というかね、一番大切なこ

とだと思うんです。だから合議であるん

やったら、例えば現場に行っていろんな

ことで、みんながそれぞれに共通のこと

を感じてもろて、この学校にはこういう

ような対処をしようかという形が必要な

わけであって、その教育現場に１回も、

１回だけ行きはったみたいですけど、平

成２２年度ね。そういう方が行きはった

ら合議もできひんわけですわ。だから、

出席が最低限の条件なんです、教育委員

の。だからそれを達してないのにね、ま

だ教育委員の立場でおられることに関し

ては非常に私は不可解、やっぱりふさわ

しくないというように私は思うんであり

まして、そういう点、あなた方にも責任

が大ですね。しっかりと、例えば我々議

員が委員会をやるというときに、ほんな

ら委員会にちょっと出れませんねんとか、
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視察に出れませんねんということが許さ

れるかというたら、今世間では許されへ

んわけですよ、そういうことは。それは

事務局サイドがしっかりとスケジュール

調整しながら、これは当然やっていかな

あかんことやし、委員全員出席のもとと

いう形で委員長なりが当然言うわけであっ

て、そういう形を絶えずとるというのは

あなた方の仕事であるわけであって、そ

ういうことに出られんような教育委員やっ

たら、教育委員の資格もないし、おやめ

になって、学識経験者であるんやったら

相談役とか顧問とか、教育委員のいろん

なものを聞くような立場になってもらう

ことが必要なんであって、そういう点ど

のように思っとるか、もう一遍再度聞き

たいと思います。この件に関しては。

　それから、校務員の共同研修事業です

けど、はい、もうこれ結構です。もうよ

うわかる。ただね、校務員さんのお仕事

というのはなかなかわかりにくいんです

よね。だから今さっきも言うたように、

それぞれの個々の評価があるから、それ

は確かじゃないかもしれんけど、この学

校の校務員さんは一生懸命動いていろん

なことしてはるけど、この学校の校務員

さんは何やっとんかわからへんとかね、

そういうことを学校によってまばらにな

るということはやっぱりよくないことな

んで、そういう点の校務員という仕事、

やっぱりきちっとこういう形でやってる

とか、例えば逆に言うたらＰＴＡの皆さ

んにいろいろＰＲするとか、何らかの一

つの校務員という存在を、しっかりと認

識してもらうことが必要じゃないかとい

うふうに思うんで、その点を強く要望し

ておきます。

　それから奨学資金の貸付ですけど、６

３％の返却率ですよね。これほんまに額

としたらね、これは月２，４００円かな、

例えばそれが就職されとったら、よっぽ

どそういう失業者とかそういうお立場の

方やったらこれしゃあないにしても、き

ちっとそういう就労されとる方が払えん

額じゃないわけですよ。そういう点は、

やっぱり世の中の恩恵をこうむった限り

はその点をしっかりと返すという、これ

は、世の中の仕舞ですよね、それをちゃ

んとすることが必要なんで、その点を徴

収に関して、限界はあるにしても、その

限界の最大限を生かしていただいて、償

還してもらうように、これも要望しとき

ますので、よろしくお願いします。

　それから学校部活動指導者です。若狭

課長にお聞きしたいんですけど、ここ１

０年で、例えば新たにできたクラブ、ま

たなくなったクラブ、どのぐらいあるの

か、その辺を、やっぱり聞きたいと思う

んですよ。クラブを活性化せないかんね

や、でも学校がすべての最終的には学校

の判断に任せますんやったら、もう一つ

僕らもわからへんので、その辺の、過去

１０年間のそういうことをデータとして

出していただいて、それに基づいていろ

いろまた質疑応答したいなと思いますの

で、その辺データをお願いしたいと思い

ます。

　それから、教科書の協議会の件ですけ

どね、これ法律を見ておりますと、その

宣伝行為、例えばその企業なり、出版社

が、何らかの宣伝行為をされんように気

をつけなさいというような決まり事になっ

てると思うんですよ。今おっしゃったの

は何かそういうサボタージュみたいなん

があったんですかね、そのどういう事件

があってそれで非公開になったかわから

んですけど、その事件というのは一体ど

ういう内容の事件やったか聞きたいんで

す。

　それと、我々議員の立場で参加されとっ
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た方もおられて、先ほど大澤議員が参加

されとったということなんですけど、委

員という立場というのは、これ市民から

選ばれた立場であって、例えばその人間

が果たしてそのむしろ旗立てて暴動、嫌

がらせ、サボタージュするかというたら、

そんなことはまずあり得んことであって、

それが退席されるというのは、彼女本人

だけの問題と違って、議員全般的に受け

とめたときに、非常に我々としたら何で

やのという気持ちになるわけであって、

そういう点、もう一遍しっかりとご答弁

いただきたいと思います。

　日の丸、君が代です。これ、さっきも

この質問を私はしたくないと言うとった

んは、十何年かずっとやっとんですよ。

これもう、教育長も大概もうおなかいっ

ぱいという形になっとると思うんですけ

ど、ただ質問せざるを得んというのは、

もうええかげんにしてほしいということ

ですわ。決まり事を守ろうという形でやっ

とるわけです。決まり事をしましょうと

いうことをやっとるわけで。サッカーの

大会であの国旗、国歌を教えてもらうん

じゃなくて、やっぱり学校現場でしっか

りと教えてもらうことが必要ということ

はずっと言うとるわけですわ。それで、

授業でやっとる、何かとやっとる言うけ

ど、結果そういう形でほとんど歌うてな

いような状況、私は現場に卒業式、入学

式行ってますけどね、そのような状況に

なっとったら、一体あんたら何してんね

んということになるわけですよ、当然。

だからその辺、非常に私としたら不可解

なんで、もっと具体的に、例えば年間通

して、どういうような音楽の授業で、ど

ういうふうにやってるとか、それから今

言うたように、予行演習のときには、す

べての学校でそういう形で国歌斉唱をやっ

てるのか、そういうことを具体的にご答

弁いただきたいと思うんです。

　それから民族学校の件ですけど、一市

民というのはわかるんですけど、ただ今

このような非常に逼迫した財政状況の中

で、当然その国家間、国際間いうのは、

これ日本の学校やからね、この摂津市の

学校は。当然その国際関係とかそういう

こともしっかりと踏まえながら対応して

かなあかんということがある。それから

あの朝鮮学校は、それをそういう形は日

本の学校の枠組みには入りたくないとい

う形で言ってはるわけですから、そうい

う方々、例えばのど渇いてない人に水を

あげる必要もないわけですわ。そういう

ふうに拒否してはんのに何でわざわざこっ

ちからね、やっぱり今逼迫した財政状況

の中、例え額としては少ない額にしても、

そういう形でやるのか、そういう検討を

されたのか。過去からずっとなっとるか

らそれでええねんじゃなくて、そういう

検討をして、前にも僕質問したことある

んですけど、そういう協議をされたかど

うかということを、一遍ご答弁いただき

たいと思います。

　それから、修学旅行の件は、これは若

狭課長、私はちょっとこのままやめるこ

とはできません。これね、前回の予算の

とき中断した思うんです、この委員会で

ね。このことに関してどういう議論した

んや言うたらほとんどやってないような

状況やと。ほんで私中断して、我々、文

教常任委員の質問を一体どのようにお考

えかということで、確かこれ委員会が中

断したと思うんですよ。それやのに、今

回も、どういう議論したとか、ああいう

議論したということを聞いておりません

というようなご答弁受けて、これ納得す

ることできひんわ、これ絶対に。確かそ

うやったと思うんですわ。そういう形で

中断して、きちっとした議論を教えてほ
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しいということで、前回、次回からはそ

ういう形でしっかりとそういうことを説

明しますということで、多分委員会再開

して、やったと思うんですよ。今回もこ

ういう形で、ほんでね、例えばこの業者

に関して、平成２２年、２３年、過去さ

かのぼって、ほんなら、過去の業者と全

然違う業者かどうかということも知りた

いし、ほんで北摂は、同じ業者がやっとっ

たんです、これずっと１０年前から。同

じ業者が修学旅行を全部手がけておった

んです。そういう点、もう一遍ね、こん

だけね、修学旅行に関して委員会がとまっ

たような状況の中で、このようなご答弁

で終わらそうというのは、僕は納得でき

へんから、その点きちっとやっぱり答弁

してもらわなあかん。

　それから、次、美術展の件はわかりま

した。だから非常に私も素人ながら一市

民からのそういうような意見があったん

で言いましたんで、ただ、今言うたよう

に一市民としてそういう意見が出たとい

うことだけは真摯に受けとめていただい

て、やっぱりそれなりの対応と公正さを

担保していただくように、これも要望に

しておきますので、よろしくお願いしま

す。

　それから、こども会の件なんですけど

ね、協力体制がどこまでできてるのかと

いうことなんですよ、協力体制。例えば、

前回も僕、事例を言うたんですけど、こ

ども会自体が非常にもう日々の行事をこ

なすのがしんどいと言うて、でも、ＯＢ

の方々やら周りの人から手を抜いとんちゃ

うかというプレッシャーがかかるわけな

んですよ。そやからやっぱり今までから

ずっとやってきた行事はやっぱりやって

いかないかん。しかし現実的に社会情勢

も違うし、お母さん方の気持ちも変わっ

てきた中で、それを消化せなあかんとい

うことが非常に負担がかかってるという

ことで、僕一遍相談を受けて、そこで話

したことが、もうあんたらな、もうここ

にしわ寄せてな、物すごい苦痛のその形

相でな、そういうこども会のことに関し

てこういうふうに僕らに言うてるけど、

子ども扱こうてるのに、そんな顔ではあ

かんのちゃうかて僕言うたんですわ。もっ

と楽しいことをいっぱい考えるのがこど

も会の本来の姿で、もう苦痛やとかそん

なん何のためにこども会やっとんねんと

言うたら、意味ないわけです、それやっ

たら。もっと子どもと接するんやったら、

楽しく明るくやることが本来の姿なのに、

あなた方の顔見とったら非常に暗いやな

いか言うて。もっとおもしろいこといっ

ぱい考えたらどうやねんてね。例えば、

僕が言うたんは、小学校の校舎の中で肝

試しとか、小さいとき僕やったら怖かっ

たんですよ。小学校の何か独特の、何で

怖がることあるんや言うけど、小学校の

校舎言うたらなんか怖い印象がある。ほ

なそういうことをね、肝試しをやったら

どうですか言うたら、それはいいですね

とかお母さん方がにこにこしだしたんで

すよね。河原でいろんなことができるや

ないか、夏休みになったらキャンプをやっ

たこともあったけど、そんなこともでき

るし、いっぱい楽しいことやったら、お

母さん方も楽しんでこれできるんちゃう

かという話をしとったんです。ほんで、

学校に相談したら、いや、これもできま

せん、あれもできません、そんなんは近

所迷惑で、子どもがキャーキャーワーワー

言うから、ご近所から抗議が出るやない

か言うて。しかし、３６５日の中の１日

だけですよ。それも夜間、だれが抗議す

んのやと僕は思うわ。する人もおるかも

しれんけどね。そういうことで、まずそ

ういうことをお母さん方がやろうかと言

－39－



うてきたら、よっしゃおもろいですね、

ほんなら協力しましょうということで、

協力体制を組むことが、そういうことを

一つ一つやることがこども会の発展につ

ながるんですよ。各課、いやもううち関

係ないですからとか、そんなことばっか

りやっとったら、教育委員会が、いろい

ろ、さっきもころころ部が変わったりす

るからわからなくなっとるけど、総力を

挙げてそういう形で協力するという体制

ができとったら、やっぱりこれ変わって

くるわけなんですよ。

　それで、渡辺さんに提案してもろて、

わあうれしいわ、これやろうと思ったこ

と、全部小学校からあきませんと言われ

ましたと言うて、そんなことでね、何が

こども会育成や言うて。思いませんか、

それ。金さえ出しとったらよろしいんでっ

か。データだけずっと並べてですね、部

長。わし別に吹田市のこと聞きとうない

んやしね、茨木市のことも聞きとうない

んやけど、データ並べてパーセンテージ

で、そんな問題じゃないでしょう、部長、

これは。まず根本的な、こども会に対し

ての、みんなが子どもたち、僕ら小さい

ときにこども会をやっとったら、お母さ

ん、お父さんからいろんなところへ連れ

て行ってもうて楽しい思い出がいっぱい

できたわけですよ。あれ苦痛でやっとる

とは思いませんでしたけどね、僕は。そ

の保護者の人らがね。みんな苦痛じゃな

かったですよ。一緒にワーワー、にこに

こ笑ってやってくれてはったなと、僕は

印象にあるんですけど。

　だから、そういうような支援体制をい

かに教育委員会がバックアップできるか

ということをしっかりと考えてもらわん

ことには、これは先細りになるわ。そう

いうちょっとでも、前向きに考えた、出

てきた芽をやっぱり育てていかなあかん

わけであって、摘み取ってしもうて、何

がその、今言うたようにやね、支援や協

力や発展や言うてね、よう言うわと言い

たいわ。

　そういうことを、もっともっとそうい

う声を聞けるような体制を組む。例えば

学校も全面的にＰＴＡも学校も、こども

会がやることに関して、また人数出せ言

うたら違いますよ、そういう施設を開放

して、使うたらいいん違いますか、そう

いうことでいろいろ問題出てきたことに

関しては、それなりにみんなが説明して

やったらいいん違いますかというような

ことがあって初めて発展があるわけです

よ。

　これ逆のことも、ＰＴＡもそうやと思

うんです。ＰＴＡがやることに関してこ

ども会も支援したり、いろんな組織が支

援することによってＰＴＡもよくなるし、

そういうことがなくて、この一つ一つの

団体だけで物事済まそうとするからおか

しいんですよ。小林課長もしんどうなる

んですよ、そうなってきたら。

　だから、もう一遍部長、そういう点も

踏まえて、私の意見が、おかしいんやっ

たらおかしいと言うてもうたら結構です

し、そういう点ご答弁いただきたいと思

います。

　それから、この学校支援地域本部、こ

れはどんな人がその中心になってやるの

かというのがご答弁なかったと思うんで

けど、こういう方は人力というか、人間

のその力というか、その人の能力によっ

てえらい変わってくると思うんです。今

さっきのことじゃないけど、発展する、

また、なくなるというのがあるかもしれ

ん。どういう方々がやるかということを、

ご説明お願いしたいと思います。

　それから、不登校の問題、これはもう

本当にね、教育長、今さっき８０％言い
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ましたけど、９０％はこれは親御さんで

すね。親御さんがはっきり言うて関わっ

てるし、そこにどこまで学校が入れるか、

また地域が入れるかという問題あります

けど、地域はまず入られへんと思います

ねや。やっぱし、ほっといてくれるか、

うちの家庭のこと言われたときに、何も

権限もない地域がですね、自治会長やら

そういう方々が入るわけにいかへんわけ

ですから。やっぱり親のね、そういう問

題というのは。その例えばそういうエキ

スパートの方々がおられると思うんです

けど、その親御さん、非常に難しいと思

います。親御さんをやっぱり何らかの形

で、ただ単に子どもの問題というより、

私はよくほんまに子どもというのは親の

後ろ姿じゃないんやけど、その子どもだ

けの問題というより、そのやっぱり家庭

環境、親のしつけ、いろんなことがあっ

て不登校というのは招くわけですけど、

そういうこともしっかりと掘り下げて、

話ができるようなそういう一つの場を持

つということが必要だと思いますし、こ

の件はいろいろ、１００人の不登校がおっ

たら１００パターンの問題があるから、

一概に一つのくくりで判断できんと思い

ますけど、そういう点、教育長せっかく、

行きたくてたまらない学校を目指してん

やったら、大阪府下で一番この摂津の子

が不登校が少ない、そういう学校を目指

して、そのためには、さっきも話した、

総力を挙げて、学校教育の担当が対応し

ていくようなことを模索しながら、また

苦しみながらもこれをやっていく必要が

あるんじゃないかと思いますので、その

辺も、私の意見が間違うとんやったら、

間違うとる言うてもろたら結構ですし、

もう一遍、ご答弁、今ずっと言うてもらっ

たけど、我々も一緒になってそのことも

考えていかなあかんと思いますけど、そ

の点もご答弁いただきたいと思います。

　それから、武道の件ですけどね、先生、

一遍だけ行かれてね、何がわかんねんて

言いたいわ。それとね、今言うたように、

道具そろえるとかいう問題だけじゃのう

て、武道をやっぱり教えるというのは、

精神を教えるというのは、大概難しいこ

とやし、その中で、例えば年間通して、

何時間の授業があるのか、それとかどう

いうような指導者がその剣道の、柔道の

指導にあたってるのか、またその辺をご

答弁いただきたいと思うんですよ。

　一遍、その準備段階で、どういうよう

なそろえるものは準備段階で検証はわか

るんやけど、具体的にどういう、今もう

現実に男子はやってはるんですね。だか

らどういう授業をやっとんのか、ちょっ

と興味津々なんです。これは何でか言う

たら、この前大阪府剣道連盟の会長、副

会長、専務理事と、私が座長なんですけ

ど、それで、議員がおるんですよ、剣道

の指導者で何人か。それと集まってです

ね、その学校の教育現場の剣道授業の対

策、対応はどうなっとんのか、一遍ちょっ

と調査しようということでやったら、堺

市なんかやったら、もうほとんどその研

修にも行ってないような状況で、そのそ

ういう武道ですよ、武道というのは、当

然そのそれだけ、けが、そういうリスク

を背負わなあかん中で物すごく不安や言

うて。どんな教え方しとるかということ

が、専門家から言うたらもう非常に不安

や言うて。その教え方が間違うたら違う

方向に行ってしまうとかね。例えば、も

う剣道、柔道が大っ嫌いやという人も出

てくる可能性も大きいですわ。

　だからそういう点が、一遍話したこと

あるんですよ。１週間前にしました。そ

ういう点で、具体的にね、どんなことやっ

とんか教えていただきたいと思うんで、

－41－



その精神を教えるんやったら、どういう

ような精神の教え方しとんのか、お願い

したいと思います。

○森西正委員長　具体的にご答弁をいた

だきたいと思います。大橋課長。

○大橋子育て支援課長　民族学校に対す

る就学援助の３回目のご質問にご答弁申

し上げます。

　どのように協議してきたかというご質

問でございましたが、私は平成１９年４

月に当時の学務課に異動でまいりました。

それ以前に、渡辺委員等からのご質問も

あって、この問題については一度協議を

しておるということは確認しております。

　数年前の朝鮮総連系の企業の資金の流

れの問題の部分があったと思うんですけ

れども、その問題以後、国家公安委員会

もこのような形で動いておるようには認

識しておるんですけれども、そのような

問題の中で、やはり、北摂７市の担当課

長が集まって、この問題については一定

協議をしてまいりました。

　その結論ですけれども、この問題につ

きましては、やはり一つは市民であると

いうところの部分がやはり大きな問題、

それともう１点は、子どもたちですから、

まだ６歳から１５歳までの子どもたちに

対する支援であると、この２点が大きな

部分であって、やはり市として、支援を

やめてしまうということはなかなかでき

ないだろうということで、北摂７市の課

長会の中でも、そういう結論に達したと

いう経過がございますので、ご理解をい

ただきたいと思います。

○森西正委員長　前馬次長。

○前馬次世代育成部次長　学校教育に係

りますご質問に私のほうからご答弁申し

上げます。

　まず部活動に関わってでございます。

　この１０年間でなくなった部活動のデー

タということでございましたが、以前に

も例えばバスケットボール部であるとか、

バレーボール部、ラグビー部、あるいは

体操部等がなくなったり復活したりとか、

そういうことを繰り返しておるとご答弁

申し上げたことがございます。

　具体的な数字についてはまたデータを

お示しするとして、部活動の位置づけと

いうのが、文部科学省の学習指導要領に

おいても非常にあいまいであるというこ

とがあげられると思います。そんな中で、

学校もまた保護者も子どもも、そして実

は教育委員会事務局そのものも戸惑って

おる現状がございます。

　と言いますのも、指導要領に記載があっ

たりなくなったり、そしてまた今回の指

導要領では、地域と連携しながら、指導

のあり方、あるいは運営の仕方を工夫す

るようにとあります。そんな中で、例え

ば、地域や体育協会等とどう連携してい

くか考えなければならない、もう学校だ

けでは部活動を運営するのは難しいんで

はないかと、そんなご答弁を申し上げた

ことはあります。

　動きはゆっくりゆっくりというふうに

取られるかもしれませんが、この文教常

任委員会でも再三ご質問をいただきまし

て、例えば今回、大阪の中体連から、こ

のような通知がまいりました。例えば剣

道や柔道などで、地域の道場で練習して

て、中体連の大会に出たい子どもはたく

さんおり、やはり学校を代表して試合に

出たいと、そんな思いという意味では、

学校の部活動でなくても、学校を愛する

心というものは尊重しなければならない

のではないか、そんなことで、大阪の中

体連のほうから各市の中体連のほうへ、

できる限りそのような子どもに配慮せよ

という通知がございました。それを受け

まして本市では各中学校の校長が話し合
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いを持ちまして、可能な限り対応し、引

率をするなりして、大会に参加できるよ

うに考えていこうと各中学校の校長で確

認しておるところでございます。

　ご質問、あるいはご要望いただいた中

で、これらを学校長に伝えてまいりまし

たので、大阪の中体連のほうの本部のほ

うの役員にも本市の校長が出ております

し、そこで意見も述べたりしてまいりま

した。これはやはり議会でさまざまなご

意見を賜ったからと、私はそんなふうに

思っております。

　部活動に関しましても、小さくとも一

歩一歩前へ踏み出して行きたいと思って

おる次第ですので、今後ともよろしくお

願いいたします。

　それから、教科書のことについてでご

ざいますが、平成１４年度の通知が出た

とき、ちょうど高校の教科書の採択のと

きだったと聞いておりますが、過剰な宣

伝行為があったということでございます。

その後、特に指導要領が変わるときであ

るときとか、教科書会社もかなり倒産等

が相次いだりする中で競争が激しくなっ

ております。そういった過剰な宣伝行為、

あるいは競争の中に巻き込まれては、本

来あるべき教科書採択ができないのでは

ないかと、このようなことから出ておる

通知が平成１４年の通知でございます。

静ひつな環境を保つために様々な工夫を

しなさいということでございました。

　本市でも、そのような宣伝行為とか、

過剰な動きは、教科書採択に興味関心が

あるという点と、表裏一体ではございま

すが、そのような中で、巻き込まれるこ

とはなく、公正公平な採択が行われるよ

う努めてきたところでございます。

　議員が市民から選ばれた存在であり、

議員まで退席を求められるのはいかがな

ものかということでございましたが、市

民の皆さん公平に非公開のものは非公開

という立場で来たんでございますが、例

えば最終段階の教育委員会採択の日につ

いて、本市としましても、最終的には公

開とし、傍聴に二十数名の方にお越しい

ただきました。もちろん国の通知、通達

等も尊重しながら、可能な限り本市でで

きる開かれた採択とは何か、公正公平な

採択とともに開かれた採択についても、

今後検討してまいりたいと思っておりま

す。

　それから、国旗、国歌のことでござい

ます。当然、学校教育で教えるべきこと

は教え、子どもたちが力として身につけ

ていくことが必要であると考えておりま

す。そんな意味で言うと、国旗、国歌を

敬う態度、あるいは必要な場でどのよう

に尊重していくべきか、これは歌うとい

うこともあわせて、指導していく必要が

あると考えております。２２年度におき

ましては、さまざまな情勢を考えまして、

私どもとしましても、実際に授業で教え

ることが重要であると、２学期から毎月

校長に指導してまいりました。そして３

学期には、毎月指導しまして、授業で一

体何時間したのかなど、指導書等により

ますと小学校音楽では各学年２時間程度、

子どもたちが望ましい態度で式に臨める

ように指導が行われているか調査しまし

た。例えば学校現場へ我々が訪問したと

きも、音楽の授業の様子や、教室の中に

入った機会は少のうございますけれども、

実際に歌声は聞こえているか、そういう

ことで確認もしてきたところです。

　これも何年かかってるのか、ええかげ

んにしろということ、ご指摘もございま

すが、昨年度に関しましては、目に見え

た形の卒業式での進歩はなかったかもし

れません。しかし取り組みとしては、随

分前に進歩してまいりました。今年度も
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聞いておるところによりますと、何とか

教材化し、きちんとした形で教える中身

というものもはっきりしていこうと、学

校のほうで検討しているところもあると

聞いております。予行に関しましても、

ここは本来ならば君が代が流れるところ

ですと、簡単に流しておったところが、

きちんと曲を流して歌っておると、そん

な報告も受けております。その報告とい

うものを、受けてるだけで本当に確かめ

たかとおっしゃるところもあろうかと思

いますが、学校の校長も信じながら、そ

してまた実態として、子どもたちが望ま

しい態度で臨めるように、我々も努めて

いきたいと考えております。

　それから、修学旅行の件でございます

が、前回の３月の予算審査の委員会の折

に、修学旅行のことのみならず、国旗、

国歌の問題等で何度も質問しても、一向

に取り扱ってないと、文教常任委員がせっ

かく質問しても意味がないのではないか

と、そういうご指摘もございました。そ

ういう意味では今回の、十分議論をして

いく、あるいは意見を聞いていく、これ

が十分に行われていないということは、

私どもも非常に反省しているところでご

ざいます。

　今の義務教育だけに関わらず、大学の

教育等でも、何を何のために教えるのか、

計画というものをきちんと示して教育を

考えていくことが、理解と信頼を生むと、

このように考えております。そういう意

味では、この修学旅行に関わっての、な

ぜこの場所なのか、あるいは何か意見は

ないのか、さらに例えば広島に行くにし

てもよりよい形はないかと、そういうご

意見をいただけるように、場を各学校で

も設定していきたい。あるいは、教育委

員会でも校長等とも論議していきたいと

思っております。最終的に修学旅行の行

き先、あるいは内容の決定権は学校にご

ざいます。教育課程の裁量権が学校にあ

るということですが、その以前にこの教

育課程というものが保護者に支持される、

あるいは教育課程を通じて信頼を得なけ

れば学校の今後はないということもござ

いますので、私どもとしてはそのような

場をいろんな形で持っていき、このよう

なことが行えましたということが報告で

きるように努めてまいりたいと思います

ので、次回に取り組みについてご報告を

していきたいと思っております。

　それから、柔道、剣道の件でございま

す。渡辺委員は剣道について、本当に道

を究められている方ですので、たった一

度のもので何がわかるということについ

ては、おっしゃるとおりでございます。

今回学習指導要領で中学において武道が

必修化されたのは、いわばこの競技を身

につけるということもそうなんですけれ

ども、相手を敬う、あるいは礼というも

のを重んじる、こういう態度の問題も身

につける必要があるということから必修

化された経緯がございます。

　過去、男子が選択の種目等で導入され

た折には、担当する教員は実際に剣道で

いうと段を獲得しに研修に長期間行きま

した。また、柔道でも黒帯をとりにとい

うことで、これも府教委のほうが主催し

た研修で、本当に長期間にわたって研修

に行った経緯もございます。そのときに、

技術も身につけて来たんですけれども、

授業の中身そのものは、相手を敬うこと、

そして相手がいて初めてこの武道は成り

立つんだということを実際に授業の中で

体感していくというものでございました。

　各体育の教員もそれぞれ専門はござい

ますが、すべての競技において専門的に

教えることはなかなか難しゅうございま

す。しかし、授業レベルで言いますと、

－44－



この競技がおもしろい、あるいは自分で

ももっと続けてみたい、そしてまたいろ

んなときに興味を持って見てみたい、そ

んな思いを持てるような授業づくりがで

きたらと思っています。

　まだまだ十分な準備ではないと思いま

すが、若い教員中心に、自分たちが大き

く伸びるチャンスであると、体育教員は

思っております。この機会をとらまえて、

我々も武道の授業の充実、そしてまた中

学校における保健体育授業の充実を図っ

てまいりたいと考えております。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　こども教育課に

係ります学校支援地域本部事業の件でご

ざいますけれども、学校支援コーディネー

ター、現在５中学校区で７名の方にお願

いをしております。一中、三中校区はそ

れぞれ２名ずつの複数配置となっており

ます。

　学校と地域をつなぐ役割でございます

ことから、元小学校の教諭の方１名、元

中学校の教諭の方３名、また地域や自治

会、またこども会活動、またすこやかネッ

ト、こういったことにご尽力いただいて

いる方３名、合計７名の方にお願いして

いるところでございます。

○森西正委員長　馬場教育次長。

○馬場教育次長　こども会の分ですけれ

ども、先ほど、私が数字申し上げました

のは、校区によって本当に非常にたくさ

ん参加されるとこもあれば、少ないとこ

もあるという中で、きっとその校区、校

区のいろんな悩みがあるんだろうなと私、

思いますので、おっしゃってますように

本当にその校区に一体何が必要かとか、

指導者の方が今、何を思っているかいう

のを一度、私も聞かせていただいて、現

実にどういうことを悩まれているかを一

度、把握していきたいと思ってます。

　それと、教育委員のスケジュール管理

ですけども、これは本会議の席で申し上

げましたが、若干、事務局のほうで、優

先順位ですね、やっぱり委員長や職務代

理者など、そういった方の優先する中で、

委員のほうにしわ寄せがよるということ

もございましたので、今後、そういうこ

とも含めてスケジュール管理をもう少し

頑張っていきたいと思います。

○森西正委員長　教育長。

○和島教育長　それでは、不登校のご質

問に再度、ご答弁申し上げたいと思いま

す。

　先ほど、不登校問題についての教育委

員会、学校の取り組みについての全体的

な取り組みについてご答弁申し上げたと

ころでございますけれども、その中で申

しましたように学校全体で、組織を挙げ

て不登校対策に取り組んでいるというこ

とでございまして、学校によって名称は

変わりますが、例えば不登校対策委員会

などを組織してます。そこでは、やはり

個別の子どもたち、先ほど不登校にはい

ろんな要因があると言われましたが、そ

のとおりでございまして、家庭の抱えて

いる課題とか、あるいは疾病や人間関係、

あるいは遊び、非行の子どももいるかも

しれません。

　それらのことについて、個々のケース

について、不登校対策委員会等で、学校

としての方針を出して全教職員で取り組

んでおります。その中に先ほども言われ

た家庭の問題でしたら、家庭教育相談員

さんとか、スクールソーシャルワーカー

とか、スクールカウンセラー、あるいは

さわやかフレンドの派遣とか、いろんな

人的支援をしながら、対策に当たってい

るところでございます。

　それと、もう一つ、先ほども言いまし

たけれども、全体で言えば、やっぱり授
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業づくりが大切だと思ってます。特に中

学校の３年生ぐらいなってきましたら進

路の問題が出てきます。そこで夢と希望

がある子どもは一生懸命やるけれども、

そこで、もうこれはあかんわとなって投

げてしまったら学校に来れなくなるとか、

ほかの問題行動に走るとかいうことです

から、やっぱり子どもたちに学力をしっ

かりつけていく。それはやっぱり学校づ

くりの中の大きな一つの柱だと思ってお

ります。ですから、個別の問題と学校づ

くり、子どもたちが行きたくてたまらな

い学校を、勉強、授業がわかるそういう

ことも、学校づくりの中で大きな柱とし

て今後も取り組んでまいりたいとそのよ

うに思ってます。

○森西正委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　教育委員のことに関し

て、今、言うたようにその人材が、例え

ば教育委員の方、ほかにも摂津市にはお

られへんのかな、このお方やないとあか

んのかなというふうにもっともっとほか

の人材もおられると思いますし、私はそ

の教育委員さんにあわせてどうこうこう

こう言うのも、それもおかしい話やと思

いますので、私は非常にその辺が特定の

教育委員さん中心に、ほんならスケジュー

ル組むかという話もおかしい話やし、そ

ういう点も、非常に今後、教育委員のあ

り方も踏まえて１３万５，０００円とい

う報酬は、高いか安いか別にして、ただ、

パートで一生懸命働いとる奥様方、こん

なお金はもらえないわけですから、そう

いう点も踏まえて、単にお金だけじゃ済

まされないのはわかりますけど、教育委

員のあり方、価値観というかそういうこ

とをしっかりと議論してもらいたいと思

います。

　その点を、強く要望しておきますので、

よろしくお願いしたいと思います。

　それから、部活動の件ですけど、復活

したり、消えたりじゃなくて、最初から

保護者が、部活動をつくってほしいこと

を何年も前から要望しとんのにできない

という分も現実にあるわけですよ。消え

たり、できたりしとる部は、またできる

というのもおかしい話やのに、そういう

指導者も外部指導者もやっぱり協力する、

連盟も協力する、ましてや保護者も協力

する、子どもたちもそれなりに人数そろっ

ている、それやのに部ができへん。

　そういうことに関して、私は非常にそ

のときに校長先生が、他のクラブが体育

館を使っているから、貸されへんとか、

そういうその担当の指導者がおれへんか

ら貸されへんとか、そういうふうなこと

をえらい言うてはるんですけど、そこで

本当にそういう話し合いが途絶えてしま

うような状況が続いておるわけですよ。

これは他のスポーツでもあると思います。

剣道はそういう状況でした。

　そういうふうなことで、果たして学校

が、学校の中学校の部活動、教育委員会

が、非常にこれから推進していかなあか

んとか、えらい言うとるのに現場はそん

な状況ですよね。

　前馬次長おっしゃったように、非常に

中体連何かはね、クラブでなくても出れ

るような環境づくりができたということ、

これは非常に私は感謝しとるんです。私

の教え子なんかでもやっぱりこの地域で

準優勝したり、それから大阪府の強化選

手として選ばれたりですね、そういう選

手もおるわけですから、それは感謝しと

んですけど、具体的に、ただ、その年だ

け盛り上がったからどうこうじゃなくて、

これは何年前からも言うとることなんで

ね。

　そういうことも踏まえて、やっぱりしっ

かりと受け入れるということ、まず、受
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け入れて話し合いをしながら、進めてい

くということをせなあかんのに、現実問

題としたら、校長の段階で、できません

言うて、それで終わってしまうような状

況というのがあったわけである。その辺

は、しっかり指導していただきたいと思

うんですよ。

　部活動をこれから推進していかなあか

んのやったら、それなりの一つの指導を

教育委員会としてやっていただきたいと

いうふうに思います。これも要望にして

おきます。

　それから、協議会の件ですけど、業者

と言うけど、それなら、業者の方はお断

りしますと言うたらええわけであって、

一般市民とか、我々議員が、それを傍聴

したということに関して、同じような価

値観でお断りしますでは、これは全然立

場違いますやんそれは。背景が、そうで

しょう。業者は売り込まなあかんねんけ

ど、例えば議員なり、保護者なりはそん

なつもりじゃないわけです。自分の子ど

もたちとか、例えば文教常任委員やった

ら自分の立場からどういうふうになって

おるかということを当然知るという権利

があるわけであって、それを拒否する理

由がないですよ。業者が来るんやったら、

こんなこと言うたら怒られるかもしれん

けど、教育委員会の中には執筆者もおる

わけですから。そうでしょう。

　だから、そういうような感覚で協議会

を非公開にするというのはちょっとおか

しい。その点、再度ご答弁お願いしたい

と思います。これは一議員だけの問題と

違って議員全部の問題ですからね。

　それから、卒業式の件ですけど、それ

なりに、私、この前、教育関係者の方と

いろいろお話させていただいて、そこで

何か一つわからないと言うてました。何

でそういう形で実行できひんのか、何か

ずっと何年間の間に物事が整いつつある

のに、何でそういう形で実行できないか

というのは、教育関係者、その教育に携

わる先生方からもわからへんというよう

なお返事をいただいたことがあるんです。

　だから、何らかのきっかけがあったら

そういうことはすっとできると思うんで

す。それを、例えば前回もお話させてい

ただいたんですけど、国際化ということ

を考えて、単に思想信条だけじゃなくて、

国旗・国歌の国際化という観点から考え

ますと、当然、学校教育で推進してやる

べきだと思うんです。

　前も言いましたように、私の家に韓国

の留学生が一遍泊ったことがあるんです

よ。そのときに話をしましたら日本、変

やねん、日本人の留学生を踏まえて世界

各国の留学生と話したときに、皆で歌を

歌おうと言うたときに、まず一番わかる

んは自分の国の国歌を歌うんや。例えば

中国人やったら東方紅ですかね、国歌、

東方紅と言うんかな、それを歌うんや。

順番に歌ったら日本人の子だけ歌われへ

んねん、にこにこ笑ろて首かしげとんね

んというて。

　ほんなら留学生の間で、あいつちょっ

と変やで、変やなということになる。

　そういう状態が果たして、好ましいの

か。学校教育、もしか子どもたちが外国

へ行ったときにね、まず言われるのが変

なやつや。

　だから、そういうことがええのか、悪

いのか、そういうことをしっかりと考え

なあかん。何ぼパソコンができて、英語

がしゃべれるだけが国際化と違うんです

よ、これは。外国へ行ってやっぱりきちっ

と行儀よくせなあかんわけであって。外

国の国歌が流れとうときにガムかみなが

ら横のやつと話しとったら、国によった

らえらいことになります。そういう子ど
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もたちがどんどん国際化で外へ行って、

国益になるのかどうかということを考え

たりね。

　例えば、その国旗にいろいろ問題ある

とか、そんなこと子どもなんかわからへ

んわけですわ。例えば、アメリカやった

らどうかというたら、ネイティブのイン

ディアン、ネイティブ・アメリカンの問

題あるし、中国でも少数民族の問題もあ

るでしょう。いっぱいそれぞれの１００

か国や２００か国の国の中にはそれぞれ

の問題を抱えながらもやっぱり国旗・国

歌が存在するわけであって。

　そういうような国際的な感覚から考え

て、物事をやっていかなあかんわけであっ

て、こんな論議はほんまにいいかげんに

してほしいんやけど、とりあえず、しっ

かりと一歩でも進めるようにこれは要望

にしておきますので、よろしくお願いし

ます。

　それから、修学旅行に関してはちょっ

と僕、引き下がられへんのです、これ。

去年と同じような答弁や前回と。

　前回、この委員会を中断してですよ、

何をしとんねんあんたらということで、

若狭課長おれへんかったからわからへん

けど、何をしとんねんあんた、同じよう

な答弁してというて。また同じことをし

てどんな議論したんやというて言うたの

に、以後こんなことはないように、来年

度からしっかりやりますとかね、そんな

ことを言いながら、また同じことやこれ。

　大きい声出さんとってくれって、何人

か言われたけど、大きい声出さざるを得

んよ、こんなことしとったら。何のため

に委員会で質問やってるの。

　委員長、これね、繰り返してきとんね

ん。同じ答弁やねん。私は単に無理なこ

と言うてない。きちっとした議論をして

くださいよと言うとんねんけど、してな

い、こんなことを繰り返されとったらこ

の委員会で我々質問することに対してや

りますということがやってないというこ

とは、これはどういうことかいな。でき

へんかったらできへん言うたらええねん

それやったら。やります言うとってでき

へんねんから、何のためのこの委員会で

の質問かな。根本的な問題やでこれ。根

本的な。

　前回、それで時間をとったんや１時間

ぐらい。時間つぶしやっとんのかここで。

そういうふうになるでしょう、委員長。

　ちょっと休憩して、きっちりした答弁

もらってください。

○森西正委員長　それでは、休憩します。

（午後２時３３分　休憩）

（午後２時３７分　再開）

○森西正委員長　再開します。渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　それから、こども会の

問題ですけど、今、言うたようにこども

会を地域的には発達しとるこども会があ

るということなんですけど、全般的にこ

れはずっと衰退の状況にあるということ

は、これは摂津市だけではなくて全般的

な問題ですけど、今、私が質問した中に

さまざまな状況があるということは、そ

の原因があるということ、それ以外にも

いっぱいあることは事実ですけど、一応、

事例を挙げて正していただいたわけです

よね、だからそれを防ぐにはどうするか

ということを、やっぱりみんなで考えて

もらわなあかんわけであって、その手段

は何かいうことを皆でね、例えばいろん

な団体があったけど、その中で地域も考

えながらやることも必要やし、今、言う

たように自発的にこども会やら育成会が

言うてきたことに関して、やっぱりその

意見をしっかりと拾い上げるような組織

とか、環境が必要ではないかということ

を言うてきたわけですわ。
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　だから、データを上げてもらうより、

今現実にこれは確実にいうたら語弊ある

かもしれんけど、１０年後にほんなら全

市的にまだこども会、育成会が残ってる

可能性が今現状維持できるかというたら、

多分、僕１００％維持できへんと思いま

す。

　そういうことを防がなあかんというこ

とやから、そのことに関して何をすべき

かいうことを言うとるわけであってね。

だからこれ以上言いませんけど、今、言

うたような一つの事例、自発的に言うて

きたことに関しては、しっかりとそれを

受け入れるようなシステムをつくっても

らうことが必要ではないかと。

　その点は具体的にそういう組織づくり

をやっていただきたい。これも強く要望

しておきます。そうせんとなくなります

のでね、これは。

　それから、学校支援地域本部事業です

けど、それはどんな人がやるかというの

わかりましたので、ただ、今、言うたよ

うにその人の肩にのる負担が物すごく責

任が重たくなると思うんですね。そうい

う点をしっかりとフォローできるような

やっぱりシステム、これもシステムづく

りを構築する必要があるんではないかと

いうふうに、これも要望しておきますの

で、よろしくお願いします。

　それから、剣道の授業ですけど、これ

は例えば精神を教えるという、だから答

弁漏れしとんですけどね、年間何ぼの授

業をやって、どういうような展開をやっ

とんのかということを、僕は質問の中で

言うとったと思うんです。だからその辺

を、例えば１０回で精神を教えるいうて、

これ多分、それやったら大概文句言う、

１０回でどんだけのものが教えれるか。

　それと、今、言うたような指導者が、

そういうきちっとしたものをどういう環

境のもとで教えるかということを、そう

いうこともまた具体的にご答弁お願いし

たいと思います。

○森西正委員長　暫時休憩します。

（午後２時４０分　休憩）

（午後３時１５分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　質問漏れがありました

んで質問します。

　民族学級の件で、その北摂の教育委員

会の担当者でいろいろ話し合いされて、

こういう形になったというんですけど、

例えば一方では拉致問題というような問

題を抱えているわけですね。やっぱり国

家として、非常にこの問題が大切な問題

で、その問題が端を発して、核問題、さ

まざまな問題で北朝鮮とのあつれきがあ

ることはご存じやと思うんですけど。やっ

ぱりあちらのほうが今、言うたように日

本の学校とは一線を画すという形を言わ

れておるわけですから、その辺をわざわ

ざこっちから、そういう形でそういう援

助するという必要がどこにあるねんと、

どう考えてもそれが不思議でかなわんわ

けです。

　同じ市民やからと言うけど、いろんな

方々がいてはるわけであって、例えば市

民の中でもブラジルの人もおれば、いっ

ぱいいろんな方々おられますわな。でも

そういう方々もおられる中で、あの国、

あの学校は、あくまでも日本となじまな

い、我が一つのあらゆるシステムの教育

システムの中には入りたくないと言われ

とるわけですから、その辺は逼迫した財

政状況の中、額は知れているんですけど、

そういう点はやっぱりもう一遍、再考さ

れるお考えがないのか質問したいと思い

ます。

○森西正委員長　それでは、答弁お願い
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します。

　大橋課長。

○大橋子育て支援課長　民族学校に在籍

する児童等に係る就学援助の４回目のご

質問にご答弁申し上げます。

　考えをということでございますけれど

も、この問題については確かに渡辺委員

おっしゃるように、さまざまな背景があ

るということは認識はさせていただいて

おります。ただ、この民族学校に通う児

童生徒が仮に通常の公立学校に通ってい

る場合につきましては、通常の就学援助

の対象になるということが１点ございま

す。

　そういうことも含めて、現時点では、

あくまでも児童生徒に対する補助という

ことで継続をしてまいりたいというふう

には考えておりますが、今後、もう少し

北摂のみならず府下の状況等も確認しな

がら、この問題については引き続き内部

でも考えていきたいということで思って

おります。

○森西正委員長　馬場教育次長。

○馬場教育次長　それでは、渡辺委員の

修学旅行のことについて私のほうから答

えさせていただきます。

　最初は若狭課長が申しました件でござ

いますが、３月の予算の委員会の折に、

今後の修学旅行のあり方について検討し、

その充実を図ってまいりたいと考えてお

りますということで、教育長が答弁いた

しました。

　その後に校長会におきまして修学旅行

についてこの議論があるということを報

告いたしました。今現在、１１月に向け

て小学校は修学旅行しておりますので、

修学旅行が終わり次第、それの反省会、

検証会を学校で開きますのでその際に、

２４年度の修学旅行のあり方について議

論してもらい、行き先等含めて、なぜそ

うなんだということをこちらへ報告もらっ

て、この場で説明責任を果たしていきた

いと考えております。

○森西正委員長　前馬次長。

○前馬次世代育成部次長　それでは、教

科書採択に係ってご答弁申し上げます。

　教科書の採択に当たって、基本として

おります原則は、公正公平な教科書の採

択の確保、開かれた教科書採択、そして

また専門的な調査研究による教科書採択、

このようなことを柱といたしております。

　その中で特に、今、ご指摘いただいて

おります公正公平な部分ですね、静ひつ

な環境を維持していくということにつき

ましては、業者の問題もございますが、

さまざまな考えがある中で、左右されず

に、本市の子どもにとってよい教科書を

採択していくことが重要であると考えて

おります。

　そのため、一定期間内は非公開で行い、

しかし片方で、知っていただくことも重

要でございますから、期間が過ぎれば、

より早く、正確な情報をお知らせする。

このようなことが重要であると考えてお

るところでございます。

　それから、柔道、剣道の問題でござい

ます。

　年間の予定時数は１０時間から１５時

間、３年間あわせても少なければ３０時

間程度しか時間の確保はできません。そ

のような状況から申し上げますと、渡辺

委員ご指摘のようにいわゆる武道の精神、

剣道や柔道等の精神にきっちり触れてい

くことはなかなか難しい問題であると思

います。

　しかし、望ましい態度であるとか、あ

るいはこの競技そのもののすばらしさに

少しでも触れさせることは重要であると

思いますし、それができるだけの力量を

教員も身につけていく必要があろうかと
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思います。

　これまでの男子における武道の授業、

これは柔道や剣道でございますが、にお

きましても礼を重んじることと、先ほど

の繰り返しになりますが、本当に基本的

なことから、基本的な技を身につけると

ころまでいきませんけども、それに触れ

ることでこの競技そのものの楽しさ、興

味、関心を高めてまいりたいと思ってお

ります。

　なお、安全面でございますが、女子の

武道指導のときに、当面は、例えば男子

教員も入るなど、より安全面について、

配慮をしてまいりたいと思っておる次第

でございます。

○森西正委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　修学旅行の件は、もう

言いませんが、また今、言うたここでの

やりとりはしっかりと覚えていただいて、

我々が何のためにこれをこういう形の場

を持って質問しているかということを当

然おわかりのことだと思いますので、そ

の点が、ちょっと間違えて、そういう答

弁でも我々は宿題を出しておるわけです

けど、それをおろそかにするようだった

ら、議会軽視ということになるんで、そ

うなってきたらまた別の問題になってき

ます。

　だから、そういう点はしっかりと、あ

なた方が答弁されたことに関しては、守っ

ていただくようにお願いしたいと思いま

す。これも要望にしておきます。

　それから、教科書採択ですけど、静か

な環境で静ひつに行うというのですけど、

先ほどの答弁で業者を排除する、一般市

民がまた議員がそういう形で出ることに

関して、それによってどう左右されてし

まうのか、採択の内容がですね。そのこ

とが非常にそういうことで採択される教

育委員の方々かなというふうに思うんで

ありまして、そういう点が非常に説明が

納得できないんですよ。

　原則公開というふうになっておるわけ

ですから、当然、立場立場を考えながら、

公開するというのは当然であるんであっ

て、そのことに関して、ご答弁いただい

ても、どうも納得できないんで、今後、

はっきり公開するという形で、そういう

ご返事をいただけないかどうか再度質問

したいと思います。

　それから、剣道３０時間でそれなりに

３年間でやるということで、私は武道が

学校の教科で入られるということに関し

ては非常に賛成という立場でおったんで

すけど、先ほども言いましたように大阪

府連の剣道の役員の方々と剣道やってい

る議員との懇談会のときには、ひょっと

して間違えられたら全然違う解釈で剣道

とか、柔道はわからんにしても剣道は理

解されるじゃないか。これは本当に非常

に逆に言うたら不安やなという話で、結

論に出たんですよ。

　だから、私は小学校５年からやって、

剣道ずっとやりまして今６段でございま

すが、それなりにインターハイ、国体に

も出たことありますし、その剣道をずっ

と追及してもまだまだわからんことがた

くさんあるわけであって、３０時間でそ

れでわかるのかというのはそれは無理な

話な事はわかってますけど、ただ、その

先生だけではなくていろんな、それをバッ

クアップする、例えば体育の先生以外で

もインターハイ出た先生もおられるんで

すよね。ご存じやと思うんですけど、す

ごい強い先生おられるんですよ、中学校

に。

　そういういっぱい先生方もおられるわ

けですから、そういう方々のお力をかり

ながら、授業を展開していくことが必要

やし、ましてや継続ですから、例えば週
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に２回なり、３回なりけいこすることに

よって基本を身につけるというのが我々

の考え方です。我々のときは毎日あった

ですけど。

　だから、そういうもんでやらせるのに、

例えば週１回やったら多分忘れてしまう

と思うんです。そういうことで、連続し

てやったときに本当にその正味は教えら

れんと思いますけど、ぶっちゃけそうい

う方向にいけるのかなという不安がある

わけです。

　その点、例えば不安に思うんやったら

先生方が集まって、いろいろ先生、経験

のある教師とか、また剣道協会のそれぞ

れの錬士、教士を持った方々と一遍、話

し合いをするとか、大阪府に逆に、大阪

府の府教委にそのことを投げかけるとか

ですね、そういうことをされる必要があ

るんではないかというふうに思うんです

けど、その辺ご答弁をいただきたいなと

思います。

　民族学級はわかりました。議論してく

ださい、お願いします。

○森西正委員長　そしたらその２点です

ね。

　和島教育長。

○和島教育長　教科書の採択の問題です

けれども、協議会をですね、なぜ非公開

なんだということですけれども、協議会

といいますのは、教育委員会とは別に、

５人の教育委員がその時々のいろいろな

課題について話しあったり、情報収集す

る場合もあります。また、５人の委員が

自由に意見交換する場合もあります。

　協議会の内容はいろいろですから、そ

れが公開に値するかどうかは別の話だと

思っております。

　それで、今回の教科書採択の場合の協

議会ですが、それにつきましては私も教

育委員の一員でございますので、それが

もしいろんな方が傍聴に来られて、その

中で議論したらどうなるんだということ

を考えますと私も無言のプレッシャーを

感じると思います。

　教科書採択に関わる協議会では、何を

しているかと言えば、まずたくさんの教

科書があります。特に中学校は教科も多

いですし、各社の各教科の教科書、それ

ぞれについて、５人の教育委員が実際に

手に取り、見ながら、そしてどこがどう

なんだということを意見を言い、質問も

しながら、いろんなことを話し合ってい

るわけです。

　私はやはり、先ほども文科省の通達で

「静ひつな雰囲気の中で」という点から、

考えますと問題があると思います。私に

も採択作業が始まるまでにいろんな方か

ら、あそこの教科書はこうだよ、あそこ

の教科書がいいとか言う方がおられまし

たから、協議会を公開したらそういう人

が来て、そのとき何も言わなくてもじっ

と見ている。そのような中での作業とい

うのはやはり私は非常にプレッシャーが

あると思ってます。

　私は教育委員の一人として、公開とい

うことについては、そういう考え方を持っ

てます。教育委員会議は合議制ですから、

５人の教育委員が非公開であるべきかど

ういうことかいうことを協議して５人全

員が、これはやっぱり非公開でやるべき

だという決定をして進めておりますので、

今後も非公開になると思います。

　もし、公開ということが、議会のほう

でそういう意見があり、それが議会全体

の合議として出てきたときには、また教

育委員会会議の中で、それはどうなんだ

という議論をすることになると思います。

それでもやっぱり非公開だという結論に

なるかもしれません。今、私が教育委員

の一人として、この作業をずっと進めて

－52－



きたところではやはり非公開にしておく

べきだという考え方を持ってます。

　それは、今も言いましたように協議会

では、さまざまな議論をしていますし、

いろんな方からいろんな意見も入ってき

てますしね、先ほど言いました公正な、

開かれた採択、そして専門的な調査、研

究の中で教科書が選ばれてきているとい

うことでご理解いただきたいと思います。

○森西正委員長　前馬次長。

○前馬次世代育成部次長　中学校での武

道についてのご質問にご答弁申し上げま

す。

　委員ご指摘のように剣道に対しても、

誤った理解にならないようにそのように

努めてまいりたいと思っております。

　例えば、武道以外の種目につきまして

も、バスケットボールで申し上げました

ら３年間で２０時間程度しか時間ござい

ません。そんな意味で言いますと、なか

なか中身の深いところまでは入れないの

が実態だと思います。しかし誤った理解

であるとか、嫌いにならないようにこの

スポーツがテレビで中継されていれば見

たいとか、あるいは新聞で剣道の大会の

結果が出てたらすごい人なんやとかそん

な理解ができるようにしていきたいと思っ

ています。

　そんな意味では、バックアップする体

制とご指摘いただいたんですけれども、

さまざまな形で、指導するのは体育の教

員でございますが、その支援というのが

何らかの形でできないかどうか、これは

先ほど例えば府教委にとおっしゃってお

られましたけれども、いろんな形で検討

も進めてまいりたいと思います。

○森西正委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　協議会に関しての非公

開という形は教育長のほうからありまし

たけど、それやったら、きちっと規則を

つくって、そういう形で非公開しますい

うことを明言されんからわからへんわけ

であって、何でやねん何でやねんと、今、

言うた理由がきちっとあるからというこ

とで、それはやっぱり規則を制定される

ことが肝心やと思います

　例えば、業者の方はお断りしますと言

うたら済むわけですから、だからそれぞ

れに立場があるわけやから、要らんこと

言われて、それが右往左往されるという

のはね、それはようわかる。ただ今、言

うたようにしっかりと公開というのもす

べてね、これは行政だけでもそうですし、

いろんな分野で、公の立場は公開すると

いうのは大きな流れの中にあるわけで、

できへんのやったらできへんという規則

をちゃんとやっぱり構築する必要がある

んではないかと思いますので、その点は

一遍、教育委員の方々と議論していただ

きたいと思います。

　そういうのがあったら、我々もこうい

うことやから入られへんのやと納得する

わけやけど、何もない中であきませんね

んと、それは何やねんとなるわけですか

ら、その点は教育長よろしくお願いしま

す。これ要望しておきます。

　それから、バスケとかね、バレーと違っ

て格闘技です。だから前も言うたように

これは非常に危険が伴うことなんで、我々

が今一番、神経とがらせとんは、それで

すねん。竹刀というものを扱う、その竹

刀の点検、非常に僕ら厳重にするんです。

竹刀というのは竹やから割れる、割れた

らいっぱいそげそげができる。それが目

に入ったらどうなるのとか、先の皮がさっ

きも言うたように破れたときに目に刺さっ

て死んだ人もいる。

　そういうような例えば授業におったら

自分の竹刀じゃないから丁寧に扱わへん

かもしれん。どっかコンクリートの端を
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たたくかもしれへん。そうなってきたと

きにそういうことが十分考えられるわけ

であって、そういう危険性が伴うという

ことを認識していただきたいと思うんで

すよ。

　そうやから協力して、そういうことの

ないように、そういう経験者とか、先生

方がそういう玄人が、しっかり見て支援

せなあかんということがあるわけです。

そのことを私は言うとるんでね、それも

ない、だから物すごく怖いと思うわけで

すわ、それ、僕らとしたら。大丈夫かな

と思って。免許取りたての人がカーレー

ス出るみたいなもんですわ。

　だから、そういう点を、我々としたら

そういう危惧を感じるので、そういう危

惧をまた府教委に言うて、そういう形の

支持をしていただくか、それか、摂津市

は摂津市でいっぱいそういう形で議論す

るか、そういうことをやる必要があるん

ではないか、そういうことが心配なんで

す。だからその辺は要望しておきます。

これで私の質問を終わります。

○森西正委員長　柴田委員。

○柴田繁勝委員　それでは、時間も大分

たちましたので、できるだけ絞り込んで

させていただきたいと思います。

　まず、１点目、決算概要の１４６ペー

ジ、教職員人事事業ということで尋ねて

みたいと思います。

　保育所への送迎のために設けられてい

た保育休暇の廃止に伴い、平成２２年度

より育児に係わる早出、遅出の勤務が導

入され、次世代の観点から重要な制度で

あるんじゃないかなと思っておりますが、

この制度がどのように今現状として生か

されているのか。これからの子育て、そ

れから教職員の人でも大変忙しい中で、

また一方では、そういうことがあって実

際の授業にまた大きな影響が出ても困る

というような考え方もあるんでしょうけ

れども、今やはりこの制度は、十分周知

徹底して使えるものは使っていただいて、

やはり次世代の子どもを育てていくとい

う観点から必要ではないかと思うんで、

ひとつお尋ねをしておきたいと思います。

　１４８ページの学習サポーター派遣事

業ですけれども、平成２２年度は予算が

３３０万円ほど大幅にふえているんです。

学力向上のために、この事業をどのよう

に活用して、また今後どのような学習サ

ポーターとして学校に派遣されるのか、

このことについては、確か安藤委員もほ

かの委員も多く尋ねておられましたけれ

ども、私も一応、お尋ねをしておきたい

と思います。

　１４８ページ、スクールソーシャルワー

カー等活用事業ですが、昨年度、大阪府

内で、複数の中学校を設置している自治

体で初めて市内の全中学校にスクールソー

シャルワーカーを配置した、その活用状

況や効果はどんなふうになっているんだ

ろうか。こういうことも気にかかります

ので、ご答弁をお願いしたいと思います。

　それから、次に学校給食についてであ

りますけれども、小学校の学校給食につ

いて今日まで取り組んでいただいており

ますので、その辺のことについても少し

問題点があればお聞きをしときたいと思

うんですが。小学校にかかわる経費とし

て、ここでは職員の人件費やそれから給

食調理にかかわる改善、備品等、補修事

業等除いて、賄材料費で１億８，２５９

万６，３８５円がかかっておって、これ

が大体今５７％で残りの経費の半分が給

食費の就学援助、これが約６，４００万

円、ちょっと数字は定かじゃないんです

が、これ占めてるんですけれども、この

数字の状況について答弁を求めたいと思

います。
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　それから、次にまた、今回は事務報告

書を少し見せていただいて、いろいろと

見ておりますんで、事務報告書の中に出

とったことで気のついたことをお尋ねし

たいと思います。

　毎年、市民マラソンが摂津市も行われ

て、もうかなりな年数にわたって行われ

ております。ことしも、平成２２年度で

は参加者が７００人というふうに確か記

載されてたと思うんですが、私も平成２

３年の市民マラソンに少し現地へ行かせ

ていただいて見せていただいたんです。

　確かに市民のマラソンということで非

常に熱は上がってるんですけども、どう

もギャラリーというんですかね、走って

る人の熱は上がるんやけど、周囲の観客

がほとんどないと。このことについては、

確か一般質問でも、どなたかが市内を回

られたらどうなんでしょうかというよう

なご質問もなされてたと思いますが、市

内では交通事情やとかいろいろな問題も

あって、やっぱり場所的には今の場所が

一番ふさわしいのかなというふうに思っ

ておりますが、そのためにも、せっかく

あそこであれだけの事業をやられるんで

すから、市民マラソンとあわせて何かイ

ベントのようなものがつくれないのかな

と、こういうふうに思うんですけど、そ

の辺の市の考え方があればお聞かせ願い

たいと思います。

　それから、これも事務報告書に出ておっ

たんですけれども、市役所のロビーコン

サートですね、これは平成２２年度はほ

とんど邦楽で、琴とかやられたというふ

うに書いてありましたですけれども、こ

れも大変好評だというふうに聞いており

ますし、限られた時間の中でいつもかな

りの人が聴衆をされているということで、

開かれた市役所ということで非常にいい

イベントだと思っておるんですが、ちょっ

と私らの考え方から言いますと、いつも、

やはり邦楽とか、クラシックでもおかた

いものが多いように思うんですけれども、

例えばもう少し砕けた民俗芸能というん

ですか、例えば南京玉すだれだとか、簡

単な腹話術だとかというような団体もあ

りますので、そういうものも取り入れる

というようなことはどうなんでしょうか

ということを少しひらめいたので、こう

いう考えはあるかないかお聞かせいただ

きたいと思います。

　それから、次、我々の生涯学習やいろ

いろの中で社会教育委員というのがおら

れて、この活動報告も事務報告書の中に

出ておりますけれども、この社会教育委

員制度が正式に制定されて、今日の中で

いろいろと議論として出てきておりまし

たのは、社会教育委員が事業の結果を事

後採択のような形で何かするということ

だけじゃなしに、社会教育委員自身がも

う少し前面に出て企画立案等もできるよ

うな社会教育委員であってもらいたいと

いうのが過去にもそういう声も多かった

ように思うんですが、この社会教育委員

の今日の動きというものについても少し

教えておいてもらいたいと思います。

　それから、次に学校の部活動、これは

今回の質問の中でたくさん出てまいりま

した。また、今、渡辺委員からも武道の

こと、いろいろなことについて出ており

ます。

　私は学校の部活動というものについて

見てみたら、やはり圧倒的に多いのはス

ポーツ関係の部活というのが多いんです

けれども、文化関係の部活というのはな

かなか少ないというか、参加しにくいと。

　その中でも、私は少し関連しているん

ですが、演劇活動というのでクラブが過

去には何校かあったんですけれども、最

近まであったのは第三中学校に演劇クラ
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ブというのがあったんですけど、これも

もうなくなって、今ほとんど演劇という

ようなクラブ活動はやらない。

　なぜできないかというと、やっぱり、

これも難しい。指導者が大変しんどい仕

事でもあり、単なる学校の先生がそれを

顧問としてやっていくには少し重たいと

いうことにもなろうかと思って、なかな

か育たないのかなというふうにも思って

おりますが、幸いにして、ご承知のよう

に、摂津市にはちびっこ劇団というのが

できて、もう既に１０年になります。

　その子たちがだんだん大きくなって、

先般も教育委員会のほうで演劇ワークショッ

プですか、開いていただいたら、この劇

団の小学生が中学校へ行かれたＯＢとい

うんですか、そういう方々がかなり参加

されて熱心に勉強される機会を持たれた

というふうに聞いております。

　これは今日までちびっこ演劇を指導さ

れた方の一つの１０年間の大きな成果で

はないのかなと。だから、外部指導の講

師を今後入れていくということになれば、

何もこの方にしてもらったらいいですよ

ということじゃないんですが、こういう

指導者もおり、そしてまた、中学生とし

て演劇のワークショップにも参加すると

いうようなメンバーがふえてきてますか

ら、中学校の中で演劇部というものをつ

くっていくというような方向で、熱が上

がってきたときに学校として受け皿とし

て今後そういうものを受けていくという

姿勢があるのかないのか。こういうこと

も聞いておきたいと思います。

　それ以外にたくさんあるんですけど、

あんまりやると時間もありませんので、

後はまたそれぞれ担当のほうに一度お聞

かせいただいて自分も勉強をしてみたい

なと思います。

　ここで、次に、公民館の利用状況とい

うところを少し、これも事務報告書で見

せていただいたんです。

　内容としては、千里丘公民館のところ

の部屋が非常に多くの人が使ってるんで

すね。よそに比べて断トツの利用者なん

です。それは、あの地域であれだけの人

が使うということですから、大分、他の

公民館に比べても利用状況が多いと、そ

ういうような中から、あの公民館もかな

り年数もたってきておりますので、今後

の公民館のあり方として、一度そういう

利用状況なども含めて検討していただけ

るかどうかということを少しお尋ねして

おきたいと思います。

　それから、青少年指導員の配置なんで

すけれども、これ、各校区ごとの青少年

指導員の配置が出てるんですけれども、

一番多いのは、確か三宅柳田小学校は１

３人、プロの青少年指導員がおられます。

少ないとこは、その校区によっては３人

ぐらいとか４人ぐらい。

　これはどのような形で青少年指導員が

こういう選ばれ方になるのか、できれば

学校それぞれにやっぱり同じような人数

の人が出てくるのが望ましいのではない

かと思うんですが、それにはいろいろの

諸事情があるんでしょうけれども、そう

いう数字が出ておりますので、それも少

しお聞かせをいただきたいと思います。

　それから、これも事務報告書の中に出

ております、こどもフェスティバル開催

事業ということで、これは確か６，００

０人の人がその事業に集まるという数字

が出ておりますが、これだけ多くの人が

一堂に集まれるイベントというのはそん

なにないと思うんです。ろうそくファン

タジーでも３，０００人ぐらいですし、

それからチューリップアートのときのあ

のイベントでもそこまではいってないと

思うんですが、こどもフェスティバルと
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いうのは非常にそういう意味では参加者

の多い、効率の高いといいますか、イベ

ント効率の高い事業だと思うんですけど

も、今後、このフェスティバルをこれか

らも継続していかれると思うんですが、

この継続についてもっとたくさんの人が

集まってもらえるような考え方というの

を持っておられるのかどうか、こういう

ことです。

　それから、最後になりましたんですけ

れども、ちょっと総括的なご質問で、ちょっ

と抽象的になるのと、この決算とどうそ

ぐうのかということですが、今回、教育

委員会から出していただいております摂

津市の教育に関する事務の管理及び執行

状況の点検及び評価報告書というのを目

を通させていただきました。

　摂津市の教育委員会につきましては、

たくさんの皆さんから委員会のあり方に

ついていろいろとお考えがあって、また、

それなりのご希望なり、それなりのご意

見なりがあるところだと思いますが、私

もこれ読ませていただいたら、教育委員

会制度として、確かこれは昭和３１年に

正式に各衛星都市に条例として出てくる

ようなことになって、それからもう五十

数年教育委員会が行政とは少し独立した

形の中で教育の運営、いろいろなことを

図っていくというので今日までやってこ

られたという経過があります。

　その中で、私は今の教育委員会制度に

はいろいろと問題点もあると思いますけ

れども、今日までこうしてやってこられ

た中で、それなりの創意工夫、またいろ

いろな対応も含めて、市民の皆さんは今

日の教育委員会制度、合議制ですね、こ

ういうあり方がやはり必要ではないか。

このことは、これからも教育を考えてい

く上においては、行政とは少しやっぱり

離れたところで教育委員会としての自主

的な考え方で摂津市の市民の教育を考え

ていくということは大事ではないかな、

こういうふうに思うわけです。

　そこで、これは決算には関係ないんで

すが、今回、先ほども出ておりました橋

下知事が教育基本条例案をつくって、今

までの教育委員会のあり方にどうも逆行

するんではないのか、また、問題が起こ

るんではないのかというようなことの条

例を出されるというような方向に向いて

おります。

　私たちはこの五十数年間、今日まで延々

と、また黙々とやってこられたこの教育

委員会制度というものを抜本的に覆して

しまうというような恐れのあるものとい

うのはいかがなものかと、私個人は考え

ております。

　そこで、本当はきょう教育長はこのこ

とについて、この前の委員会の安藤委員

の質問のときに一定の報告をして、考え

方を述べられたと思うんです。

　私はそういうことで、ここでご答弁を

いただけるのであれば、考え方を述べて

いただけるのであればそれでいいんです

けれども、なければ、そのときの考え方

で摂津の教育委員会というものがこれか

らも今日まで脈々と続いてきた教育の中

心としてこれからやっていかれる、また、

これを中心にしてやっていくんだという

考え方を持っておられると思うんですが、

その辺のことを、ご答弁がいただければ

聞かせていただきたい。もし、きょうこ

こでご答弁が大変しんどいということで

あれば、また次の予算なり、また次の機

会に送って聞かせていただきたいという

ふうに思っております。

　１回目、以上でございます。

○森西正委員長　それでは、答弁をお願

いします。

　野本課長代理。
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○野本教育政策課長代理　育児に係る早

出遅出勤務についてご答弁申し上げます。

　平成２２年度より導入されました育児

に係る早出遅出勤務は、小学校就学の始

期に達しない子を育てる職員で、当該の

子を保育所等へ送迎する場合は早出遅出

勤務の設定を願い出ることができるもの

です。

　通常の始業、終業時刻から１５分早出、

１５分遅出、３０分遅出の区分で設定で

き、教職員以外の親が当該の子を送迎で

きる場合は早出遅出勤務は認められてお

りません。

　なお、これまでの制度の活用状況でご

ざいますが、本市におきまして、運用が

開始されました昨年１０月１日からこと

しの１０月１日までの間で小学校では８

名、中学校では２名、合計１０名のもの

が活用している状況でございます。

　制度の周知につきましてですが、条例

や規則の改正時に行っておりまして、校

長を通じて教職員への情報提供も随時行っ

ております。

　ことし９月から導入された介護に係る

早出遅出勤務についても同様に周知を行っ

ており、今後も教職員の勤務条件に変更

がある場合は丁寧な周知に努めてまいり

ます。

○森西正委員長　撰田課長。

○撰田教育推進課長　学習サポーター派

遣事業についてのご質問にお答えいたし

ます。

　平成２１年度の学習サポーターの派遣

回数は７５８回、平成２２年度は１，５

５６回でございました。

　この事業は、児童生徒の自学自習力の

育成のため、退職教職員や大学生を派遣

し、教室における学習支援などを行って

おります。また、小学校での夏休みの水

泳指導にも活用してまいりました。

　平成２２年度からは中学校での放課後

学習室に加え、小学校のしゅくだい広場、

あるいは長期休業中の補習にもサポーター

を派遣し、自学自習力向上の機会をふや

してきたところでございます。

　また、児童生徒の自学自習力向上の場

づくりとしての今後の展開でございます

が、家庭学習の時間は、今年度実施しま

した大阪府学力学習状況調査におきまし

ても残念ながら目に見えて増加はしてお

りません。

　しかし、しゅくだい広場などの放課後

学習の機会は児童生徒の学びの場として

定着してきており、参加者の意識は確実

に向上しております。

　また、参加していない児童生徒のうち、

家庭学習の習慣が身についていないもの

をいかにして興味、関心を持たせていく

かについては学校と連携して考えてまい

りたいと思っております。

　新しい場の展開といたしましては、今

年度より、教育センターにおきまして土

曜しゅくだい広場を開催しております。

ほぼ毎週、児童が参加しておる状況で、

休みの日の学びの場として定着してきて

いるところでございます。

○森西正委員長　北橋課長。

○北橋児童相談課長　スクールソーシャ

ルワーカーの活用状況と効果についてご

答弁申し上げます。

　スクールソーシャルワーカー派遣のね

らいは、子どもたちの置かれた環境実態

を把握し、関係機関との連携を機能化さ

せ問題解決を図ることでございます。

　スクールソーシャルワーカーは、教育

分野に関する知識に加えまして、社会福

祉等の専門的な知識や技能を用いて、子

どもたちの置かれたさまざまな環境に働

きかけ支援を行うことを主な役割として

おります。
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　いじめや不登校、暴力行為、児童虐待

など子どもに関わる課題のアセスメント

と対策についてのアドバイスを行い、必

要に応じて市の担当課、家庭児童相談室、

子ども家庭センター、少年サポートセン

ターなどと連携をコーディネートしてま

いりました。

　その結果、教員に対して、子どもの置

かれている環境から判断してのアセスメ

ントやアドバイスによりまして問題解決

の方向性が明らかになり、効果が上がっ

ております。

　また、スクールソーシャルワーカーは

小学校との連携も行いながら、週１回の

活動の中で子どもたちを取り巻く環境が

影響する課題の早期解決のための取り組

みを支援し、小中学校での生徒指導体制

の構築にも連携した取り組みを行ってお

ります。

○森西正委員長　岩見課長。

○岩見総務課長　小学校の給食事業にか

かる経費についてご答弁させていただき

ます。

　概要書の１５４ページになろうかと思

います。小学校の給食にかかる経費とい

たしまして、ここでは人件費が出てござ

いませんけれども、この決算概要の学校

給食費の目４、学校給食費の総トータル

の決算が３億２，５５６万２，８５９円

となっております。

　この中から給食調理場に係る改善や備

品更新等を除きますと、賄材料費が約５

７％、残りの経費の約半分が給食費の就

学援助費６，４９０万円強が占めている

ことになります。

　小学校の給食にかかる経費につきまし

ては、人件費と食材にかかる費用、すな

わち賄材料費が大きく占めることとなり

ます。

　この賄材料費につきましては、決算額

といたしまして１億８，２５９万６，３

８５円ということでございますが、これ

は学校給食法に基づき保護者の負担となっ

ており、学校におきまして給食費として

毎月徴収をさせていただいておるところ

でございます。

　この賄材料費と給食費の関係でござい

ますけれども、予算上で同額のものを雑

入として計上させていただいております。

　給食費の設定と食材の選定、また購入

についてもできるだけバランスをとるよ

う努力しておるところでございます。

○森西正委員長　布川次長。

○布川生涯学習部次長　文化スポーツ課

に該当しますご質問にお答えしたいと思

います。

　まず、市民マラソンの件でございます。

ことし２月６日に開催されました平成２

２年度の市民マラソンは、都合３１回目

を数えることができました。

　年々参加者はふえておりまして、本市

スポーツの振興事業の中心的なイベント

に成長してきており、定着してきている

と考えております。

　特に、淀川河川敷を利用した本市の大

きなイベントはこの市民マラソンだけで

あります。また、本市の文化振興条例に

おきましても、第９条でスポーツ文化の

振興を定義し、文化振興計画においても

水の文化をつなぐまち摂津を目指して、

市民、行政が協力して文化やスポーツの

振興に取り組むことになっております。

　この淀川河川敷を活用したスポーツや

文化事業の展開はまさにこれらの理念を

実現する場となっており、我々としても

今後も充実させていきたいと考えており

ます。

　委員お申し出の観客が少ないというお

話でございます。

　現在、参加者を中心とした応援の方が
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観客になっているというのが現状でござ

いますが、現在、生涯学習大学大学院を

卒業された研究室の方を中心に、淀川を

中心に河川敷を利用したイベントを考え

ておられます。

　今後は、試行的に市民マラソンとの共

催も検討されているところでございまし

て、マラソンを通した文化・スポーツに

加え、親子の触れ合いや郷土愛をはぐく

む場所としてもそれぞれいろんなイベン

トが効果的なものになってくるのではな

いかと考えております。

　今後、各種団体からのマラソン大会へ

の参画の申し出がございましたら実行委

員会等で検討してまいりたいと考えてお

ります。

　続きまして、市役所のロビーコンサー

トでの芸能発表の件でございます。

　市役所のロビーコンサート、平成１７

年から摂津音楽祭の開催が２０年目を迎

えたということで、広報活動ということ

も加えまして進めさせていただいており

ます。

　平成２２年度は大正琴と、それからお

琴、箏曲の２回を７月と１月に開催させ

ていただきました。

　本年は既に７月、８月に、ピアノ、そ

れからソロの声楽と女性デュオの３回を

組ませていただいております。

　より多くの方に摂津音楽祭のことを知っ

ていただく、それからクラシック音楽を

身近なものとして感じていただくという

ことで開かれた市役所という中でロビー

コンサートをさせていただいております。

　実施に際しましては、ロビーコンサー

ト実行委員会を結成しまして、そちらの

ほうで内容、出演者等を検討していただ

いております。

　お尋ねの芸能文化の発表につきまして

は、実行委員会と検討させていただきな

がら、またロビーでの発表の可能性につ

いて検討していきたいと思っております。

○森西正委員長　岡本課長代理。

○岡本生涯学習課長代理　千里丘公民館

の利用状況でございます。

　これにつきまして、その内訳について

ご説明申し上げます。件数７４０件、人

数１万１，４８５名となっておりますの

は、千里丘公民館につきましては登録ク

ラブ数２７、これがございます。そのう

ち、目的別でいいますと、この登録クラ

ブの活動状況が７４０件中４６７件、約

６３％。利用人数も１万１，４８５名中

７，５４８名となり、これも６５％強と

なっております。

　目的別でいいますと、会議、講座等も

ございますけども、その大半が登録クラ

ブの活動でございます。

○森西正委員長　池上参事。

○池上生涯学習部参事　生涯学習課に係

ります社会教育委員に対するご質問に対

してご答弁申し上げます。

　まず、社会教育委員の任務としまして

は、社会教育法第４章、社会教育委員に

おいて社会教育委員の構成、職務が定め

られており、摂津市におきましても摂津

市社会教委員条例、摂津市社会教育委員

会議規則に基づきまして会議を年４回程

度開催させてもらい、社会教育関係事業

についての審議や年間テーマを決めまし

た意見交換を行うほか、近畿地区、大阪

府での社会教育研究大会に参加してもら

うなど、社会教育委員としまして認識と

知識を高めていただいております。

　任期は２年でございます。平成２３年

度におきまして任期切れがございまして、

平成２３年７月１日から平成２５年６月

３０日までの委嘱がえをしております。

　先ほど申しました近畿地区社会教育研

究大会のご質問につきましては、近畿各
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府県の社会教育委員を初め、社会教育関

係者が一堂に会し、各地域における社会

教育活動の実践や研究の成果について交

流を深め、今後の社会教育活動の一層の

振興を図るとともに、時代の変化と社会

のニーズに応じた社会教育委員のあり方

について研究、協議を行う場として、毎

年、社会教育委員長ほか三、四名の方に

参加をいただいておるのが現状でござい

ます。

　あと、市民団体等で主催を行っており

ます生涯学習フェスティバルの実行委員

会の委員にも、社会教育関係者の方では

ございますが、なっていただいており、

行政とともに協働して運営に関わってい

ただいておるのが現状でございます。

○森西正委員長　若狭課長。

○若狭教育政策課長　学校部活動助成事

業に関連した、演劇部に係りますご質問

にご答弁申し上げます。

　ことし７月に実施いたしました部活動

実態調査によりますと、本市中学校で部

活動に入部しております生徒の割合は８

８．５％でございます。

　そのうち文化部に入部しております生

徒が、全生徒のうち１９．２％。全体の

約２割弱ということで、文化部の入部は

運動部に比べかなり低くなってございま

す。

　さて、演劇部でございますが、このと

きの調査で第三中学校、男子が２人、女

子が５人所属しており、今年度も活動し

ていると把握しております。

　さて、委員ご提案のちびっこ劇団に関

わった人たちは、今後、演劇部の外部指

導者として演劇指導のできる教員がいな

い学校、あるいは学校として今後演劇部

が立ち上がりそうだといった学校ですね、

こういった学校に外部指導者として派遣

できるのではないかと。

　今年度、文化系の派遣につきましては、

６名が各中学校に派遣されておるわけで

ございますが、今後、演劇部の外部指導

者の情報提供として、各中学校にもこう

いった情報を流してまいりたいと考えま

す。

○森西正委員長　小林課長。

○小林こども教育課長　こども教育課に

係ります２点につきましてご答弁申し上

げます。

　まず、青少年指導員事業でございます

けれども、青少年指導委員は青少年の心

身ともに健やかな成長を願いしまして、

摂津市の青少年指導員設置要綱に基づき

まして委嘱しているものでございます。

　委嘱に当たりましては、青少年の健全

育成に熱意がある、また地域に精通して

いる方、こういった方を地域の方々のご

推薦や現職の方のご推薦もいただきなが

ら委嘱をさせていただいております。

　事務報告書を委員のほうから見ていた

だいてご質問ございましたけれども、平

成２２年度の実績で各校区によりばらつ

きがございました。

　平成２３年度は２年任期の委嘱換えの

年にも当たりまして、原則定員６０名で

運用しておりますけれども、小学校区６

名、中学校区１２名を基本として平成２

３年度は委嘱をしております。

　また、青少年指導員連絡協議会、市全

体での組織化もしていただいて市全体と

して、またそれぞれの校区で活発な活動

を行っていただいているところでござい

ます。

　次に、こどもフェスティバル開催事業

につきまして、今後の考え方等、実施の

あり方でございますけれども、こどもフェ

スティバルについては毎年５月の連休最

後の日曜日に社会教育関係団体等の方々

に実行委員会を組織していただいて、子
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どもたちのさまざまな活動の場、また関

係団体の活動発表の場、こういったこと

を目的として開催をしております。

　平成２２年度は３７団体、平成２３年

度は４２団体の方に実行委員会を組織し

ていただいて１日楽しめる催しとなるよ

うご尽力をいただいておるところでござ

います。

　また、多くの子どもたちが参加する、

こどもバザーといった催しも、地域コー

ディネーター連絡会の方に担当していた

だくなど工夫しながら進めております。

　今後の取り組みでございますけれども、

平成２３年度、市役所の機構改革により

まして、次世代育成部が設置されました。

保育所、幼稚園、また子育て支援グルー

プ、こういったグループの方々も私ども

こども教育課の所管となりました。

　今現在、子育て支援分野で取り組んで

おります、例えば親子ランドであったり、

「絵本であそぼ！」といった乳幼児の方々

を対象とした取り組みも行っておるわけ

でございますけれども、こういった取り

組みもこどもフェスティバルの中に取り

入れれば、今までとは違った層の方々に

も、協力いただけるということで、また

実行委員会も活性化しますし、こどもフェ

スティバル自体も多くの市民の方、多く

の協力者のもとで盛り上がっていくもの

と考えております。今後、会場レイアウ

トも含めまして、全体の運営像について

実行委員会の皆様方と来年度の実施に向

けて検討してまいりたいと思っておりま

す。

○森西正委員長　教育長。

○和島教育長　府の教育基本条例につい

ての考え方ということでございますけれ

ども、これはあくまでも教育長としての

私の見解と受けとめていただきたいと思

います。

　摂津市教育委員会としては、まだこの

ことについての議論は全くいたしており

ません。

　先ほどご指摘ありましたように、現在

の教育委員会制度は、教育の中立性と安

定性、そして継続性を確保するというこ

とから、政治からは離れたところに位置

づけられてきたところでございます。

　そして、この教育委員会制度が今後、

存続していくのがいいのかどうかという

視点、要するに、この制度で教育行政に

民意が反映されてきたかどうかという視

点から今回条例案として一つの会派から

提起されたところでもございます。

　この条例案の内容につきましては、知

事、あるいは提案された会派、あるいは

大阪府の教育委員の皆さん方も積極的に

それぞれの立場から意見を言われ、議論

されているところでもございます。

　その内容を見てましたら、やっぱり国

の法令との関係等、法的視点から見ても

さまざまな問題点が残っているというこ

とも指摘されているところでもございま

す。

　私は、この教育基本条例案の内容をす

べてを否定するものではございませんけ

れども、現状からかけ離れた内容も多く

ありまして、府立高校の校長先生も発言

されておりますけれども、教育現場に与

える影響が余りにも大きいと考えており

ます。

　現状をしっかりと見詰めた上で十分な

議論を行わなければ、子どもたちの教育

は改善しないのではないかと考えており

ます。

　先日の安藤委員のご質問のときにあり

ました学力学習状況調査の公表の問題で

ありますが、それにつきましては、あの

ときもご答弁いたしておりますが、これ

まで大阪府が行っております市町村別の
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公表についても私は余り必要ではないん

じゃないかと考えております。まして、

今回の条例案の中に規定されております

学校別の公表については、さらに序列化

とか、いろんな弊害を含んでおりますの

で、私はその公表することについては反

対の立場であります。

　このことについては、先日の答弁でも

言いましたけれども、政令市を除く府下

４１市町村の教育長も同様の意見を持っ

ていると聞いております。

○森西正委員長　柴田委員。

○柴田繁勝委員　時間も過ぎてきました

ので、また次には私ももう少し勉強して

質問をそれぞれしたいと思いますが、２

回目の質問をさせていただく分だけさせ

てもらいたいと思います。

　１回目の、先ほどの遅出早出のことに

ついては、まだあんまり大した利用がな

されてない。それはやっぱり学校現場の

中で若干やっぱり遠慮されるところも、

まだ問題もあったりして使いづらいとい

うとこもあるのかなというふうに思いま

す。

　しかし、私は先生の努力してもらうこ

とは大事です。しかし、制度としてでき

たものについては、十分その制度の内容

を吟味していただき、また、それをいい

意味で使っていただく。また、それを受

ける学校側、教育委員会側も十分な理解

のもとにその制度を使えるように、今後

とも周知徹底をしてあげてほしいと、こ

ういうふうに思いますんで、これについ

て、もし何かご答弁いただけることがあ

りましたらお願いしておきたいと思いま

す。

　それから、サポーターの派遣事業もい

ろいろとご答弁いただいてありがとうご

ざいました。

　この問題につきましては、自学自習の

向上や家庭学習の定着という形であらわ

れていると考えております。現状はどの

ようになっているのか、児童生徒の自学

自習力向上の場づくりをどのように今後

展開されていくのか、少しその辺のお考

えがあったら聞いておきたいと思います。

　それから、先ほど学校給食のことにつ

いて、ちょっと私、数字をあいまいなこ

とを言って、申しわけありませんでした。

ここの千の単位がちょっと読みづらかっ

たんで。１億８，２５９万６，３８５円

という中で５７％。それから給食費の就

学援助ということで６，４９０万９５０

円というところの数字だというふうに聞

いておりましたので、それを改めてそう

いうふうに申し上げておきます。

　現在、中学校給食がいろいろとご検討

されております。小学校の給食について

は、一定の定着の中に、食育ということ、

また給食が持っている大きなやっぱり子

育ての中での役割、こういうことは十分

実証されているところでありますが、い

よいよこれからは中学校給食にどのよう

にシフトしていくのかということが今そ

れぞれで議論されるところだろうと思い

ます。給食のあり方として、ランニング

コストにおいて、就学援助等などの経費

項目など、どのように今後変わっていく

のか、この辺についてもお示しをいただ

ければありがたい。若干これ決算と少し

関連はありますけど外れるかもわかりま

せんけど、聞かせていただけるのであれ

ば聞かせていただきたいと思います。

　それから、ソーシャルワーカーの活用

のこともよくわかりましたので、一つご

努力のほどお願いしておきたいと思いま

す。

　それから、次に、市民マラソンですけ

れども、先ほど他のイベントとドッキン

グさせて何かをつくっていくというよう
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なことも考えているというご答弁であり

ました。私もよそのマラソンなんか行き

ますと、もう単位が違うんですね。たく

さんの方の出場があると。ここも唯一の

場所でやっておられるんで、もうちょっ

と市民全体が関心を持ってもらえるイベ

ントとして、何か創意工夫をなさったら

どうなのかなというふうに感じましたの

で、今回取り上げさせていただきました

ので、これもまた一つ最大のご検討をお

願いしたいと思います。

　それから、市役所のロビーコンサート

も、確かに私たちもわずかな時間ですけ

れども、多くの市民の方に関心を持って

もらったり、感動されたりいろいろあり

ますので、こういう中へ出していただく

ものについて、私のほうから少し申し上

げましたが、もう少しそうした地域のも

のが出てきてもいいのではないかという

ふうに思いますので、これもご検討して

いただくようにお願いをしておきたいと

思います。

　それから、部活動につきまして、今演

劇ワークショップの中に多くの参加者が

出てきたと、実はこれは一般公募をかけ

られたそうですが、一般公募の方は２名

ぐらいしかおられなかったんです。やっ

ぱりそういうちびっこ演劇等で基礎がで

きている人が改めてそういうワークショッ

プを受けて、もう少し演劇について自分

も経験をしてみたいという、ちょうどそ

の子どもたちが今中学生なので、私が申

し上げたのは、その子たちが外部指導者

として入るんじゃなくて、それは在校生

ですから、その人たちが中心となって、

クラブを結成するというようなことがで

きないか。またそういう声が上がったと

きにサポートするような考え方がないの

かということをお聞きしたわけです。

　また、外部指導者としてはですね、こ

こちびっこ演劇を１０周年やってこられ

た先生方が今回のワークショップの先生

でもありますし、こういう方々ももし採

用ができるのであれば、クラブができた

ところへ外部からの指導者として顧問と

いいますかね、そういうのとして上手に

使っていくというんですか、その人たち

の力を借りていってクラブをやっぱり盛

り上げていくということも一つではない

か。せっかく片方でこれだけ育ってきて

ますので、これをそのままつぶしてしま

うのはもったいない。

　今、聞きましたら、第三中学校はまだ

演劇クラブが残っているということです

が、我々の耳に入ってくるのは、いずれ

も、それもひょっとしたら廃部になるん

じゃないかというようなうわさというん

か、そういうことまで少し聞きましたの

で、何か学校の中にそういうクラブがな

くなるのは寂しいなということを含めて

ご質問させていただきました。

　これはご答弁も要りません。考え方を

述べさせていただいたんで、一つ今後と

も文化系のクラブをより充実していくと

いう観点からもひとつお願いをしておき

たいと思います。

　それから、公民館のことでの一応館長

さんのほうから内容を受けました。私も

それは事務報告書で調べて、それぞれの

公民館でやっぱりそれぞれのものをやっ

ておられるというので、ようこれだけ摂

津の公民館活動というのは事業なり公民

館でのいろいろな催しをやっておられる

なと思って、ある意味では感心をし、あ

る意味では大したもんやなと、よそに持っ

ていっても恥ずかしないなというふうな

感じは持っております。

　特に先ほど申し上げたのは、千里丘公

民館が、集会室が７４０回使ったと、そ

の中で１万１，４８５人の人がこの集会
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室を使っているという、この実績のデー

タが出ているわけですね。千里丘公民館

というのは見ていただいたらわかるけど、

少し年数もたってかなり老朽化もしてき

ているとこも含めてね、一集会室がこれ

だけの年間の利用者があるということを

かんがみたときに、やはりその方々への

やっぱりこれからのより有効に使ってい

ただくために、公民館に対する考え方を

少し持っていただかなければいけない時

期に来ているのではありませんかという

ことを含めてちょっとご質問させていた

だいたんで、きょうはこの数字を見てい

ただいて、千里丘だけ公民館がよくなっ

たらええとは思っておりません。別府公

民館だとかすべての公民館のレベルアッ

プもしていっていただかなあきませんし、

公民館の利用数なんかを見ていくと、よ

く使われているところ、少ないところ、

いろいろありますけれども、相対的に利

用の少ないところは利用を多くするよう

にレベルアップをしなければいけない。

そのレベルアップをするためにはやっぱ

り改善もし、また改築もし、またそれな

りの増築もしていかなければならない。

こういうことが背景にあろうかと思いま

すので、その辺も考えていただいて、今

後とも一つ公民館についての考え方を教

育委員会としてめぐらしていただきたい

と思います。これも答弁要りません。

　青少年指導員についてです。これも私

も過去に青少年指導員をやっておりまし

た。だから青少年指導員の仕事というの

は大変な仕事であります。なかなかなり

手が少ないというのも現状でしょうけど

も、先ほど言いました、ちょっと学校単

位でバランスが違うと。先ほど三宅柳田

小学校区では１３人の青少年指導員さん

がおられるけど、他の校区では３人とか

４人とかという、これは数字が出ている

んですかね。そういうことも含めて今後

やっぱり全市的なバランスのとれた青少

年指導員さんの配置ということも必要で

はないのかなと、こういうふうに考えた

から、少しここで問題提起というか考え

方を述べさせていただいたので、今後青

少年指導員さんの均等なあり方、いろい

ろなこともあるでしょう。そんな簡単に

うまいこと行きまへんわと、やっぱりなっ

てもらうだけでも精いっぱいなのにね、

そんなんここから何人やというわけには

いかんので、やはりなり手で活動できる、

そういうことが摂津市民であればなって

いただきたいんだということが背景にあ

ると思うんですよ。そやけれど校区単位

に出していくとしたら、だれが見てもど

うも三宅柳田小学校の青少年指導員の配

置は多いなと、ほんならこっちは少ない

なと、こういうふうな感も受けますので、

その辺も一つ考えていただけたらと思い

ます。

　それから、次にこどもフェステイバル

ですけども、これはいろいろと子どもの

ね、１０円ぐらいでものを売ってくれる

んですよ。僕は楽しみでね、それ幾つか

買って、また隣に行って何ぼか買うんで

すよ。商売ですね。これ買ってください。

まけときます、１０円とか言うて、１０

円でもこんなもの買えるんかなと思うほ

ど楽しい。また、彼らも自分たちの持っ

ているメンコだとかいろいろなものもそ

こで売っているわけですから、これも楽

しい。こういう本当に生き生きと彼らの

フリーマーケットのようなことで一生懸

命大きな声を上げてですね、商売してく

れている。この姿見たらこのフェステイ

バルはさすがに６，０００人おるんやな

というふうに思いましたので、これもこ

れからの一つの目玉のイベントとしてもっ

とどんどんとやっぱり、またてこ入れの
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できるところ、またアイデアの出せると

ころ、そういうところを考えていただい

て、より一つの大々的なイベントにして

いただきたいなというように思います。

　ちなみに言いますけど、ろうそくファ

ンタジー、私の関係しているある企業に

行きましたらね、摂津さんはろうそくファ

ンタジーをやっておられますねと写真を

ばんと見せられて、わしびっくりしてね、

ああそうでっかいうて、ちゃんとうち、

摂津市ではどういうことをやっておられ

るかということ、我々企業としても把握

しているんです。こういう場面もありま

したんです。だからろうそくファンタジー

もこれからますます多くに知れわたって

ですね、摂津の大きなイベントの一つ、

夏の風物詩になっていくと思うんです。

　ただ、その背景は大変なんですね。あ

れをするためにどれだけの労力が要って

いるかということなんですが、その辺は

一つ聞いてみたら援助してはるお金の割

に集まってはる人間で割ったらね、ほん

まに申しわけないようなもんですよ。運

営費なんてそんなに出てないですわ。そ

れに何千本というペットボトルの中にろ

うそく立てて、そして屋形船浮かして花

嫁さんつくって、そしてまたそれぞれの

イベントしててね、あんなイベントほん

まにあの程度のお金でできるというのが

不思議なぐらい。そういう、しかしわず

かなお金で、そういうことをやっておら

れる。そして立派なやっぱり一つのもの

を残されている。ここらを一つ、知恵と

して関係のある皆さんはこれをもっと育

てていこう、もう少しやっぱりアイデア

を出していこうということで、これから

も一つつくってほしいな。大正川のとこ

ろは本当、チューリップアート、それか

らまた、こいのぼりが泳ぐ、そしてろう

そくファンタジー、それからこどもフェ

ステイバルと。あの場所が与えてくれる

本当に大きなやっぱり憩いの場所になっ

てきていると思いますので、全体をやは

りこれからも考えてやっていただければ

ありがたいというふうにお願いしておき

ます。

　いよいよ最後になりましたけども、今、

教育長のほうから教育長個人のお考えだ

ということも含めてご答弁いただきまし

た。私はここであえて教育委員会の今ま

でのことを何が何でも守りなはれという

ことじゃない。いずれやっぱり教育も５

０年たってくれば、委員会のあり方だと

か、またそれは内容だとかいうことも、

それなりに変化もし、変えていかなけれ

ばならないと思うんですが、基本にある

ことは政治がやはり教育にやたらと進攻

するというんですか、中へ入ってきたん

ではおかしい。これは戦前の日本の教育

から反省した戦後の教育というのが出て

きて、教育委員会制度が出た。よその町

でもいろいろ教育委員の公選だとかいろ

いろありましたけれども、今は行政の長

がそれを議会にかけて任命してもらって、

その人たちが任されて、合議体で一生懸

命やっていって、摂津市の教育をよくす

るんだと、このことについては、私は基

本的に今の教育委員会のあり方というの

は大事だというふうに思ってて、きょう

はおべんちゃらを言うているわけじゃな

いですよ。この五十数年の歴史の中のさ

すが教育委員会のあり方だなというふう

に、それは先ほどの事務報告を少し読ま

せていただいた、各月々にやっぱりそれ

なりの合議体での会議も開いておられま

す。いろいろなことをして、こういうこ

とに少し目を通させていただいて、摂津

市の教育委員会の動き、また教育委員会

のあり方、また教育委員会として頑張っ

ている姿、これは我々もそういう目を持っ
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て、そしてどこが悪いのか、先ほど渡辺

委員もおっしゃったけども、すべてがい

いということではない。これはまた教育

長も同じことを思っておられると思うん

ですが、基本的に政治が余りにも強引に

教育行政の中に入り込むということが、

やっぱり我々が少し抵抗を感じるという

ことできょうここに取り上げさせていた

だきましたので、そういうことも含めて

平成２２年度の決算審査をさせてもらう

に当たり、皆さんのご意見も聞かせてい

ただいて、私もええ勉強をさせていただ

きましたので、今後とも一生懸命頑張ろ

うと思ってますんで、早速、教育委員会

のほうに頑張っていただいて、市民のた

めにということをお願いして私の質問を

終わります。

○森西正委員長　答弁はよろしいですか。

○柴田繁勝委員　答弁は結構です。

○森西正委員長　それでは、以上で、質

疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午後４時３４分　休憩）

（午後４時３６分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　討論なしと認め、採決

します。

　認定第１号所管分について、認定する

ことに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○森西正委員長　賛成多数。

　よって本件は認定すべきものと決定し

ました。

　これで本委員会を閉会します。

（午後４時３７分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

文教常任委員長 森 西 　 正

文教常任委員  渡 辺 慎 吾
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